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第3章 事業実施想定区域及びその周囲の概況 

 自然的状況 

3-1-1 大気環境の状況 

（1） 気象の状況 

青森県は、中央に位置する八甲田山地・十和田山地などの奥羽山脈により東西に二

分され、海域や地形が複雑なことから、地域によって気候が大きく異なる。事業実施

想定区域のあるむつ市及び横浜町は太平洋側に位置し、春季から夏季は冷温多湿な偏

東風（俗称やませ）の影響を受けて比較的冷涼であり、冬季は北西の風が多い状況と

なっている。 

事業実施想定区域及びその周辺では、表 3-1-1-1 に示す「むつ」と「小田野沢」の

2箇所の地域気象観測所で気象観測が行われている。両地域気象観測所の位置を図 3-

1-1-1 に示す。 

むつ特別地域気象観測所は、事業実施想定区域の北北西側約 12.2km の標高 3m の陸

奥湾に面した位置にあり、小田野沢地域気象観測所は、同北北東側約 8.1km の標高

6m の台地に位置する。過去 10 年間の月別の気象状況を表 3-1-1-2(1)、(2)及び図 3-

1-1-2 に示す。 

地域気象観測所のむつと小田野沢の平均気温は、ほぼ同様で最も低いのは 1月で 

-1.2℃～-1.4℃、最も高いのは 8月で約 21.9℃～22.5℃を示している。また、むつ

では最高気温が 7月の 34.7℃、最低気温が 1月の-17.8℃、小田野沢では最高気温が

8月の 34.2℃、最低気温が 1月の-15.3℃となっている。 

平均風速は 6月を除いて小田野沢がむつよりも強く、冬季（12 月～2月）はむつが

2.6～2.8m/s、小田野沢が 3.0～3.2m/s となっている。また、最多風向は、むつの冬

季(12 月～2月)では西北西や北西が多く、3月～11 月では南南西や北北東が多くなっ

ている。また、小田野沢の冬季は西北西や西が多く、3月～11 月は南東や西が多くな

っている。 

降水量は、むつが 77.6～189.9mm/月、小田野沢が 59.0～184.7mm/月であり、むつ

では 7月～1月で、小田野沢では 7月～12 月で 100mm/月を超過している。日照時間

は小田野沢に比べむつが 4月から 9月では長く、10 月～3月では短くなっている。最

深積雪はむつで 2月に最大となる 108 ㎝が観測されている。 

 

表 3-1-1-1 事業実施想定区域及びその周辺の気象観測所一覧 

地域気象 

観測所名 
所在地 北緯 東経 

標高

(m)

風速計 

地上高 

(m) 

温度計

地上高

(m) 

① むつ むつ市金曲 41 度 17.0 分 141 度 12.6 分 3 11.1  - 

② 小田野沢 
下北郡東通村小田野沢

字中川目 
41 度 14.1 分 141 度 23.8 分 6 10.0  1.5 

注：表中の番号は図 3-1-1-1 の番号に対応する。  

出典：気象庁「気象観測所一覧」（閲覧日：2017 年 10 月） 
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図 3-1-1-1 気象観測所位置  
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表 3-1-1-2(1) 気象の概況(むつ：平成 19 年～平成 28 年 10 年間月別平均値) 

むつ 
平均気温

(℃) 

最高気温

(℃) 

最低気温

(℃) 

平均風速

(m/s) 

最多風向

(16 方位)

降水量の

合計(mm)

日照時間

(時間) 

最深積雪

(cm) 

1 月 -1.4  9.2  -17.8 2.6 西北西 102.0 64.3  74 

2 月 -0.9  13.8  -15.0 2.8 西北西 77.6 92.4  108 

3 月 2.2  17.1  -11.3 3.0 南西 84.8 134.3  98 

4 月 7.5  25.3  -4.5 3.1 南南西 84.6 183.4  0 

5 月 12.5  28.4  -1.3 2.8 南南西 90.0 195.3  0 

6 月 16.4  29.4  4.5 2.4 北北東 78.6 167.2  0 

7 月 20.5  34.7  7.3 2.3 南南西 128.1 137.3  0 

8 月 22.5  34.5  10.3 2.2 南南西 189.9 157.1  0 

9 月 19.1  33.3  5.5 2.2 北北東 147.5 148.9  0 

10 月 12.7  25.5  -1.1 2.5 北北東 107.5 153.4  0 

11 月 6.7  20.4  -5.6 2.7 北西 136.5 90.1  10 

12 月 1.5  14.3  -11.4 2.8 北西 131.2 64.4  66 

注：「最高気温」及び「最低気温」とは 10 ヶ年中の最高及び最低気温を指す。 

出典：気象庁「過去の気象データ・ダウンロード」 

 

表 3-1-1-2(2) 気象の概況(小田野沢：平成 19 年～平成 28 年 10 年間月別平均値) 

小田

野沢 

平均気温

(℃) 

最高気温

(℃) 

最低気温

(℃) 

平均風速

(m/s) 

最多風向

(16方位)

降水量の

合計(mm) 

日照時間

(時間) 

1 月 -1.2 10.8  -15.3 3.0 西北西 71.6  82.1  

2 月 -0.7 14.9  -14.6 3.0 西北西 59.0  104.5  

3 月 2.4 17.4  -10.1 3.4 西 70.2  147.6  

4 月 7.2 25.2  -4.9 3.5 西 85.2  182.8  

5 月 11.5 26.2  -0.6 3.1 西南西 92.7  183.3  

6 月 14.9 29.7  3.7 2.2 南東 90.6  135.6  

7 月 19.3 33.0  6.1 2.3 南東 139.0  118.1  

8 月 21.9 34.2  9.6 2.3 南東 184.7  143.7  

9 月 19.2 31.6  5.7 2.5 南東 153.3  146.4  

10 月 12.9 26.0  -1.1 2.7 西 115.5  155.5  

11 月 6.9 20.5  -7.0 2.8 西北西 108.1  95.1  

12 月 1.6 15.7  -10.1 3.2 西 104.6  70.8  

注 1：小田野沢地域気象観測所では最深積雪の測定は行われていない。 

注 2：「最高気温」及び「最低気温」とは 10 ヶ年中の最高及び最低気温を指す 

出典：気象庁「過去の気象データ・ダウンロード」 
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出典：気象庁「過去の気象データ・ダウンロード」 

 

図 3-1-1-2 気象の概況（平成 19 年～平成 28 年 10 年間月別平均値） 
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（2） 大気質の状況 

1） 一般環境大気の状況 

事業実施想定区域に最寄りとなる一般環境大気測定局は、図 3-1-1-3 に示すとおり、

むつ市の苫生小学校と六ヶ所村の尾駮小学校である。むつ市の苫生小学校は事業実施

想定区域から北北西方向に約 12.4km の位置に、また、六ヶ所村の尾駮小学校は南東

方向に約 10.2km の位置にある。 

環境基準が設定されている項目としては、むつ市の苫生小学校では二酸化窒素、光

化学オキシダント及び浮遊粒子状物質が、また、六ヶ所村の尾駮小学校では二酸化硫

黄、二酸化窒素、光化学オキシダント及び浮遊粒子状物質が測定されている。 

苫生小学校及び尾駮小学校における過去 5年間の環境基準達成状況を表 3-1-1-3 に、

測定結果を表 3-1-1-4(1)～(5)に示す。 

苫生小学校では、二酸化窒素、浮遊粒子状物質は過去 5年間のすべてで環境基準を

達成している。また、尾駮小学校では、二酸化硫黄、二酸化窒素、浮遊粒子状物質は

過去 5年間のすべてで環境基準を達成している。しかし、いずれの測定局も光化学オ

キシダントは 5年間すべてで未達成となっている。なお、光化学オキシダントの環境

基準達成率は、全国的に極めて低い状態にある。（全国の平成 27 年度達成率：一般環

境大気測定局、自動車排出ガス測定局ともに 0％） 

 

表 3-1-1-3 一般環境大気測定局の測定項目と環境基準達成状況 

市町村名 

測定局名 
年度 

二酸化硫黄 二酸化

窒素 

光化学 

オキシダント

浮遊粒子状物質 

長期 短期 長期 短期 

① むつ市 

苫生小学校 

平成 24 － － ○ × ○ ○ 

平成 25 － － ○ × ○ ○ 

平成 26 － － ○ × ○ ○ 

平成 27 － － ○ × ○ ○ 

平成 28 － － ○ × ○ ○ 

② 六ヶ所村 

尾駮小学校 

平成 24 ○ ○ ○ × ○ ○ 

平成 25 ○ ○ ○ × ○ ○ 

平成 26 ○ ○ ○ × ○ ○ 

平成 27 ○ ○ ○ × ○ ○ 

平成 28 ○ ○ ○ × ○ ○ 

注 1：○印は環境基準を達成した項目、×印は環境基準を非達成の項目 

注 2：二酸化硫黄、浮遊粒子状物質は長期的評価と短期的評価を示す。 

・長期：年間における1日平均値について、高い方から2％の範囲内にあるものを除外して

評価する。ただし、1日平均値につき環境基準を超える日が2日以上連続した場合

には、このような取扱いは行わないこととして、その評価を行うものとする。 

・短期：測定を行った日又は時間について、測定結果を環境基準に照らして評価する。た

だし、1日平均値については、1時間値の欠測が1日のうち4時間を超える場合には、

評価の対象としないものとする。 

出典：青森県「環境白書 平成 29 年版」 
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図 3-1-1-3 一般環境大気測定局位置  
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表 3-1-1-4(1) 二酸化硫黄(SO2)濃度測定結果(平成 24 年度～平成 28 年度) 

測
定
局
名 

年度 
年平均値

1時間値 

が 0.1ppm

を超えた 

時間数 

日平均値が

0.04ppm を

超えた日数

1時間値

の最高値

日平均値

の 2％ 

除外値 

日平均値が 

0.04ppm を 

超えた日が 

2 日以上連続 

したことの有無 

環境基準の長期

的評価による

日平均値が 

0.04ppm を 

超えた日数 

ppm 時間 日 ppm ppm (有×・無○) 日 

② 

尾
駮
小
学
校 

平成 24 0.000 0 0 0.006 0.002 ○ 0 

平成 25 0.000 0 0 0.005 0.001 ○ 0 

平成 26 0.000 0 0 0.004 0.001 ○ 0 

平成 27 0.000 0 0 0.004 0.001 ○ 0 

平成 28 0.000 0 0 0.005 0.001 ○ 0 

出典：青森県「環境白書 平成 25 年版～平成 29 年版」 

  
 

 

表 3-1-1-4(2) 二酸化窒素(NO2)濃度測定結果(平成 24 年度～平成 28 年度) 

測
定
局
名 

年度 
年平均値

1時間値 

の最高値 

1 時間値

が 0.2ppm

を超えた

時間数 

1 時間値が

0.1ppm 以上

0.2ppm 以下

の時間数

日平均値

が 0.06ppm

を超えた

日数 

日平均値が

0.04ppm 以上 

0.06ppm 以下 

の日数 

日平均値 

の年間 

98％値 

98％値評価

による 

日平均値が

0.06ppm を

超えた日数

ppm ppm 時間 時間 日 日 ppm 日 

① 

苫
生
小
学
校 

平成 24 0.005 0.054 0 0 0 0 0.014 0 

平成 25 0.004 0.044 0 0 0 0 0.013 0 

平成 26 0.004 0.047 0 0 0 0 0.012 0 

平成 27 0.004 0.047 0 0 0 0 0.012 0 

平成 28 0.004 0.055 0 0 0 0 0.013 0 

② 

尾
駮
小
学
校 

平成 24 0.002 0.040 0 0 0 0 0.008 0 

平成 25 0.003 0.040 0 0 0 0 0.009 0 

平成 26 0.003 0.038 0 0 0 0 0.007 0 

平成 27 0.003 0.037 0 0 0 0 0.007 0 

平成 28 0.003 0.031 0 0 0 0 0.007 0 

出典：青森県「環境白書 平成 25 年版～平成 29 年版」 
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表 3-1-1-4(3) 一酸化窒素(NO)濃度及び窒素酸化物(NO+NO2)濃度測定結果 

(平成 24 年度～平成 28 年度)   

測
定
局
名 

年度 

一酸化窒素(NO) 窒素酸化物(NO+NO2) 

年平均値 
1 時間値
の最高値

日平均値
の年間 
98％値 

年平均値
1時間値
の最高値

日平均値 
の年間
98％値 

年平均値

NO2 

NO+NO2 

ppm ppm ppm ppm ppm ppm ％ 

① 

苫
生
小
学
校 

平成 24 0.001 0.077 0.005 0.006 0.119 0.019 82.4 

平成 25 0.001 0.107 0.008 0.006 0.135 0.021 77.8 

平成 26 0.001 0.089 0.007 0.005 0.135 0.019 78.3 

平成 27 0.001 0.087 0.005 0.005 0.117 0.018 78.5 

平成 28 0.001 0.074 0.006 0.005 0.121 0.018 76.0 

② 

尾
駮
小
学
校 

平成 24 0.001 0.052 0.002 0.003 0.086 0.010 80.6 

平成 25 0.001 0.063 0.004 0.004 0.100 0.013 84.3 

平成 26 0.001 0.054 0.003 0.004 0.086 0.009 73.0 

平成 27 0.000 0.046 0.002 0.003 0.071 0.009 84.7 

平成 28 0.000 0.032 0.002 0.003 0.061 0.009 85.5 

出典：青森県「環境白書 平成 25 年版～平成 29 年版」 

 

 

 

 

表 3-1-1-4(4) 光化学オキシダント(Ox)濃度測定結果(平成 24 年度～平成 28 年度) 

測
定
局
名 

年度 

昼間 

測定 

日数 

昼間 

測定 

時間 

昼間の

1時間 

値の年

平均値

昼間の 1時間値が

0.06ppm を超えた

日数と時間数 

昼間の 1時間値

が 0.12ppm 以上

の日数と時間数

昼間の 

1 時間値の

最高値 

昼間の日最

高 1時間値

の年平均値

日 時間 ppm 日 時間 日 時間 ppm ppm 

① 

苫
生
小
学
校 

平成 24 360 5,359 0.034 11 45 0 0 0.080 0.042 

平成 25 363 5,397 0.034 18 114 0 0 0.079 0.042 

平成 26 364 5,427 0.035 33 268 0 0 0.097 0.043 

平成 27 366 5,435 0.035 26 169 0 0 0.097 0.043 

平成 28 365 5,429 0.034 15 82 0 0 0.077 0.041 

② 

尾
駮
小
学
校 

平成 24 365 5,409 0.036 10 30 0 0 0.080 0.042 

平成 25 363 5,379 0.035 15 99 0 0 0.078 0.043 

平成 26 364 5,422 0.036 25 212 0 0 0.085 0.043 

平成 27 366 5,431 0.035 24 149 0 0 0.096 0.042 

平成 28 363 5,380 0.035 18 93 0 0 0.081 0.041 

注：昼間とは 5時から 20 時までの時間をいう。 

出典：青森県「環境白書 平成 25 年版～平成 29 年版」 
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表 3-1-1-4(5) 浮遊粒子状物質(SPM)濃度測定結果(平成 24 年度～平成 28 年度) 

測
定
局
名 

年 度 
年平均値

1時間値が

0.20mg/m3 

を超えた 

時間数 

日平均値が

0.10mg/m3

を超えた

日数 

1 時間値

の最高値

日平均値の

2％除外値

日平均値が 

0.10mg/m3を 

超えた日が 

2 日以上連続し

たことの有無 

環境基準の長

期的評価によ

る日平均値が

0.10mg/m3 

を超えた日数

mg/m3 時間 日 mg/m3 mg/m3 有×・無○ 日 

① 

苫
生
小
学
校 

平成 24 0.011 0 0 0.162 0.039 ○ 0 

平成 25 0.010 0 0 0.100 0.038 ○ 0 

平成 26 0.010 0 0 0.145 0.036 ○ 0 

平成 27 0.010 0 0 0.158 0.031 ○ 0 

平成 28 0.009 0 0 0.150 0.027 ○ 0 

② 

尾
駮
小
学
校

平成 24 0.011 0 0 0.082 0.032 ○ 0 

平成 25 0.011 0 0 0.095 0.038 ○ 0 

平成 26 0.014 0 0 0.114 0.038 ○ 0 

平成 27 0.013 0 0 0.099 0.033 ○ 0 

平成 28 0.011 0 0 0.092 0.031 ○ 0 

注：「環境基準の長期的評価による日平均値が 0.10mg/m3を超えた日数」とは、日平均値の高い方から 2％

の範囲の日平均値を除外した後の日平均値のうち 0.10mg/m3を超えた日数である。ただし、日平均値

が 0.10g/m3を超えた日が 2 日以上連続した延日数のうち、2％除外該当日に入っている日数分につい

ては除外しない。 

出典：青森県「環境白書 平成 25 年版～平成 29 年版」 
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2） 沿道環境大気の状況 

事業実施想定区域及びその周辺における沿道環境の大気測定は、実施されていない。 

 

3） 大気汚染に係る苦情の発生状況 

事業実施想定区域及びその周辺において、平成 23 年度～平成 27 年度の 5年間に受

理された大気汚染に関連する苦情の発生状況を表 3-1-1-5 に示す。 

この期間の苦情受理件数は、むつ市で 0～21 件、横浜町で 0件であった。また、む

つ環境管理事務所では 0～3件、青森環境管理事務所では 0～1件が受理されている。 

 

表 3-1-1-5 公害苦情受理件数（大気汚染） 

年 度 
市町村受理 県受理 

むつ市 横浜町 むつ環境管理事務所 青森環境管理事務所

平成 23 10 0 0 0 

平成 24 16 0 1 0 

平成 25 18 0 1 1 

平成 26 21 0 3 0 

平成 27 0 0 3 0 

注：県の環境管理事務所（平成 29 年 4月の組織改正により廃止され、同事務所の業務は地域県民局環境

管理部に移管された。）の管轄区域は、以下のとおりである。 

      むつ環境管理事務所･･･むつ市・下北郡  

      青森環境管理事務所･･･東津軽郡・野辺地町・横浜町・六ヶ所村  

出典：青森県「青森県統計年鑑 平成 24 年～平成 28 年」 
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（3） 騒音の状況 

1） 自動車騒音及び環境騒音の状況 

事業実施想定区域及びその周辺では、むつ市が環境基準の類型指定及び騒音規制法

に基づく規制地域を指定しているが、横浜町、東通村、六ヶ所村、野辺地町にはいず

れの指定もない。 

むつ市は、騒音規制法の規定に基づいて自動車騒音の常時監視を行っている。平成

25 年度から平成 27 年度までの環境基準の達成状況は、表 3-1-1-6 に示すとおり、

2,190 戸中 2,182 戸で昼夜間ともに環境基準が達成されており、達成率は 99.6％であ

る。 

なお、事業実施想定区域及びその周辺では、自動車騒音の常時監視は行われていな

い。 

また、環境騒音については、むつ市、横浜町、東通村、六ヶ所村、野辺地町のいず

れでも測定は行われておらず、事業実施想定区域及びその周辺でも、環境騒音の測定

は実施されていない。 

 

表 3-1-1-6 むつ市における環境基準の達成状況 

評価

の実

施年

度 

路線名 
評価区間の住所 

(上段：始点、下段：終点)

評価対

象住居

等戸数

(戸) 

昼夜と

も基準

値達成

(戸) 

昼のみ

基準値

達成 

(戸) 

夜のみ

基準値

達成 

(戸) 

昼夜と

も基準

値超過

(戸) 

H25 一般国道 279 号(ﾊﾞｲﾊﾟｽ) 
むつ市大字田名部 

251 250 1 0 0 
むつ市金曲 1 丁目 1 

H27 一般国道 279 号 
むつ市金曲 1 丁目 1 

58 58 0 0 0 
むつ市金曲 1 丁目 12 

H26 一般国道 338 号 
むつ市大字大湊 

593 589 4 0 0 
むつ市大湊浜町 10 

H27 一般国道 338 号(ﾊﾞｲﾊﾟｽ) 
むつ市大湊浜町 15 

242 242 0 0 0 
むつ市中央 2 丁目 22 

H27 一般国道 338 号(ﾊﾞｲﾊﾟｽ) 
むつ市金谷 1 丁目 21 

52 52 0 0 0 
むつ市栗山町 6 

H26 一般国道 338 号(ﾊﾞｲﾊﾟｽ) 
むつ市栗山町 6 

56 56 0 0 0 
むつ市柳町 3 丁目 8 

H25 むつ恐山公園大畑線 
むつ市小川町 2丁目 7 

152 152 0 0 0 
むつ市小川町 1丁目 23

H26 むつ恐山公園大畑線 
むつ市金曲 1 丁目 5 

234 234 0 0 0 
むつ市小川町 2丁目 8 

H27 むつ尻屋崎線 
むつ市横迎町 2丁目 2 

133 132 1 0 0 
むつ市大字田名部 

H26 長坂大湊線 
むつ市文京町 31 

98 98 0 0 0 
むつ市大字大平 

H25 赤川下北停車場線 
むつ市若松町 12 

34 32 2 0 0 
むつ市下北町 5 

H26 海老川新町線 
むつ市海老川町 8 

176 176 0 0 0 
むつ市新町 8 

H26 下北停車場線 
むつ市下北町 4 

76 76 0 0 0 
むつ市中央 2 丁目 19 

H27 田名部停車場線 
むつ市柳町 1 丁目 2 

35 35 0 0 0 
むつ市田名部町 10 

計 2,190 2,182 8 0 0 

出典：むつ市「自動車交通騒音調査結果について」(閲覧日：2017 年 10 月） 
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2） 航空機騒音の状況 

事業実施想定区域周辺には南南東約 40km に三沢飛行場があり、航空機騒音に係る

環境基準の類型を当てはめる地域として、十和田市、三沢市、七戸町、六戸町、東北

町、六ヶ所村、野辺地町及びおいらせ町の 2市 5町 1村が青森県によって指定されて

いる。なお、事業実施想定区域のあるむつ市及び横浜町は地域類型の指定を受けてい

ない。 

平成 24 年度から平成 28 年度の航空機騒音の測定結果は表 3-1-1-7 に示すとおり、

東北町大浦地区以外の地点では、すべての年度で環境基準を達成している。東北町大

浦地区では、平成 24 年度、平成 26 年度及び平成 27 年度が環境基準を達成していな

い。 

 

表 3-1-1-7 三沢飛行場周辺地域での測定状況（平成 24 年度～平成 28 年度） 

№ 測定地点名 
地域

類型

WECPNL による評価

（平成 25 年 3 月まで）

Lden による評価 

（平成 26 年 4 月から） 

環境基準

測定結果

環境基準

測定結果 

平成 

24 年度

平成 

25 年度

平成 

26 年度 

平成 

27 年度 

平成 

28 年度

1 十和田市西二十二番町 Ⅰ 70 - 57 39 - 34 - 

2 三沢市三沢地区 Ⅱ 75 69 62 48 51 50 48 

3 野辺地町野辺地地区 Ⅱ 75 59 62 - 39 - 42 

4 七戸町榎林地区 Ⅱ 75 63 62 - 51 - 47 

5 六戸町小松ヶ丘地区 Ⅱ 75 - 62 41 - 47 - 

6 東北町大浦地区 Ⅱ 75 82 62 57 63 65 61 

7 東北町素柄邸地区 Ⅱ 75 - 62 48 - 51 - 

8 六ヶ所村倉内地区 Ⅱ 75 62 62 44 48 34 36 

9 おいらせ町二川目地区 Ⅱ 75 64 62 - 45 - 45 

注 1：航空機騒音に係る環境基準の評価指標は、平成 19 年 12 月の環境庁告示第 154 号の一部修正により、平

成 25 年度に WECPNL（加重等価平均間隔騒音レベル）から Lden（時間帯補正等価騒音レベル）へ切り替え

られた。 

注 2：太字は環境基準の未達成を示す。 

出典：青森県「平成 28 年度 航空機騒音に係る環境基準達状況調査結果」 

 

 

3） 騒音に係る苦情の発生状況 

事業実施想定区域及びその周辺において平成 23 年度～平成 27 年度の 5年間に受理

された騒音に関連する苦情の発生状況を表 3-1-1-8 に示す。 

この期間の苦情受理件数は、むつ市で 0～6件、横浜町で 0件であった。また、む

つ環境管理事務所及び青森環境管理事務所では、いずれも 0件であった。 
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表 3-1-1-8 公害苦情受理件数（騒音） 

年 度 
市町村受理 県受理 

むつ市 横浜町 むつ環境管理事務所 青森環境管理事務所

平成 23 2 0 0 0 

平成 24 3 0 0 0 

平成 25 6 0 0 0 

平成 26 2 0 0 0 

平成 27 0 0 0 0 

注：県の環境管理事務所（平成 29 年 4月の組織改正により廃止され、同事務所の業務は地域県民局環境

管理部に移管された。）の管轄区域は、以下のとおりである。 

      むつ環境管理事務所･･･むつ市・下北郡  

      青森環境管理事務所･･･東津軽郡・野辺地町・横浜町・六ヶ所村  

出典：青森県「青森県統計年鑑 平成 24 年～平成 28 年」 

 

 

（4） 振動の状況 

1） 自動車振動及び環境振動の状況 

事業実施想定区域及びその周辺では、むつ市が振動規制法に基づく規制地域を指定

しているが、横浜町、東通村、六ヶ所村、野辺地町には指定がない。 

むつ市、横浜町、東通村、六ヶ所村、野辺地町のいずれでも自動車振動及び環境振

動の測定は行われておらず、事業実施想定区域及びその周辺でも、自動車振動及び環

境振動の測定は実施されていない。 

 

2） 振動に係る苦情の発生状況 

事業実施想定区域及びその周辺において平成 23 年度～平成 27 年度の 5年間に受理

された振動に関連する苦情の発生状況を表 3-1-1-9 に示す。 

この期間にむつ市、横浜町及びむつ環境管理事務所、青森環境管理事務所では公害

苦情は発生していない。 

 

表 3-1-1-9 公害苦情受理件数（振動） 

年 度 
市町村受理 県受理 

むつ市 横浜町 むつ環境管理事務所 青森環境管理事務所

平成 23 0 0 0 0 

平成 24 0 0 0 0 

平成 25 0 0 0 0 

平成 26 0 0 0 0 

平成 27 0 0 0 0 

注：県の環境管理事務所（平成 29 年 4月の組織改正により廃止され、同事務所の業務は地域県民局環境

管理部に移管された。）の管轄区域は、以下のとおりである。 

      むつ環境管理事務所･･･むつ市・下北郡  

      青森環境管理事務所･･･東津軽郡・野辺地町・横浜町・六ヶ所村  

出典：青森県「青森県統計年鑑 平成 24 年～平成 28 年」 
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3-1-2 水環境の状況 

（1） 水象の状況 

事業実施想定区域及びその周辺の主な河川等の水象を表 3-1-2-1 及び図 3-1-2-1 に

示す。 

事業実施想定区域及びその周辺の主な河川は、前川水系、鶏沢川水系、桧木川水系

及び三保川水系等の 17 水系があり、すべての河川が陸奥湾側に流れている。 

事業実施想定区域内では、鶏沢川、桧木川、三保川等の 15 水系 21 河川が東から西

に流下している。 

なお、事業実施想定区域及びその周辺には湖沼はなく、東側に海域の陸奥湾が広が

っている。 

 

表 3-1-2-1 主な河川等の状況 

区分 水系等 河川名 河川種別 備考 

河川 浅沢川 浅沢川 普通河川 － 

奥内川 奥内川 普通河川 － 

近川 

近川 普通河川 － 

 
蜆沢 普通河川 － 

田名部沢 普通河川 事業実施想定区域内を流下 

前川 

前川 普通河川 〃 

 

北川代沢 普通河川 〃 

南川代沢 普通河川 〃 

畑沢川 畑沢川 普通河川 〃 

境川 境川 普通河川 〃 

林崎川 林崎川 普通河川 〃 

浜田川 浜田川 普通河川 〃 

鶏沢川 
鶏沢川  二級河川 〃 

滝ノ沢 普通河川 〃 

夷ヶ沢川 夷ヶ沢川 普通河川 〃 

大豆田川 大豆田川 普通河川 〃 

桧木川 桧木川 二級河川 〃 

田ノ沢川 田ノ沢川 普通河川 〃 

三保川 

三保川  二級河川 〃 

 

平山沢川 二級河川 〃 

北川台沢 普通河川 〃 

南川台沢 普通河川 〃 

荒内川 荒内川 普通河川 〃 

牛の沢川 牛の沢川 普通河川 〃 

武の川 武の川 普通河川 〃 

吹越川 吹越川 普通河川 － 

海域 陸奥湾    － － － 

出典：国土交通省国土政策局国土情報課「河川データ 平成 19 年度データ」 

         東北地方整備局河川部「河川コード台帳 河川模式図編」（閲覧日：2017 年 10 月） 

青森県県土整備部河川砂防課「河川調書 平成 17 年度版」 
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図 3-1-2-1 主な河川等  
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（2） 水質の状況 

事業実施想定区域及びその周辺における公共用水域の環境基準の類型指定状況を表

3-1-2-2 に、水質測定地点位置を図 3-1-2-2 に示す。 

事業実施想定区域及びその周辺の河川は環境基準の類型が指定されておらず、事業

実施想定区域西側の陸奥湾が海域Ａ類型及びⅠ類型に指定されている。   

事業実施想定区域及びその周辺の水質測定地点は、河川では事業実施想定区域内を

流れる境川の河口地点がある。また、海域では事業実施想定区域の西側に横浜沖地点

がある。 

 

表 3-1-2-2 主な公共用水域と環境基準の類型指定状況 

区分 水系等 河川名 河川種別 備考 

河川 浅沢川 浅沢川 普通河川 未指定 

奥内川 奥内川 普通河川 未指定 

  

近川 

近川 普通河川 未指定 

 
 

蜆沢 普通河川 未指定 

 田名部沢 普通河川 未指定 

  

前川 

前川  普通河川 未指定 

  

 

北川代沢 普通河川 未指定 

  南川代沢 普通河川 未指定 

  畑沢川 畑沢川 普通河川 未指定 

  境川 境川 普通河川 未指定 

  林崎川 林崎川 普通河川 未指定 

  浜田川 浜田川 普通河川 未指定 

  
鶏沢川 

鶏沢川  二級河川 未指定 

  滝ノ沢 普通河川 未指定 

  夷ヶ沢川 夷ヶ沢川 普通河川 未指定 

  大豆田川 大豆田川 普通河川 未指定 

  桧木川 桧木川 二級河川 未指定 

  田ノ沢川 田ノ沢川 普通河川 未指定 

  

三保川 

三保川  二級河川 未指定 

  

 

平山沢川 二級河川 未指定 

  北川台沢 普通河川 未指定 

  南川台沢 普通河川 未指定 

  荒内川 荒内川 普通河川 未指定 

  牛の沢川 牛の沢川 普通河川 未指定 

  武の川 武の川 普通河川 未指定 

  吹越川 吹越川 普通河川 未指定 

海域 陸奥湾東側海域 横浜沖 普通河川 Ａ類型、Ⅰ類型（陸奥湾）

出典：青森県環境生活部環境保全課「平成 27 年度 公共用水域及び地下水の水質測定結果」 
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図 3-1-2-2 公共用水域水質測定地点位置  
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1） 河川 

事業実施想定区域内を流れる境川の河口地点における水質測定結果を表 3-1-2-3 に

示す。 

平成 23 年度～平成 27 年度の水質については、水素イオン濃度(pH)、生物化学的酸

素要求量(BOD)、浮遊物質量(SS)、溶存酸素量(DO)、大腸菌群数、全窒素、全燐が測

定されている。 

 

表 3-1-2-3 公共用水域水質測定結果（境川） 

水域名：境川  地点名：河口  類型：類型指定なし 

測 定 項 目 単位 

各年度の項目別測定結果 
環
境
基
準
値

23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

生
活
環
境
項
目 

水素イオン

濃度(pH) 

最小値～

最大値 
- 7.1～7.4 7.2～7.5 7.1～7.4 7.1～7.4 7.3～7.6 

類
型
指
定
な
し 

生物化学的 

酸素要求量 

(BOD) 

最小値～

最大値 
mg/L <0.5～1.9 <0.5～1.3 0.7～1.5 0.8～2.1 0.5～1.9 

日間平均値 mg/L 1.2 1.0 1.0 1.5 1.0 

75％値 mg/L 1.5 1.3 1.1 2.1 0.8 

浮遊物質量

(SS) 

最小値～

最大値 
mg/L 1～1 <1～1 <1～2 <1～1 <1～2 

日間平均値 mg/L 1 1 1 1 1 

溶存酸素量

(DO) 

最小値～

最大値 
mg/L 7.9～10 8.9～10 8.5～11 8.9～10 9.2～12 

日間平均値 mg/L 8.9 9.5 9.6 9.4 10 

大腸菌群数 

最小値～

最大値 

MPN 

/100mL 

6,600～ 

22,000 

6,600～

26,000 

40～ 

1,100 

23～ 

230 

330～ 

24，000 

日間平均値 
MPN 

/100mL 
15,000 15,000 500 130 11，000 

全窒素 

最小値～

最大値 
mg/L 3.9～6.2 1.5～3.5 1.6～7.2 5.1～5.6 2.5～4.4 

平均値(※) mg/L 5.1 2.5 4.4 5.4 3.5 

全 燐 

最小値～

最大値 
mg/L 0.85～0.86 0.28～0.69 0.19～1.3 0.70～0.99 0.35～0.59

平均値(※) mg/L 0.86 0.49 0.75 0.85 0.47 

注：「日間平均値」とは１日の測定値の平均値を示す。 

「75％値」とは年間の日間平均値の全データをその値の小さいものから順に並べ、［0.75×日間 

平均値のデータ数］番目のデータ値を示す。 

全窒素及び全燐に示す「平均値(※)」は、青森県の測定結果に基づき「日間平均値の平均値」を 

環境基準値における年平均値と読み替えるものとした。 

出典：青森県環境生活部環境保全課「平成 23 年度～平成 27 年度公共用水域及び地下水の水質測定結 

果」 
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2） 海域 

事業実施想定区域内を流れる河川の流入先である陸奥湾東側海域の横浜沖地点にお

ける水質測定結果を表 3-1-2-4 に示す。 

当該地点では水素イオン濃度(pH)、化学的酸素要求量(COD)、浮遊物質量(SS)、溶

存酸素量(DO)、大腸菌群数、n-ヘキサン抽出物質、全窒素、全燐が測定されており、

環境基準値が設定されている項目を見ると、化学的酸素要求量（COD）及び n-ヘキサ

ン抽出物質の 2項目で環境基準値を超過する年度があるが、概ね環境基準値を満足し

ており、その他の項目はいずれの年度も環境基準値を満足している。 

 

表 3-1-2-4 公共用水域水質測定結果（陸奥湾東側海域） 

水域名：陸奥湾東側海域  地点名：横浜沖  類型：Ａ類型・Ⅰ類型 

測 定 項 目 単位 
各年度の項目別測定結果 環境

基準値23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

生
活
環
境
項
目 

水素イオン 

濃度(pH) 

最小値～

最大値 
- 8.0～8.1 8.1～8.2 8.1～8.2 8.0～8.2 8.1～8.2 

7.8 以上

8.3 以下

化学的 

酸素要求量 

(COD) 

最小値～

最大値 
mg/L 1.2～2.7 1.4～2.2 1.3～2.3 1.2～2.1 0.8～1.6 

2 以下日間平均値 mg/L 2.1 1.7 1.7 1.7 1.3 

75％値 mg/L 2.4 2.0 1.9 1.9 1.6 

浮遊物質量 

(SS) 

最小値～

最大値 
mg/L 1～2 <1～<1 <1～<1 <2～7 <1～4 

基準値

なし
日間平均値 mg/L 1 <1 <1 4 2 

溶存酸素量 

(DO) 

最小値～

最大値 
mg/L 7.3～9.5 7.1～9.7 7.4～10 7.3～9.5 7.4～9.2 7.5 

以上 
日間平均値 mg/L 8.1 8.5 8.6 8.0 7.9 

大腸菌群数 

最小値～

最大値 

MPN/ 

100mL 
<2～11 <2～4 <2～2 <2～7 <2～11 

1,000

以下 
日間平均値

MPN/ 

100mL 
4 2 2 4 4 

ｎ-ヘキサン 

抽出物質 

最小値～

最大値 
mg/L 0.5～0.6 <0.5～<0.5 <0.5～<0.5 <0.5～<0.5 <0.5～<0.5 

検出され

ないこと
日間平均値 mg/L 0.6 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 

全窒素 

最小値～

最大値 
mg/L 0.08～0.16 0.09～0.19 0.12～0.18 0.07～0.13 0.12～0.21 0.2 

以下 
平均値(※) mg/L 0.11 0.13 0.14 0.09 0.17 

全 燐 

最小値～

最大値 
mg/L 

<0.003 

～0.007 

0.004 

～0.010 

0.004 

～0.010 

<0.003 

～0.006 

0.003 

～0.012 0.02 

以下 
平均値(※) mg/L 0.005 0.007 0.007 0.005 0.007 

注：「日間平均値」とは１日の測定値の平均値を示す。 

「75％値」とは年間の日間平均値の全データをその値の小さいものから順に並べ、［0.75×日間平均値のデータ 

数］番目のデータ値を示す。 

全窒素及び全燐は、陸奥湾東側海域に設定されているⅠ類型の基準値を示す。また、平均値（※）は、青森県の 

測定結果に基づき「日間平均値の平均値」を環境基準値における年平均値と読み替えるものとした。 

出典：青森県環境生活部環境保全課「平成 23年度～平成 27年度公共用水域及び地下水の水質測定結果」 
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3） 地下水 

事業実施想定区域及びその周辺における地下水の水質測定は、平成 25 年度に横浜

町吹越で実施されている。 

測定項目及び測定結果を表 3-1-2-5 に示す。平成 25 年度の測定では、すべての項

目で環境基準を達成している。 

 

表 3-1-2-5 地下水の水質測定結果 

測 定 項 目 単位

測定地区及び測定年度 

環境基準値 横浜町吹越 

25 年度 

カドミウム mg/L <0.0003 0.003 以下 

全シアン mg/L <0.1 検出されないこと 

鉛 mg/L <0.002 0.01 以下 

六価クロム mg/L <0.02 0.05 以下 

砒素 mg/L           0.001 0.01 以下 

総水銀 mg/L          <0.0005   0.0005 以下 

アルキル水銀 mg/L - 検出されないこと 

PCB mg/L          <0.0005 検出されないこと 

ジクロロメタン mg/L <0.001 0.02 以下 

四塩化炭素 mg/L          <0.0001  0.002 以下 

塩化ビニルモノマー mg/L          <0.0002  0.002 以下 

1,2-ジクロロエタン mg/L          <0.0001  0.004 以下 

1,1-ジクロロエチレン mg/L <0.001 0.1 以下 

1,2-ジクロロエチレン mg/L <0.002 0.04 以下 

1,1,1-トリクロロエタン mg/L          <0.0005 1 以下 

1,1,2-トリクロロエタン mg/L          <0.0001 0.006 以下 

トリクロロエチレン mg/L <0.001 0.01 以下 

テトラクロロエチレ mg/L <0.0005 0.01 以下 

1,3-ジクロロプロペン mg/L <0.0001 0.002 以下 

チウラム mg/L <0.0005 0.006 以下 

シマジン mg/L <0.0001 0.003 以下 

チオベンカルブ mg/L <0.001 0.02 以下 

ベンゼン mg/L <0.001 0.01 以下 

セレン mg/L <0.002 0.01 以下 

硝酸性窒素及び 

亜硝酸性窒素 
mg/L           0.037 10 以下 

ふっ素 mg/L <0.15 0.8 以下 

ほう素 mg/L <0.02 1 以下 

1,4-ジオキサン mg/L <0.005 0.05 以下 

注：1, 2-ジクロロエチレンの濃度は、測定されたシス体の濃度とトランス体の濃度の和とする。 

トリクロロエチレンの環境基準値は平成 26 年 11 月に「0.03 mg/L 以下」から「0.01 mg/L 以下」

に改正されており、表中の環境基準値は測定時の値である。 

出典：青森県環境生活部環境保全課「平成 25 年度 公共用水域及び地下水の水質測定結果」 
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4） 水質汚濁に係る苦情の発生状況 

事業実施想定区域及びその周辺において、平成 23 年度～平成 27 年度の 5年間に受

理された水質汚濁に関連する苦情の発生状況を表 3-1-2-6 に示す。 

この期間の苦情受理件数は、むつ市で 0～10 件、横浜町で 0件であった。また、む

つ環境管理事務所では 1～5件、青森環境管理事務所では 0件の受理件数であった。 

 

表 3-1-2-6 公害苦情受理件数（水質汚濁） 

年 度 
市町村受理 県受理 

むつ市 横浜町 むつ環境管理事務所 青森環境管理事務所

平成 23 6 0 3 0 

平成 24 10 0 4 0 

平成 25 8 0 5 0 

平成 26 3 0 1 0 

平成 27 0 0 1 0 

注：県の環境管理事務所（平成 29 年 4月の組織改正により廃止され、同事務所の業務は地域県民局環境

管理部に移管された。）の管轄区域は、以下のとおりである。 

      むつ環境管理事務所･･･むつ市・下北郡  

      青森環境管理事務所･･･東津軽郡・野辺地町・横浜町・六ヶ所村  

出典：青森県「青森県統計年鑑 平成 24 年～平成 28 年」 

 

 

（3） 水底の底質の状況 

事業実施想定区域及びその周辺では、水底の底質の状況に係る測定は実施されてい

ない。 
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3-1-3 土壌及び地盤の状況 

（1） 土壌の状況 

1） 土壌の状況 

事業実施想定区域及びその周辺の土壌分類を図 3-1-3-1 に示す。 

事業実施想定区域及びその周辺の土壌は、主に褐色森林土壌、乾性褐色森林土壌、

湿性褐色森林土壌、黒ボク土壌、淡色黒ボク土壌が大部分を占め、陸奥湾沿岸部には

砂丘未熟土壌が分布する。 

事業実施想定区域の土壌は、東部の山地部に乾性褐色森林土壌、湿性褐色森林土壌

等が分布し、西部の丘陵地部から平地部にかけて黒ボク土壌、淡色黒ボク土壌等が分

布する。 

 

2） 土壌汚染の状況 

事業実施想定区域及びその周辺では、「土壌汚染対策法」（平成 14 年 法律第 53 号）

に基づく要措置区域及び形質変更時要届出区域の指定はされていない。 

 

3） 土壌汚染に係る苦情の発生状況 

事業実施想定区域及びその周辺において、平成 23 年度～平成 27 年度の 5年間に受

理された土壌汚染に関連する苦情の発生状況を表 3-1-3-1 に示す。 

この期間の苦情受理件数は、むつ市で 0～2件、横浜町で 0件であった。また、む

つ環境管理事務所では 0～1件、青森環境管理事務所では 0件の受理件数であった。 

 

表 3-1-3-1 公害苦情受理件数（土壌汚染） 

年 度 
市町村受理 県受理 

むつ市 横浜町 むつ環境管理事務所 青森環境管理事務所

平成 23 1 0 0 0 

平成 24 2 0 0 0 

平成 25 0 0 0 0 

平成 26 0 0 1 0 

平成 27 0 0 0 0 

注：県の環境管理事務所（平成 29 年 4月の組織改正により廃止され、同事務所の業務は地域県民局環境

管理部に移管された。）の管轄区域は、以下のとおりである。 

      むつ環境管理事務所･･･むつ市・下北郡  

      青森環境管理事務所･･･東津軽郡・野辺地町・横浜町・六ヶ所村  

出典：青森県「青森県統計年鑑 平成 24 年～平成 28 年」 

 

  



3-23(36) 

図 3-1-3-1 土壌分類 

陸奥湾 

陸 

 

奥 
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（2） 地盤の状況 

1） 地盤沈下の状況 

「平成 27 年度全国の地盤沈下地域の概況」（平成 28 年 環境省）によると、事業

実施想定区域のあるむつ市及び横浜町では、地盤沈下は確認されていない。 

 

2） 地盤沈下に係る苦情の発生状況 

事業実施想定区域及びその周辺において平成 23 年度～平成 27 年度の 5年間に関係

市町村等で受理された地盤沈下に関連する苦情の発生状況を表 3-1-3-2 に示す。 

この期間の苦情受理件数は、むつ市で 0～1件、横浜町で 0件であった。また、む

つ環境管理事務所及び青森環境管理事務所では、苦情は発生していない。 

 

表 3-1-3-2 公害苦情受理件数（地盤沈下） 

年 度 
市町村受理 県受理 

むつ市 横浜町 むつ環境管理事務所 青森環境管理事務所

平成 23 0 0 0 0 

平成 24 0 0 0 0 

平成 25 1 0 0 0 

平成 26 0 0 0 0 

平成 27 0 0 0 0 

注：県の環境管理事務所（平成 29 年 4月の組織改正により廃止され、同事務所の業務は地域県民局環境

管理部に移管された。）の管轄区域は、以下のとおりである。 

      むつ環境管理事務所･･･むつ市・下北郡  

      青森環境管理事務所･･･東津軽郡・野辺地町・横浜町・六ヶ所村  

出典：青森県「青森県統計年鑑 平成 24 年～平成 28 年」 
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3-1-4 地形及び地質の状況 

（1） 地形の状況 

事業実施想定区域及びその周辺の地形分類を図 3-1-4-1 に、重要な地形を図 3-1-4 

-2 に示す。 

事業実施想定区域及びその周辺は、町村界周辺に小起伏山地が広い範囲を占め、陸

奥湾沿岸方向に向けて中腹部を大起伏丘陵地が南北に縦断し、事業実施想定区域の西

側にはローム台地（上位）及びローム台地（中位）が分布する。また、事業実施想定

区域西側の陸奥湾沿岸部には、自然堤防・砂州・砂丘、砂質裸地（砂丘）、扇状地性

低地が分布する。 

事業実施想定区域は、東部に小起伏山地、中央部に大起伏丘陵地がそれぞれ南北方

向に縦断し、西部にローム台地（上位）やローム台地(中位)が分布する。 

なお、「日本の地形レッドデータブック第 1集 新装版」(平成 12 年 古今書院)に選

定された地形はない。 

また､「日本の典型地形 野辺地」(国土地理院技術資料 D1-№357)に選定された地

形として、事業実施想定区域の南西側に約 0.7km 離れた位置に「吹越砂丘」が分布す

る。 

 

（2） 地質の状況 

事業実施想定区域及びその周辺の表層地質を図 3-1-4-3 に示す。 

事業実施想定区域及びその周辺の表層地質は、東部に火山性岩石の安山岩質集塊岩

が、中央部に半固結～固結堆積物の砂岩・シルト質砂岩及び砂岩・凝灰質砂岩がそれ

ぞれ南北方向に縦断する。また、事業実施想定区域の西側から陸奥湾沿岸部には火山

性岩石のローム質火山灰、未固結堆積物の砂（シルト質砂を含む）及び泥・砂・礫

（gsm）（沖積統）が分布する。 

事業実施想定区域には、東部の山地部に安山岩質集塊岩が、中央部の丘陵部に砂

岩・凝灰質砂岩や砂岩・シルト質砂岩が分布し、また、西部の平野部にはローム質火

山灰が分布する。 
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図 3-1-4-1 地形分類 
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図 3-1-4-2 重要な地形
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図 3-1-4-3 表層地質  
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I Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4 5 6
モグラ トガリネズミ ホンシュウトガリネズミ ●
モグラ トガリネズミ ジネズミ ● ● ●
モグラ トガリネズミ カワネズミ ● ●
モグラ トガリネズミ トガリネズミ科の一種 ○
モグラ モグラ ヒメヒミズ ● ●
モグラ モグラ ヒミズ ● ● ●
モグラ モグラ アズマモグラ ●
モグラ モグラ モグラ科の一種 ○
コウモリ キクガシラコウモリ コキクガシラコウモリ ● ●
コウモリ キクガシラコウモリ キクガシラコウモリ ● ●
コウモリ ヒナコウモリ モモジロコウモリ ● ●
コウモリ － コウモリ目の一種 ○

サル オナガザル ニホンザル ● ● ●

サル オナガザル タイワンザル ● ●
ウサギ ウサギ ノウサギ ● ● ● ● ●
ネズミ リス ニホンリス ● ● ● ●
ネズミ リス モモンガ C ●
ネズミ リス ムササビ C ●
ネズミ ヤマネ ヤマネ 国天 C ● ● ●
ネズミ ネズミ ヤチネズミ ● ● ●
ネズミ ネズミ ハタネズミ ● ●
ネズミ ネズミ アカネズミ ● ● ●
ネズミ ネズミ ヒメネズミ ● ● ●
ネズミ ネズミ ハツカネズミ ● ● ●
ネズミ ネズミ クマネズミ ●
ネズミ ネズミ ドブネズミ ● ●

ネコ クマ ツキノワグマ LP LP ● ● ● ●

ネコ イヌ タヌキ ● ● ● ●

ネコ イヌ キツネ ● ● ● ●

ネコ イタチ テン ● ● ● ●

ネコ イタチ イタチ ● ● ● ● ●

ネコ イタチ イイズナ NT LP＊1 ● ●

ネコ イタチ アナグマ ● ● ● ●

ウシ ウシ カモシカ 国特 ● ● ● ● ●

7目 13科 31種 2種 0種 2種 5種 5種 24種 23種 22種 10種 2種

目名 科名 和名
重要種選定基準 出典

3-1-5 動植物の生息又は生育、植生及び生態系の状況 

事業実施想定区域を中心として約 10km 四方の範囲における動植物等の分布情報に

ついて文献調査を行った。 

メッシュ形式の分布情報については、上記の領域に含まれるメッシュ内に記載があ

るものを抽出対象とした。 

行政区画や水系等の地理的範囲ごとにまとめられた目録形式の分布情報については、

事業実施想定区域の生息・生育環境を含むか、これと連続した地理的範囲におけるも

のを抽出対象とした。 

 

（1） 動物の生息の状況 

1） 哺乳類 

文献調査による哺乳類確認種一覧を表 3-1-5-1 に示す。生息の情報が得られた哺乳

類は 7目 13 科 31 種であった。これらの種のうち、同表の注釈に示す重要種の選定基

準に該当したのは、ヤマネやカモシカなど計 6種である。 

 

表 3-1-5-1 文献調査哺乳類確認種一覧 
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注 1： 分類、配列は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト－平成 28 年度生物リスト」 
(平成 28 年 国土交通省)に準拠 

注 2： 表中の「○」は、リスト中により下位の種等があるため、種数に計上しない。 
注 3： 
 
 
 
 
 
 
 

重要種の選定基準は以下のとおり 
Ⅰ「文化財保護法」(昭和 25 年 法律第 214 号) 

国特：国指定特別天然記念物 国天：国指定天然記念物 
Ⅱ「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成 4年 法律第 75 号) 
Ⅲ「環境省レッドリスト 2017」(平成 29 年 環境省) 

NT：準絶滅危惧 LP：絶滅のおそれのある地域個体群 
Ⅳ「青森県の希少な野生生物－青森県レッドデータブック(2010 年改訂版)－」 

(平成 22 年 青森県)
C：希少野生生物 LP：地域限定希少野生生物 

注 4： 
 

各選定基準において本表と異なる掲載名や地域個体群を限定した指定状況等は以下のとおり 
＊1 南部地方のニホンイイズナ 

出典： 1「むつ市史 自然編」（平成元年 むつ市） 
2「東通村史 歴史編 II」（平成 11 年 東通村） 
3「六ヶ所村史」(平成 9年 六ヶ所村) 
4「下北丘陵の自然」（平成 13 年 青森県立郷土館） 
5「動植物分布調査報告書（第 2～6回）」（環境庁、環境省） 
6「青森県の希少な野生生物－青森県レッドデータブック(2010 年改訂版)－」 

(平成 22 年 青森県)
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2） 鳥類 

文献調査による鳥類確認種一覧を表 3-1-5-2(1)～(6)に示す。生息情報が得られた

鳥類は 21 目 61 科 304 種であった。これらのうち、同表の注釈に示す重要種の選定基

準に該当したのは、マガン、オジロワシ、コアジサシ及びオオセッカなど計 122 種で

ある。 

また、希少猛禽類の生息把握を行った結果、図 3-1-5-1(1)～(3)に示すとおり、事

業実施想定区域及びその周辺の二次メッシュでは、イヌワシ及びクマタカの生息情報

はなく、オオタカについては北側で生息情報が得られた。 

なお、鳥類の渡り経路等の把握を行った結果、図 3-1-5-2 に示すとおり、事業実施

想定区域の周辺でノスリの渡り情報が得られた。 

 

表 3-1-5-2(1) 文献調査鳥類確認種一覧 

 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4 5

キジ キジ ウズラ VU A ● ●

キジ キジ ヤマドリ C ● ● ●

キジ キジ キジ ● ● ●

カモ カモ ヒシクイ 国天 VU C ● ● ●

カモ カモ マガン 国天 NT C ● ● ●

カモ カモ カリガネ EN ●

カモ カモ ハクガン CR ●

カモ カモ コクガン 国天 VU C ● ● ● ●

カモ カモ コハクチョウ ● ● ●

カモ カモ オオハクチョウ ● ● ● ●

カモ カモ ツクシガモ VU ●

カモ カモ オシドリ DD ● ● ●

カモ カモ オカヨシガモ C ● ● ●

カモ カモ ヨシガモ C ● ● ●

カモ カモ ヒドリガモ ● ● ●

カモ カモ アメリカヒドリ ● ● ●

カモ カモ マガモ ● ● ● ●

カモ カモ カルガモ ● ● ● ●

カモ カモ ハシビロガモ C ● ● ●

カモ カモ オナガガモ ● ● ●

カモ カモ シマアジ C ● ●

カモ カモ トモエガモ VU C ● ●

カモ カモ コガモ ● ● ● ●

カモ カモ オオホシハジロ ● ●

カモ カモ ホシハジロ ● ● ●

カモ カモ キンクロハジロ ● ● ●

カモ カモ スズガモ ● ● ● ●

カモ カモ シノリガモ LP＊1 B ● ● ●

カモ カモ ビロードキンクロ C ● ● ●

カモ カモ クロガモ ● ● ● ●

カモ カモ コオリガモ C ● ● ●

カモ カモ ホオジロガモ ● ● ● ●

カモ カモ ミコアイサ ● ● ●

カモ カモ カワアイサ ● ● ●

カモ カモ ウミアイサ ● ● ● ●

カイツブリ カイツブリ カイツブリ ● ● ●

カイツブリ カイツブリ アカエリカイツブリ ● ● ●

カイツブリ カイツブリ カンムリカイツブリ LP＊2 C ● ●

カイツブリ カイツブリ ミミカイツブリ ● ● ●

カイツブリ カイツブリ ハジロカイツブリ ● ● ●

目名 科名 種名
重要種選定基準 出典
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表 3-1-5-2(2) 文献調査鳥類確認種一覧 

 
  

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4 5

ハト ハト キジバト ● ● ●

ハト ハト アオバト C ● ● ●

アビ アビ アビ ● ● ●

アビ アビ オオハム ● ● ●

アビ アビ シロエリオオハム ● ●

アビ アビ ハシジロアビ ● ● ●

ミズナギドリ アホウドリ コアホウドリ EN ●

ミズナギドリ アホウドリ クロアシアホウドリ ●

ミズナギドリ ミズナギドリ フルマカモメ ● ●

ミズナギドリ ミズナギドリ シロハラミズナギドリ DD ●

ミズナギドリ ミズナギドリ オオミズナギドリ ● ● ●

ミズナギドリ ミズナギドリ ハイイロミズナギドリ ● ●

ミズナギドリ ミズナギドリ ハシボソミズナギドリ ● ●

ミズナギドリ ミズナギドリ アカアシミズナギドリ ●

ミズナギドリ ウミツバメ クロコシジロウミツバメ CR ● ●

ミズナギドリ ウミツバメ ヒメクロウミツバメ VU ●

ミズナギドリ ウミツバメ コシジロウミツバメ A ● ● ●

ミズナギドリ ウミツバメ ハイイロウミツバメ ● ●

コウノトリ コウノトリ コウノトリ 国特 国内 CR ●

カツオドリ グンカンドリ コグンカンドリ ●

カツオドリ ウ ヒメウ EN D ● ● ●

カツオドリ ウ チシマウガラス 国内 CR ●

カツオドリ ウ カワウ ● ● ●

カツオドリ ウ ウミウ ● ● ● ●

ペリカン サギ サンカノゴイ EN A ● ●

ペリカン サギ ヨシゴイ NT B ● ● ●

ペリカン サギ オオヨシゴイ CR A ● ● ●

ペリカン サギ ゴイサギ ● ● ●

ペリカン サギ ササゴイ ● ● ●

ペリカン サギ アマサギ ● ● ●

ペリカン サギ アオサギ ● ● ●

ペリカン サギ ダイサギ ● ● ●

ペリカン サギ チュウサギ NT ● ● ●

ペリカン サギ コサギ ● ● ●

ペリカン サギ クロサギ B ● ●

ペリカン トキ ヘラサギ DD ● ●

ペリカン トキ クロツラヘラサギ EN ●

ツル クイナ クイナ B ● ● ●

ツル クイナ ヒメクイナ A ●

ツル クイナ ヒクイナ NT A ● ● ●

ツル クイナ ツルクイナ ●

ツル クイナ バン C ● ● ●

ツル クイナ オオバン ● ● ●

カッコウ カッコウ ジュウイチ C ● ●

カッコウ カッコウ ホトトギス ● ● ●

カッコウ カッコウ ツツドリ ● ● ●

カッコウ カッコウ カッコウ ● ● ●

ヨタカ ヨタカ ヨタカ NT B ● ● ●

アマツバメ アマツバメ ハリオアマツバメ ● ● ●

アマツバメ アマツバメ アマツバメ ● ● ●

チドリ チドリ タゲリ C ● ● ●

チドリ チドリ ケリ DD B ● ● ●

チドリ チドリ ムナグロ ● ● ●

チドリ チドリ ダイゼン ● ● ●

目名 科名 種名
重要種選定基準 出典
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表 3-1-5-2(3) 文献調査鳥類確認種一覧 

 
  

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4 5

チドリ チドリ ハジロコチドリ ● ●

チドリ チドリ イカルチドリ B ● ● ●

チドリ チドリ コチドリ ● ● ●

チドリ チドリ シロチドリ VU ● ● ●

チドリ チドリ メダイチドリ ● ● ●

チドリ チドリ オオチドリ ●

チドリ チドリ コバシチドリ ●

チドリ ミヤコドリ ミヤコドリ NT ● ●

チドリ セイタカシギ セイタカシギ VU B ● ● ●

チドリ セイタカシギ ソリハシセイタカシギ ●

チドリ シギ ヤマシギ B ● ● ●

チドリ シギ アオシギ B ●

チドリ シギ オオジシギ NT B ● ● ●

チドリ シギ タシギ ● ● ●

チドリ シギ オオハシシギ ● ●

チドリ シギ シベリアオオハシシギ DD ●

チドリ シギ オグロシギ C ● ●

チドリ シギ オオソリハシシギ VU ● ● ●

チドリ シギ チュウシャクシギ ● ● ●

チドリ シギ ハリモモチュウシャク ●

チドリ シギ ダイシャクシギ B ● ●

チドリ シギ ホウロクシギ VU B ● ● ●

チドリ シギ ツルシギ VU ● ● ●

チドリ シギ アカアシシギ VU B ● ●

チドリ シギ コアオアシシギ ●

チドリ シギ アオアシシギ ● ●

チドリ シギ カラフトアオアシシギ 国内 CR ● ●

チドリ シギ クサシギ ● ●

チドリ シギ タカブシギ VU ● ● ●

チドリ シギ キアシシギ ● ● ●

チドリ シギ ソリハシシギ C ● ● ●

チドリ シギ イソシギ ● ● ●

チドリ シギ キョウジョシギ ● ● ●

チドリ シギ オバシギ C ● ● ●

チドリ シギ コオバシギ C ● ●

チドリ シギ ミユビシギ ● ● ●

チドリ シギ トウネン ● ● ●

チドリ シギ オジロトウネン C ● ●

チドリ シギ ヒバリシギ C ● ● ●

チドリ シギ アメリカウズラシギ ● ●

チドリ シギ ウズラシギ C ● ● ●

チドリ シギ サルハマシギ B ● ●

チドリ シギ ハマシギ NT ● ● ●

チドリ シギ ヘラシギ CR A ● ●

チドリ シギ キリアイ B ● ● ●

チドリ シギ エリマキシギ ● ● ●

チドリ シギ アカエリヒレアシシギ ● ● ●

チドリ シギ ハイイロヒレアシシギ ● ● ●

チドリ ツバメチドリ ツバメチドリ VU B ●

チドリ カモメ ミツユビカモメ ● ● ● ●

チドリ カモメ ユリカモメ ● ● ● ●

チドリ カモメ ウミネコ ● ● ● ●

チドリ カモメ カモメ ● ● ● ●

チドリ カモメ ワシカモメ ● ● ● ●

種名目名 科名
重要種選定基準 出典
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表 3-1-5-2(4) 文献調査鳥類確認種一覧 

 
  

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4 5

チドリ カモメ シロカモメ ● ● ● ●

チドリ カモメ セグロカモメ ● ● ● ●

チドリ カモメ オオセグロカモメ ● ● ● ●

チドリ カモメ コアジサシ 国際 VU A ● ● ● ●

チドリ カモメ アジサシ ● ● ● ●

チドリ カモメ ハジロクロハラアジサシ ●

チドリ ウミスズメ ハシブトウミガラス ● ● ●

チドリ ウミスズメ ウミガラス 国内 CR ● ● ●

チドリ ウミスズメ ケイマフリ VU A ● ● ● ●

チドリ ウミスズメ マダラウミスズメ DD ● ●

チドリ ウミスズメ ウミスズメ CR ● ●

チドリ ウミスズメ カンムリウミスズメ 国天 VU ●

チドリ ウミスズメ ウミオウム ●

チドリ ウミスズメ コウミスズメ ●

チドリ ウミスズメ エトロフウミスズメ ● ● ●

チドリ ウミスズメ ウトウ ● ●

チドリ ウミスズメ エトピリカ 国内 CR ●

タカ ミサゴ ミサゴ NT B ● ● ●

タカ タカ ハチクマ NT C ● ● ●

タカ タカ トビ ● ● ●

タカ タカ オジロワシ 国天 国際、国内 VU B ● ● ●

タカ タカ オオワシ 国天 国内 VU B ● ● ●

タカ タカ チュウヒ EN B ● ● ●

タカ タカ ハイイロチュウヒ B ● ● ●

タカ タカ ツミ B ● ● ●

タカ タカ ハイタカ NT B ● ● ●

タカ タカ オオタカ 国内 NT B ● ●

タカ タカ ノスリ ● ● ●

タカ タカ ケアシノスリ B ● ● ●

タカ タカ イヌワシ 国天 国内 EN A ● ●

タカ タカ クマタカ 国内 EN A ● ● ●

フクロウ フクロウ オオコノハズク B ● ● ●

フクロウ フクロウ コノハズク A ● ● ●

フクロウ フクロウ フクロウ C ● ● ●

フクロウ フクロウ アオバズク B ●

フクロウ フクロウ トラフズク C ● ●

フクロウ フクロウ コミミズク ● ●

サイチョウ ヤツガシラ ヤツガシラ ● ●

ブッポウソウ カワセミ アカショウビン B ● ● ●

ブッポウソウ カワセミ カワセミ ● ● ●

ブッポウソウ カワセミ ヤマセミ C ● ● ●

ブッポウソウ ブッポウソウ ブッポウソウ EN B ●

キツツキ キツツキ アリスイ C ● ● ●

キツツキ キツツキ コゲラ ● ● ●

キツツキ キツツキ オオアカゲラ C ● ● ●

キツツキ キツツキ アカゲラ ● ● ●

キツツキ キツツキ アオゲラ ● ● ●

ハヤブサ ハヤブサ チョウゲンボウ C ● ● ●

ハヤブサ ハヤブサ アカアシチョウゲンボウ ●

ハヤブサ ハヤブサ コチョウゲンボウ C ● ● ●

ハヤブサ ハヤブサ チゴハヤブサ C ● ● ●

ハヤブサ ハヤブサ ハヤブサ 国内 VU B ● ● ●

スズメ サンショウクイ サンショウクイ VU B ● ● ●

スズメ カササギヒタキ サンコウチョウ B ● ● ●

目名 科名 種名
重要種選定基準 出典
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表 3-1-5-2(5) 文献調査鳥類確認種一覧 

 
  

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4 5

スズメ モズ チゴモズ CR A ● ●

スズメ モズ モズ ● ● ●

スズメ モズ アカモズ EN A ● ● ●

スズメ モズ オオモズ ●

スズメ カラス カケス ● ● ●

スズメ カラス オナガ ● ● ●

スズメ カラス ホシガラス C ● ●

スズメ カラス コクマルガラス ●

スズメ カラス ミヤマガラス ●

スズメ カラス ハシボソガラス ● ● ●

スズメ カラス ハシブトガラス ● ● ●

スズメ キクイタダキ キクイタダキ ● ● ●

スズメ シジュウカラ コガラ ● ● ●

スズメ シジュウカラ ヤマガラ ● ● ●

スズメ シジュウカラ ヒガラ ● ● ●

スズメ シジュウカラ シジュウカラ ● ● ●

スズメ ヒバリ ヒバリ ● ● ●

スズメ ツバメ ショウドウツバメ ● ● ●

スズメ ツバメ ツバメ ● ● ●

スズメ ツバメ コシアカツバメ ●

スズメ ツバメ イワツバメ ● ● ● ●

スズメ ヒヨドリ ヒヨドリ ● ● ●

スズメ ウグイス ウグイス ● ● ●

スズメ ウグイス ヤブサメ ● ● ●

スズメ エナガ エナガ ● ● ●

スズメ ムシクイ メボソムシクイ ● ●

スズメ ムシクイ エゾムシクイ ● ● ●

スズメ ムシクイ センダイムシクイ ● ● ●

スズメ メジロ メジロ ● ● ●

スズメ センニュウ マキノセンニュウ NT ● ●

スズメ センニュウ シマセンニュウ ● ●

スズメ センニュウ オオセッカ 国内 EN A ● ● ●

スズメ センニュウ エゾセンニュウ ● ●

スズメ ヨシキリ オオヨシキリ ● ● ●

スズメ ヨシキリ コヨシキリ ● ● ●

スズメ セッカ セッカ D ●

スズメ レンジャク キレンジャク ● ● ●

スズメ レンジャク ヒレンジャク ● ● ●

スズメ ゴジュウカラ ゴジュウカラ ● ● ●

スズメ キバシリ キバシリ C ● ● ●

スズメ ミソサザイ ミソサザイ ● ● ●

スズメ ムクドリ ムクドリ ● ● ●

スズメ ムクドリ コムクドリ ● ● ●

スズメ カワガラス カワガラス ● ● ●

スズメ ヒタキ マミジロ C ● ● ●

スズメ ヒタキ トラツグミ ● ● ●

スズメ ヒタキ クロツグミ C ● ● ●

スズメ ヒタキ マミチャジナイ ● ● ●

スズメ ヒタキ シロハラ ● ● ●

スズメ ヒタキ アカハラ ● ● ●

スズメ ヒタキ ツグミ ● ● ●

スズメ ヒタキ コマドリ C ● ●

スズメ ヒタキ ノゴマ ● ● ●

スズメ ヒタキ コルリ ● ● ●

出典
目名 科名 種名

重要種選定基準
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表 3-1-5-2(6) 文献調査鳥類確認種一覧 

 
  

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4 5

スズメ ヒタキ ルリビタキ ● ● ●

スズメ ヒタキ ジョウビタキ ● ● ●

スズメ ヒタキ ノビタキ ● ● ●

スズメ ヒタキ イソヒヨドリ ● ● ●

スズメ ヒタキ エゾビタキ ● ●

スズメ ヒタキ サメビタキ ● ●

スズメ ヒタキ コサメビタキ ● ● ●

スズメ ヒタキ マミジロキビタキ ●

スズメ ヒタキ キビタキ ● ● ●

スズメ ヒタキ ムギマキ ●

スズメ ヒタキ オオルリ ● ● ●

スズメ イワヒバリ イワヒバリ ●

スズメ イワヒバリ カヤクグリ C ● ●

スズメ スズメ ニュウナイスズメ ● ● ●

スズメ スズメ スズメ ● ● ●

スズメ セキレイ ツメナガセキレイ ●

スズメ セキレイ キセキレイ ● ● ●

スズメ セキレイ ハクセキレイ ● ● ●

スズメ セキレイ セグロセキレイ C ● ● ●

スズメ セキレイ ビンズイ ● ● ●

スズメ セキレイ ムネアカタヒバリ ● ● ●

スズメ セキレイ タヒバリ ● ● ●

スズメ アトリ アトリ ● ● ●

スズメ アトリ カワラヒワ ● ● ●

スズメ アトリ マヒワ ● ● ●

スズメ アトリ ベニヒワ ● ● ●

スズメ アトリ ハギマシコ ● ● ●

スズメ アトリ ベニマシコ ● ● ●

スズメ アトリ オオマシコ ● ●

スズメ アトリ ギンザンマシコ ● ●

スズメ アトリ イスカ D ● ● ●

スズメ アトリ ナキイスカ ● ● ●

スズメ アトリ ウソ ● ● ●

スズメ アトリ シメ ● ● ●

スズメ アトリ イカル ● ● ●

スズメ ツメナガホオジロ ツメナガホオジロ ●

スズメ ツメナガホオジロ ユキホオジロ ● ● ●

スズメ ホオジロ ホオジロ ● ● ●

スズメ ホオジロ ホオアカ ● ● ●

スズメ ホオジロ コホオアカ ●

スズメ ホオジロ カシラダカ ● ● ●

スズメ ホオジロ ミヤマホオジロ ● ● ●

スズメ ホオジロ シマアオジ CR D ● ●

スズメ ホオジロ ノジコ NT C ● ● ●

スズメ ホオジロ アオジ ● ● ●

スズメ ホオジロ クロジ C ● ● ●

スズメ ホオジロ コジュリン VU B ● ● ●

スズメ ホオジロ オオジュリン B ● ● ●

21目 61科 304種 8種 13種 67種 95種 266種 14種 263種 250種 9種

目名 科名 種名
重要種選定基準 出典
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注 1： 分類、配列は「日本鳥類目録 改訂第 7版」(平成 24 年 日本鳥学会)に準拠 

注 2： 重要種の選定基準は以下のとおり 

Ⅰ「文化財保護法」(昭和 25 年 法律第 214 号) 

国特：国指定特別天然記念物 国天：国指定天然記念物 

Ⅱ「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成 4年 法律第 75 号) 

国内：国内希少野生動植物種 国際：国際希少野生動植物種 

Ⅲ「環境省レッドリスト 2017」(平成 29 年 環境省) 

CR：絶滅危惧ⅠA 類 EN：絶滅危惧ⅠB 類 VU：絶滅危惧Ⅱ類 

NT：準絶滅危惧 DD：情報不足 LP：絶滅のおそれのある地域個体群 

Ⅳ「青森県の希少な野生生物－青森県レッドデータブック(2010 年改訂版)－」(平成 22 年 青森県)

A：最重要希少野生生物 B：重要希少野生生物 C：希少野生生物 D：要調査野生生物 

注 3： 選定基準の注釈は以下のとおり 

＊1 東北地方以北の繁殖個体群 

＊2 青森県の繁殖個体群 

出典： 1「むつ市史 自然編」（平成元年 むつ市）  

2「東通村史 歴史編 II」（平成 11 年 東通村） 

3「六ヶ所村史」(平成 9年 六ヶ所村) 

4「青森の野鳥」(平成 13 年 日本野鳥の会 青森県支部/弘前支部) 

5「ガンカモ類の生息調査」（平成 23 年～27 年 環境省） 
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出典：「環境省報道発表資料-希少猛禽類調査（イヌワシ・クマタカ）の結果について」（平成 16 年 環境省） 

図 3-1-5-1(1) 2 次メッシュにおけるイヌワシの生息分布 

 

 
出典：「環境省報道発表資料-希少猛禽類調査（イヌワシ・クマタカ）の結果について」（平成 16 年 環境省） 

図 3-1-5-1(2) 2 次メッシュにおけるクマタカの生息分布 

 

 
出典：「環境省報道発表資料-オオタカ保護指針策定調査の結果について」（平成 17 年 環境省） 

図 3-1-5-1(3) 2 次メッシュにおけるオオタカの生息分布  

事業実施想定区域 

事業実施想定区域 

事業実施想定区域 
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図 3-1-5-2 ノスリの渡り経路 

  

注： ●は、事業実施想定区域を示す。 

出典：「鳥類等に関する風力発電施設立地適正化のための手引き」（平成 23 年 1月・平成 27 年 9月改正版 環境省） 

秋季 

春季 
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3） 両生類・爬虫類 

文献調査による両生類・爬虫類確認種一覧を表 3-1-5-3 に示す。生息情報の得られ

た両生類は 2目 6科 12 種、爬虫類は 1目 4科 8種であった。 

これらの種のうち、同表の注釈に該当に示す重要種の選定基準に該当したのは、両

生類ではトウホクサンショウウオやアカハライモリなど計 4種、爬虫類ではヒバカリ

1種である。 

 

表 3-1-5-3 文献調査両生類・爬虫類確認種一覧 

 

 

 

 

 

  

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3

両生 有尾 サンショウウオ トウホクサンショウウオ NT C ● ● ●

両生 有尾 サンショウウオ クロサンショウウオ NT C ●

両生 有尾 イモリ アカハライモリ NT C ● ● ●

両生 無尾 ヒキガエル アズマヒキガエル ● ● ●

両生 無尾 アマガエル ニホンアマガエル ● ● ●

両生 無尾 アカガエル タゴガエル ● ●

両生 無尾 アカガエル ヤマアカガエル ● ● ●

両生 無尾 アカガエル トノサマガエル NT ● ● ●

両生 無尾 アカガエル ウシガエル ●

両生 無尾 アカガエル ツチガエル ● ● ●

両生 無尾 アオガエル シュレーゲルアオガエル ● ● ●

両生 無尾 アオガエル モリアオガエル ● ●

両生 2目 6科 12種 0種 0種 4種 3種 10種 10種 10種

爬虫 有鱗 トカゲ ヒガシニホントカゲ ●

爬虫 有鱗 カナヘビ ニホンカナヘビ ● ● ●

爬虫 有鱗 ナミヘビ シマヘビ ● ● ●

爬虫 有鱗 ナミヘビ アオダイショウ ● ● ●

爬虫 有鱗 ナミヘビ ジムグリ ● ● ●

爬虫 有鱗 ナミヘビ ヒバカリ B ● ●

爬虫 有鱗 ナミヘビ ヤマカガシ ● ● ●

爬虫 有鱗 クサリヘビ ニホンマムシ ● ● ●

爬虫 1目 4科 8種 0種 0種 0種 1種 7種 8種 6種

綱名
出典重要種選定基準

科名目名 種名

注 1： 

 

分類、配列は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト－平成 28 年度生物リスト」 

(平成 28 年 国土交通省)に準拠 

注 2： 重要種の選定基準は以下のとおり 

Ⅰ「文化財保護法」(昭和 25 年 5 月 30 日 法律第 214 号) 

Ⅱ「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成 4年 法律第 75 号) 

Ⅲ「環境省レッドリスト 2017」(平成 29 年 環境省) 

NT：準絶滅危惧 

Ⅳ「青森県の希少な野生生物－青森県レッドデータブック(2010 年 改訂版)－」 

(平成 22 年 青森県)

B：重要希少野生生物 C：希少野生生物 

出典： 

 

1「東通村史 歴史編 II」（平成 11 年 東通村） 

2「六ヶ所村史」(平成 9年 六ヶ所村) 

3「下北丘陵の自然」（平成 13 年 青森県立郷土館） 
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4） 昆虫類等 

文献調査による昆虫類等確認種一覧を表 3-1-5-4(1)～(19)に示す。生息の情報が

得られた昆虫類等（昆虫類及びクモ類）は 13 目 160 科 1,015 種であった。 

これらの種のうち、同表の注釈に示す重要種の選定基準に該当する種は、モートン

イトトンボ、ギンイチモンジセセリなど計 53 種である。 

 

表 3-1-5-4(1) 文献調査昆虫類等確認種一覧 

  

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4 5 6

クモ ヒメグモ アシブトヒメグモ ●

コンピラヒメグモ ●

アシナガグモ オオシロカネグモ ●

ジョロウグモ ●

トガリアシナガグモ ●

アシナガグモ ●

コガネグモ イシサワオニグモ ●

キバナオニグモ ●

アカオニグモ ●

ツノオニグモ ●

オニグモ ●

Araneus  sp. ○

ムツボシオニグモ ●

ナガコガネグモ ●

カラフトオニグモ ●

キザハシオニグモ ●

コガネグモダマシ ●

ナカムラオニグモ ●

ドヨウオニグモ ●

イエオニグモ ●

ヤマシロオニグモ ●

コモリグモ ウヅキコモリグモ ●

ハリゲコモリグモ ●

キバラコモリグモ ●

タナグモ イナズマクサグモ ●

クサグモ ●

イエタナグモ ●

フクログモ カバキコマチグモ ●

ムナアカフクログモ ●

Clubiona sp. ○

アシダカグモ アシダカグモ ●

エビグモ ブチエビグモ ●

アサヒエビグモ ●

Thanatus sp. ●

カニグモ コハナグモ ●

ハナグモ ● ●

ワカバグモ ●

フノジグモ ●

トラフカニグモ ●

ヤミイロカニグモ ●

ハエトリグモ ネコハエトリ ●

マミジロハエトリ ●

Marpissa sp. ●

Phintella sp. ●

デーニッツハエトリ ●

目名 科名 種名
重要種選定基準 出典
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表 3-1-5-4(2) 文献調査昆虫類等確認種一覧 

 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4 5 6

トビムシ ヤマトビムシ ヤマトシリトゲトビムシ ●

トンボ アオイトトンボ コバネアオイトトンボ EN A ● ●

オオアオイトトンボ ●

オツネントンボ ● ●

イトトンボ キイトトンボ B ●

エゾイトトンボ ●

オゼイトトンボ ● ● ●

ルリイトトンボ C ●

アジアイトトンボ ● ●

モートンイトトンボ NT C ●

カラカネイトトンボ A ● ● ●

クロイトトンボ ● ●

セスジイトトンボ ● ● ●

オオイトトンボ ●

モノサシトンボ モノサシトンボ ● ●

カワトンボ ミヤマカワトンボ ●

ハグロトンボ C ●

ニホンカワトンボ ● ●

ムカシトンボ ムカシトンボ ●

ヤンマ アオヤンマ NT ●

オオルリボシヤンマ ● ●

ギンヤンマ ● ●

コシボソヤンマ B ● ●

サナエトンボ モイワサナエ ●

オナガサナエ C ●

ホンサナエ A ●

ウチワヤンマ C ●

ヒメサナエ A ●

メガネサナエ VU A ●

コサナエ ●

ムカシヤンマ ムカシヤンマ ●

オニヤンマ オニヤンマ ● ●

エゾトンボ オオヤマトンボ ● ●

コヤマトンボ C ● ●

エゾトンボ ●

トンボ ショウジョウトンボ C ●

コフキトンボ ●

ハラビロトンボ C ● ●

ハッチョウトンボ A ●

シオカラトンボ ● ● ●

シオヤトンボ ●

ウスバキトンボ ● ●

チョウトンボ ●

ナツアカネ ● ●

マユタテアカネ ●

アキアカネ ● ●

ノシメトンボ ● ●

マイコアカネ B ●

ヒメアカネ C ●

ミヤマアカネ ●

タイリクアカネ ●

カマキリ カマキリ オオカマキリ ●

シロアリ ミゾガシラシロアリ ヤマトシロアリ ●

バッタ カマドウマ カマドウマ ●

マダラカマドウマ ●

キリギリス ササキリ ●

ヤブキリ ●

目名 科名 種名
重要種選定基準 出典
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表 3-1-5-4(3) 文献調査昆虫類等確認種一覧 

 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4 5 6

バッタ ケラ ケラ ●

マツムシ カンタン ●

コオロギ オオオカメコオロギ ●

エンマコオロギ ●

エゾエンマコオロギ D ●

ツヅレサセコオロギ ●

ヒバリモドキ マダラスズ ●

シバスズ ●

エゾスズ ●

バッタ クルマバッタ ●

トノサマバッタ ●

ナキイナゴ ●

イナゴ コバネイナゴ ●

オンブバッタ オンブバッタ ●

カメムシ セミ アブラゼミ ●

コエゾゼミ ●

アカエゾゼミ ●

エゾゼミ ● ●

ニイニイゼミ ● ●

ヒグラシ ●

エゾハルゼミ ●

ツノゼミ ツノゼミ ●

アワフキムシ マツアワフキ ●

シロオビアワフキ ●

ハマベアワフキ ●

ヒメシロオビアワフキ ●

ヒメモンキアワフキ ●

ホシアワフキ ●

クロスジアワフキ ●

オオアワフキ ●

オカダアワフキ ●

ホソアワフキ ●

クロフアワフキ ●
コガシラアワフキムシ コガシラアワフキ ●

ヨコバイ マエジロヨコバイ ●

ツマグロオオヨコバイ ●

オオヨコバイ ●

フタテンオオヨコバイ ●

キスジカンムリヨコバイ ●

カエデズキンヨコバイ ●

マエジロオオヨコバイ ●

Limotettix onukii ●

イチモンジヨコバイ ●

Macropsis sp. ●

コチャイロヨコバイ ●

チャイロヨコバイ ●

ヨモギシロテンヨコバイ ●

Oncopsis sp. ●

シロズオオヨコバイ ●

Pagaronia sp. ●

Recilia coronifera ●

アブラムシ ワタアブラムシ ●
フクロカイガラムシ タケフクロカイガラムシ ●
ワタフキカイガラムシ オオワラジカイガラムシ ●

カスミカメムシ ウススジカスミカメ ●

ナカグロカスミカメ ●

ブチヒゲクロカスミカメ ●

種名
重要種選定基準 出典

目名 科名



3-44(57) 

表 3-1-5-4(4) 文献調査昆虫類等確認種一覧 

 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4 5 6

カメムシ カスミカメムシ シオジツヤマルカスミカメ ●

ヒゲナガクロバカスミカメ ●

コアオカスミカメ ●

マダラカスミカメ ●

モンキクロカスミカメ ●

フタモンウスキカスミカメ ●

アカアシカスミカメ ●

オオチャイロカスミカメ ●

Orthotylus sp. ●

アシアカクロカスミカメ ●

オオマダラカスミカメ ●

ヒョウタンカスミカメ ●

ズグロマツカスミカメ ●

Pinalitus sp. ○

Psallus sp. ●

ニセクロツヤチビカスミカメ ●

フタトゲムギカスミカメ ●

フタスジカスミカメ ●

マキバサシガメ ハネナガマキバサシガメ ●

オオナガマキバサシガメ ●
ホソヘリカメムシ ヒメクモヘリカメムシ ●

ヘリカメムシ ハリカメムシ ●

オオヘリカメムシ ●

ナガカメムシ エゾコバネナガカメムシ ●

キベリヒョウタンナガカメムシ ●

ホソコバネナガカメムシ ●

チャイロナガカメムシ ●

チャイロホソナガカメムシ ●

ツノカメムシ ハサミツノカメムシ ●

ベニモンツノカメムシ ●

セグロヒメツノカメムシ ●

ツチカメムシ ミツボシツチカメムシ ●

ツチカメムシ ●

カメムシ トゲカメムシ ●

ズグロシラホシカメムシ ●

オオトゲシラホシカメムシ ●

ツヤアオカメムシ ●

アカスジカメムシ ●

クサギカメムシ ●

ヨツボシカメムシ ●

トホシカメムシ ●

エゾアオカメムシ ●

オオクチブトカメムシ ●

アカアシクチブトカメムシ ●

クヌギカメムシ ヘラクヌギカメムシ ●

アメンボ アメンボ ● ●

ヒメアメンボ ● ●

ハネナシアメンボ ●

コセアカアメンボ ●

ヤスマツアメンボ ●
ミズギワカメムシ ウスイロミズギワカメムシ ●

ミズムシ（昆） ミズムシ（昆） C ●

ハイイロチビミズムシ ●

チビミズムシ ●

ハラグロコミズムシ ●

コオイムシ コオイムシ NT C ● ●

タイコウチ ヒメミズカマキリ ●

目名 科名 種名
重要種選定基準 出典
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表 3-1-5-4(5) 文献調査昆虫類等確認種一覧 

 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4 5 6

カメムシ マツモムシ マツモムシ ●
アミメカゲロウ ウスバカゲロウ オオウスバカゲロウ ●

コウスバカゲロウ ●

チョウ コウモリガ コウモリガ ●

ヒロズコガ アトキヒロズコガ ●

ネマルハキバガ コネマルハキバガ ●

キバガ ウスヅマスジキバガ ●

クロモンノコメキバガ ●

ゴマダラノコメキバガ ●

シロノコメキバガ ●

カギツマシマキバガ ●

マルハキバガ クロマイコモドキ ●
オビマルハキバガ カタキマルハキバガ ●

クチブサガ ウスイロクチブサガ ●

スガ オオキメムシガ ●

ニシキギスガ ●

ツルウメモドキスガ ●

マユミシロスガ ●

ボクトウガ ボクトウガ ●

ハマキガ チャモンギンハマキ ●

ホシギンスジキハマキ ●

フタスジキホソハマキ ●

ツマキハイイロヒメハマキ ●

オオアトキハマキ ●

カクモンハマキ ●

ウスシロモンヒメハマキ ●

ヨモギネムシガ ●

クロウンモンヒメハマキ ●

プライヤヒメハマキ ●

ヒロオビヒメハマキ ●

ハンノメムシガ ●

Epinotia sp. ○

マエグロスソモンヒメハマキ ●

コゲチャスソモンヒメハマキ ●

ブドウホソハマキ ●

クリミドリシンクイガ ●

ホシオビハマキ ●

トビモンハマキ ●

ネグロヒメハマキ ●

オオサザナミヒメハマキ ●

オオツマキクロヒメハマキ ●

スギハマキ ●

キガシラアカネヒメハマキ ●

コホソスジハマキ ●

クローバヒメハマキ ●

オオクリモンヒメハマキ ●

アカトビハマキ ●

スジトビハマキ ●

トビハマキ ●

ヨモギオオホソハマキ ●

ナカオビナミスジキヒメハマキ ●

クロネハイイロヒメハマキ ●

Rhopobota sp. ○

シロヒメシンクイ ●

ヒロシヒメハマキ ●

イラガ ムラサキイラガ ●

イラガ ●

出典
目名 科名 種名

重要種選定基準
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表 3-1-5-4(6) 文献調査昆虫類等確認種一覧 

 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4 5 6

チョウ イラガ ナシイラガ ●

クロシタアオイラガ ●

マダラガ ヤホシホソマダラ NT ●

ベニモンマダラ本土亜種 NT B ● ●

セセリチョウ ホシチャバネセセリ EN A ●

ダイミョウセセリ ● ●

ミヤマセセリ ●

ギンイチモンジセセリ NT B ● ●

ヒメキマダラセセリ ● ●

コキマダラセセリ ● ●

イチモンジセセリ ● ● ●

オオチャバネセセリ C ● ● ●

キマダラセセリ ● ●

コチャバネセセリ ● ● ●
スジグロチャバネセセリ北海道・本州・九州亜種 NT C ●

ヘリグロチャバネセセリ ●

シジミチョウ ミズイロオナガシジミ ●

ウスイロオナガシジミ ●

ウラゴマダラシジミ ● ● ●

コツバメ ●

ルリシジミ ● ●

スギタニルリシジミ本州亜種 ●

メスアカミドリシジミ ●

ツバメシジミ ● ●

エゾミドリシジミ ● ●

オオミドリシジミ ● ●

ウラジロミドリシジミ ● ●

ジョウザンミドリシジミ ● ●

ハヤシミドリシジミ ●

ミヤマカラスシジミ C ● ●

ウラクロシジミ ● ●

アカシジミ ● ●

ベニシジミ ● ●

ミドリシジミ ● ●

ゴマシジミ北海道・東北亜種 NT C ● ● ●

ヒメシジミ本州・九州亜種 NT C ● ●

トラフシジミ ●

ムモンアカシジミ ●

ゴイシシジミ ● ●

タテハチョウ コムラサキ ● ● ●

サカハチチョウ ●

ミドリヒョウモン ● ● ●

ウラギンスジヒョウモン VU C ● ●

ヒョウモンチョウ東北以北亜種 NT C ● ● ●

ウラギンヒョウモン ● ● ●

クジャクチョウ ● ● ● ●

ルリタテハ本土亜種 ● ●

キマダラモドキ NT ● ● ●

クロヒカゲ本土亜種 ● ● ●

イチモンジチョウ ● ● ●

アサマイチモンジ ●

ジャノメチョウ ● ● ●

ヒメジャノメ ● ● ●

ヤマキマダラヒカゲ本土亜種 ● ● ●

クモガタヒョウモン ● ●

ミスジチョウ ● ●

コミスジ ●

目名 科名 種名
重要種選定基準 出典
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表 3-1-5-4(7) 文献調査昆虫類等確認種一覧 

 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4 5 6

チョウ タテハチョウ キベリタテハ ●

ヒオドシチョウ ●

アサギマダラ ●

シータテハ ●

キタテハ ● ●

ヒメアカタテハ ● ●

アカタテハ ● ●

ヒメウラナミジャノメ ● ● ●

ヒメキマダラヒカゲ ●

トリバガ エゾギクトリバ ●

アゲハチョウ カラスアゲハ本土亜種 ● ● ●

ミヤマカラスアゲハ ● ●

キアゲハ ● ● ●

アゲハ ● ● ●

ウスバシロチョウ ● ● ●

シロチョウ ツマキチョウ本土亜種 ●

モンキチョウ ● ● ●

スジボソヤマキチョウ B ●

ヒメシロチョウ北海道・本州亜種 EN C ● ●

オオモンシロチョウ ●

エゾスジグロシロチョウ ● ● ●

スジグロシロチョウ ● ● ●

モンシロチョウ ● ● ●

ツトガ シロモンクロノメイガ本州亜種 ●

テンスジツトガ ●

ナカモンツトガ ●

キホソノメイガ ●

カギバノメイガ ●

ニセシロスジツトガ ●

トガリキノメイガ ●

フタモンキニセノメイガ ●

オオワタノメイガ ●

モンキクロノメイガ ● ●

クロフキノメイガ ●

ギンモンミズメイガ ●

シロアシクロノメイガ ●

フキノメイガ ●

マエアカスカシノメイガ ● ●

コガタシロモンノメイガ ●

ホソミスジノメイガ ●

ウスキモンノメイガ ●

モンスカシキノメイガ ●

クロフキオオメイガ ●

ムモンシロオオメイガ ● ●

トウホクヤマメイガ ●

シロオビノメイガ ●

ホソオビツチイロノメイガ ●

モンシロクロノメイガ ●

ヨツボシノメイガ ●

クロスジノメイガ ●

メイガ ホソアカオビマダラメイガ ●

マエジロクロマダラメイガ ●

シロスジマダラメイガ ●

マツノシンマダラメイガ ●

オオウスベニトガリメイガ ●

ウスベニトガリメイガ ●

トビネマダラメイガ ●

目名 科名 種名
重要種選定基準 出典
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表 3-1-5-4(8) 文献調査昆虫類等確認種一覧 

 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4 5 6

チョウ メイガ ウスオビクロマダラメイガ ●

トビイロシマメイガ ●

ナカムラサキフトメイガ ●

アカマダラメイガ ●

アオフトメイガ ●

ナカキチビマダラメイガ ●

キバネチビマダラメイガ ●

ヒメアカマダラメイガ ●

マドガ ハスオビマドガ ●

カギバガ マエキカギバ ●

オビカギバ ● ●

ウスベニアヤトガリバ ●

ギンモントガリバ ●

ヒメハイイロカギバ ●

モントガリバ ● ●

シャクガ シロテントビスジエダシャク ●

ヒメマダラエダシャク ●

ハンノトビスジエダシャク ●

チズモンアオシャク ●

ナカウスエダシャク ●

ヒョウモンエダシャク ●

キシタエダシャク ●

キリバネホソナミシャク ●

アトグロアミメエダシャク ●

ヒロバトガリナミシャク ●

トンボエダシャク ●

ヒロオビトンボエダシャク ●

サラサエダシャク ●

ウストビモンナミシャク ●

キベリシロナミシャク ●

カギシロスジアオシャク ●

キバラヒメアオシャク ●

ウスバミスジエダシャク ●

ベニヒメシャク ●

ハガタツバメアオシャク ●

ハルタウスクモエダシャク ●

ウスクモエダシャク ●

オオアヤシャク ●

リンゴツノエダシャク ●

ハグルマエダシャク ●

ヨツメアオシャク ●

シロオビクロナミシャク ●

ホソバナミシャク ●

ヒロオビオオエダシャク ●

イカリモンガ イカリモンガ ●

カイコガ クワコ ●

イボタガ イボタガ ●

オビガ オビガ ●

カレハガ マツカレハ ●

ツガカレハ ●

タケカレハ ● ●

ヨシカレハ ●

カレハガ ●

ヤママユガ オオミズアオ ●

オナガミズアオ NT ●

ヤママユ ●

ウスタビガ ●

科名 種名
重要種選定基準 出典

目名
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表 3-1-5-4(9) 文献調査昆虫類等確認種一覧 

 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4 5 6

チョウ ヤママユガ クスサン ●

スズメガ クルマスズメ ●

ヒメスズメ NT ●

ベニスズメ ●

エゾシモフリスズメ ●

エゾスズメ ●

ウチスズメ ●

コスズメ ● ●

セスジスズメ ●

シャチホコガ ホソバシャチホコ ●

ルリモンシャチホコ ●

ウグイスシャチホコ ●

ニッコウシャチホコ ●

ウスイロギンモンシャチホコ ●

ブナアオシャチホコ ●

ムラサキシャチホコ ●

カノコガ カノコガ ● ●

キハダカノコ ●

ヒトリガ ハガタベニコケガ ●

ゴマダラベニコケガ ●

シロヒトリ ● ●

シロホソバ NT ●

ムジホソバ ●

キベリネズミホソバ ●

ヨツボシホソバ ●

オオベニヘリコケガ ●

ベニヘリコケガ ● ●

フタホシキコケガ ●

クロミャクホソバ ●

アマヒトリ ● ●

ホシベニシタヒトリ ●

コベニシタヒトリ ● ●

ベニシタヒトリ ●

スジモンヒトリ ●

キハラゴマダラヒトリ ● ●

アカハラゴマダラヒトリ ●

ゴマダラキコケガ ● ●

ドクガ エルモンドクガ ●

ドクガ ● ●

マメドクガ ●

キドクガ ●

マイマイガ ●

ヒメシロモンドクガ ●

モンシロドクガ ●

ヤガ ミツモンキンウワバ ●

キシタケンモン ●

ウスジロケンモン NT ●

オオケンモン ●

ナシケンモン ●

ハイイロケンモン ●

ショウブヨトウ ● ●

シマカラスヨトウ ●

ツマジロカラスヨトウ ●

ウスベリケンモン ●

オオアオバヤガ ●

ネスジシラクモヨトウ ●

ソトジロツマキリクチバ ● ●

目名 科名 種名
重要種選定基準 出典
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表 3-1-5-4(10) 文献調査昆虫類等確認種一覧 

 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4 5 6

チョウ ヤガ シロテンウスグロヨトウ ●

オビウスイロヨトウ ●

シロモンオビヨトウ ●

モクメヤガ ● ●

ハジマヨトウ ●

シロスジアツバ ●

ムラサキツマキリヨトウ ●

ガマヨトウ VU C ● ●

エゾシロシタバ ●

ベニシタバ ●

ニセハルタギンガ ●

ムジギンガ ●

ソトシロフヨトウ ●

シラホシキリガ ●

クロフケンモン ●

ニッコウケンモン ●

オオバコヤガ ●

エゾオオバコヤガ ●

ムラサキアツバ ●

ウスムラサキヨトウ ●

アケビコノハ ●

フサヤガ ●

クロクモヤガ ● ●

キタヨトウ ●

ヤナギキリガ ●

アオアカガネヨトウ ●

ムラサキヨトウ ●

クビグロクチバ ● ●

ツマオビアツバ ●

ゴマケンモン ●

ナカスジキヨトウ ●

オオフタオビキヨトウ ●

カバイロキヨトウ ●

ミヤマフタオビキヨトウ ●

ノヒラキヨトウ ●

ウスベニキヨトウ ●

フタオビキヨトウ ●

マエジロヤガ ● ●

ウスキコヤガ ●

マエモンツマキリアツバ ●

ミスジアツバ ●

キボシアツバ ●

シロフコヤガ ●

タデキリガ ●

ヨシヨトウ ●

ベニモントラガ ●

カバスジヤガ ●

マルモンシロガ ●

ウスアオキノコヨトウ ●

シロスジキノコヨトウ ● ●

ナマリケンモン ●

シロスジアオヨトウ ●

ナカジロキシタヨトウ ●

モンキキリガ ●

キイロキリガ ●

タンポヤガ ●

キシタミドリヤガ ● ●

重要種選定基準 出典
目名 科名 種名
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表 3-1-5-4(11) 文献調査昆虫類等確認種一覧 

 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4 5 6

チョウ ヤガ コブヒゲアツバ ● ●

コブガ サラサリンガ ●

ツマモンコブガ ●

ベニモンアオリンガ ●

マエキリンガ ●

ハネモンリンガ ●

クロスジコブガ ●

ミスジコブガ ●

アオスジアオリンガ ●

ハエ ヌカカ キモンヌカカ ●

エゾヌカカ ●

キブネヌカカ ●

ウスシロヌカカ ●

ホシヌカカ ●

サンインヌカカ ●

シガヌカカ ●

シナノヌカカ ●

トウホクヌカカ ●

カ ブナノキヤブカ ●

オオクロヤブカ ●

アカイエカ ●

ハマダライエカ ●

ブユ ウマブユ ●

アブ アカウシアブ ●

キンイロアブ ●

ウシアブ ●

ハナアブ ジョウザンケイクロハナアブ ●

マツムラクロハナアブ ●

Cheilosia sp. ○

ホソヒラタアブ ●

ホシメハナアブ ●

シマハナアブ ●

キョウコシマハナアブ ●

ナミハナアブ ●

アシブトハナアブ ●

キオビハラボソヒラタアブ ●

ホシツヤヒラタアブ ●

キタヒメヒラタアブ ●

モモブトチビハナアブ ●

ケヒラタアブ ●

キイロナミホシヒラタアブ ●

キベリヒラタアブ ●

クロバエ キンバエ ●

イエバエ クロイエバエ ●

イエバエ ●

ノミ ミナミノミ ミナミノミ ●
コウチュウ オサムシ オソレヤマミズギワゴミムシ C ● ●

コクロナガオサムシ青森県亜種 ●

アオオサムシ ●

クロナガオサムシ ●

アオゴミムシ ●

オオハンミョウモドキ ●

シモキタメクラチビゴミムシ B ● ●

エグリナガゴミムシ ●

オオナガゴミムシ ●

オオクロナガゴミムシ ●

ハンミョウ ニワハンミョウ ●

目名 科名 種名
重要種選定基準 出典
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表 3-1-5-4(12) 文献調査昆虫類等確認種一覧 

 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4 5 6
コウチュウ ハンミョウ ハンミョウ C ●

コニワハンミョウ ●

エリザハンミョウ B ● ●

マガタマハンミョウ ●

ゲンゴロウ マメゲンゴロウ ●

コシマゲンゴロウ ●

チビゲンゴロウ ●

ケシゲンゴロウ NT ●

ヒメゲンゴロウ ●

ミズスマシ オオミズスマシ NT ●

カワラゴミムシ カワラゴミムシ ●

エンマムシ ニセハマベエンマムシ ●

ツヤシデムシ オサシデムシ ●

シデムシ オオモモブトシデムシ ●

クロシデムシ ●

ヨツボシモンシデムシ ●

ハネカクシ ムネビロハネカクシ ●

キベリカワベハネカクシ ●

Carpelimus biimpressus ●

ハイイロハネカクシ ●

キアシナガハネカクシ ●

クロズトガリハネカクシ ●

コアリガタハネカクシ ●

アオバアリガタハネカクシ ●

エゾアリガタハネカクシ ●

チャイロツヤムネハネカクシ ●

クビボソハネカクシ ●

Sepedophilus sp. ●

フタホシメダカハネカクシ ●

Stenus sp. ○

クロズシリホソハネカクシ ●

マルハナノミ トビイロマルハナノミ ●

オビモンマルハナノミ ●

ハコダテマルハナノミ ●

センチコガネ オオセンチコガネ ●

センチコガネ ●

クワガタムシ コクワガタ ●

アカアシクワガタ ●

ルリクワガタ ●

ノコギリクワガタ ● ●

コガネムシ ドウガネブイブイ ● ●

サクラコガネ ●

ヒメサクラコガネ ●

ヤマトアオドウガネ ●

ツヤコガネ ●

ハンノヒメコガネ ●

ヒメコガネ ●

スジコガネ ●

クロツヤマグソコガネ ●

ヒメコマグソコガネ ●

オオフタホシマグソコガネ ●

ツマベニマグソコガネ ●

イガクロツヤマグソコガネ ●

マキバマグソコガネ ●

コマグソコガネ ●

オオマグソコガネ ●

マグソコガネ ●

目名 科名 種名
重要種選定基準 出典
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表 3-1-5-4(13) 文献調査昆虫類等確認種一覧 

 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4 5 6
コウチュウ コガネムシ ヨツボシマグソコガネ ●

エゾマグソコガネ ●

マエカドコエンマコガネ ●

ゴホンダイコクコガネ ●

ダイコクコガネ VU C ● ● ●

ヒメアシナガコガネ ●

ナガチャコガネ ● ●

ツノコガネ ● ●

カミヤビロウドコガネ ●

コフキコガネ ●

ヒメスジコガネ ●

コガネムシ ●

ワタリビロウドコガネ ●

ハイイロビロウドコガネ ●

シロスジコガネ ●

マメコガネ ● ●

シラホシハナムグリ ●

ムラサキツヤハナムグリ ●

カナブン ●

アオカナブン ●

ヒゲナガビロウドコガネ ●

ヤマトビロウドコガネ ●

ヒダチャイロコガネ ●

カブトムシ ●

コブスジコガネ ムツコブスジコガネ ●

ナガハナノミ エゾヒゲナガハナノミ ●

タマムシ ダイミョウナガタマムシ ●

コガネナガタマムシ ●

ヤナギナガタマムシ ●

シロオビナカボソタマムシ ●

コメツキムシ ホソシモフリコメツキ ●

サビキコリ ●

ムナビロサビキコリ ●

ヒメクロコメツキ ●

アカハラクロコメツキ ●

ホソクロコメツキ ●

ケブカクロコメツキ ●

ダイミョウヒラタコメツキ ●

カタモンホソコメツキ ●

クロツヤヒラタコメツキ ●

クロハナコメツキ ●

ホソヒラタコメツキ ●

ドウガネヒラタコメツキ ●

ナガナカグロヒメコメツキ ●

オオハナコメツキ ●

キアシクロムナボソコメツキ ●

ニホンカバイロコメツキ ●

カバイロコメツキ ●

ミズギワコメツキ ●

ヨツモンミズギワコメツキ ●

コキマダラコメツキ ●

メスアカキマダラコメツキ ●

ホソキコメツキ ●

クロツヤハダコメツキ ●

ルリツヤハダコメツキ ●

ヒラタクロクシコメツキ ●

クシコメツキ ●

目名 科名 種名
重要種選定基準 出典
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表 3-1-5-4(14) 文献調査昆虫類等確認種一覧 

 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4 5 6
コウチュウ コメツキムシ クロクシコメツキ ●

トウホクツヤミズギワコメツキ ●

クロコハナコメツキ ●

アカアシコハナコメツキ ●

チャイロツヤハダコメツキ ●

クチブトコメツキ ●

アカアシオオクシコメツキ ●

ヒラタクシコメツキ ●

オオツヤハダコメツキ ●

コメツキダマシ ナガミゾコメツキダマシ ●

ニホンヒメミゾコメツキダマシ ●

ナガコメツキダマシ ●

ジョウカイボン アイヌニンフジョウカイ ●

ムネアカクロジョウカイ ●

セボシジョウカイ ●

クリイロジョウカイ ●

キベリコバネジョウカイ ●

ホタル オバボタル ●

ゲンジボタル C ● ● ●

ヘイケボタル ● ●

スジグロボタル ●

クロマドボタル ●

ベニボタル ミスジヒシベニボタル ●

ニセジュウジベニボタル ●

ベニボタル ●

ホソベニボタル ●

カッコウムシ ムナグロナガカッコウムシ ●
ジョウカイモドキ ニセケシジョウカイモドキ ●

コクヌスト チビコクヌスト ●

ツツキノコムシ ツヤクロホソツツキノコムシ ●

テントウムシ カメノコテントウ ●

ナナホシテントウ ●

マクガタテントウ ●

ニジュウヤホシテントウ ●

ナガヒメテントウ ●

キスイムシ ハナバチヤドリキスイ ●

キイロセマルキスイ ●

Atomaria sp. ○

ヨツモンキスイ ●

ヒラムネマルキスイ ●

ササマルキスイ ●

オオキノコムシ ヨツボシオオキノコムシ ●

コメツキモドキ ヒザグロヒメコメツキモドキ ●

ケシキスイ クロハナケシキスイ ●

ヨツボシセマルケシキスイ ●

カクアシヒラタケシキスイ ●

ツバキヒラタケシキスイ ●

マメヒラタケシキスイ ●

ヨツボシケシキスイ ●

ムネアカチビケシキスイ ●

ドウイロチビケシキスイ ●

キベリチビケシキスイ ●

ウスグロキバケシキスイ ●

アリモドキ コクビボソムシ ●

クロスジイッカク ●

ムナグロホソアリモドキ ●

ナガクチキムシ アオオビナガクチキ ●

目名 科名 種名
重要種選定基準 出典
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表 3-1-5-4(15) 文献調査昆虫類等確認種一覧 

 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4 5 6
コウチュウ ハナノミ カタビロヒメハナノミ ●

オゼクロヒメハナノミ ●

Mordellistena  sp.1 ●

Mordellistena  sp.2 ●

Mordellistena  sp.3 ●

カミキリモドキ スジカミキリモドキ ●

アサヒナカミキリモドキ ●

キバネカミキリモドキ ●

オオサワカミキリモドキ ●

アオカミキリモドキ ●

ハナノミダマシ コフナガタハナノミ ●

ゴミムシダマシ ウスイロクチキムシ ●

ハムシダマシ ●
キノコムシダマシ ウスイロヒメナガクチキ ●

カミキリムシ ビロウドカミキリ ●

チビハナカミキリ ●

マツシタトラカミキリ ●

スギノアカネトラカミキリ ●

ツヤケシハナカミキリ ●

ゴマダラカミキリ ●

オオマルクビヒラタカミキリ ●

タテジマカミキリ ●

シロスジカミキリ ●

エグリトラカミキリ ●

ハスオビヒゲナガカミキリ ●

トゲヒゲトラカミキリ ●

ヒナルリハナカミキリ ●

ホソカミキリ ●

ヨコヤマトラカミキリ ●

クロニセリンゴカミキリ ●

ハンノアオカミキリ ●

キッコウモンケシカミキリ ●

クビアカハナカミキリ ●

カラカネハナカミキリ ●

シラホシカミキリ ●

ミヤマルリハナカミキリ ●

ヤツボシハナカミキリ ●

ヨツスジハナカミキリ ●

イタヤカミキリ ●

コブヤハズカミキリ ●

カタシロゴマフカミキリ ●

ゴマフカミキリ ●

ヒメヒゲナガカミキリ ●

ヘリグロリンゴカミキリ ●

ヒメリンゴカミキリ ●

シロトラカミキリ ●

ニンフホソハナカミキリ ●

チャイロヒメハナカミキリ ●

セスジヒメハナカミキリ ●

キベリクロヒメハナカミキリ ●

トウホクヒメハナカミキリ ●

フタオビヒメハナカミキリ ●

ニセヨコモンヒメハナカミキリ ●

ノコギリカミキリ ● ●

チャボハナカミキリ ●

ナカジロサビカミキリ ●

エゾサビカミキリ ●

種名
重要種選定基準 出典

目名 科名
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表 3-1-5-4(16) 文献調査昆虫類等確認種一覧 

 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4 5 6
コウチュウ カミキリムシ ホソトラカミキリ ●

フタモンアラゲカミキリ ●

クロカミキリ ●

アカハナカミキリ ●

アオバホソハナカミキリ ●

クリチビカミキリ ●

シロオビチビカミキリ ●

ヤハズカミキリ ●

ニイジマトラカミキリ ●

ハムシ アカガネサルハムシ ●

キクビアオハムシ ●

ハンノキハムシ ●

アザミカミナリハムシ ●

Altica sp. ○

ツブノミハムシ ●

アカイロマルノミハムシ ●

ムナグロツヤハムシ ●

ウリハムシモドキ ●

ハンノキサルハムシ ●

アオバネサルハムシ ●

ハラグロヒメハムシ ●

ヒメジンガサハムシ ●

カメノコハムシ ●

ヒメカメノコハムシ ●

アオカメノコハムシ ●

フタイロヒサゴトビハムシ ●

ヒサゴトビハムシ ●

オオヨモギハムシ D ● ●

ヨモギハムシ ● ●

ルリドロノキハムシ ●

イモサルハムシ ●

ミドリトビハムシ ●

キアシチビツツハムシ ●

バラルリツツハムシ ●

キアシルリツツハムシ ●

コヤツボシツツハムシ ●

カシワツツハムシ ●

イネネクイハムシ ●

キバラヒメハムシ ●

クワハムシ ●

アザミオオハムシ ●

イチゴハムシ ●

イタドリハムシ ●

クルミハムシ ●

ミヤマヒラタハムシ ●

コガタルリハムシ ●

トホシハムシ ●

フジハムシ ●

ヒメトホシハムシ ●

アカガネトビハムシ ●

ルリクビボソハムシ ●

アカクビナガハムシ ●

ルリハムシ ● ●

セスジトビハムシ ●

イヌノフグリトビハムシ ●

ヒヨドリバナアシナガトビハムシ ●

オオバコトビハムシ ●

目名 科名 種名
重要種選定基準 出典
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表 3-1-5-4(17) 文献調査昆虫類等確認種一覧 

 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4 5 6
コウチュウ ハムシ クワノミハムシ ●

ホタルハムシ ●

オオキイロノミハムシ ●

ルリマルノミハムシ ●

ドウガネツヤハムシ ●

アオグロツヤハムシ ●

イネクビボソハムシ ●

アトボシハムシ ●

タマアシトビハムシ ●

ヤナギルリハムシ ●

キヌツヤミズクサハムシ ●

クビボソトビハムシ ●

アラメクビボソトビハムシ ●

ナトビハムシ ●

ミソハギハムシ ●

エグリバケブカハムシ ●

サンゴジュハムシ ●

カエデハムシ ●

キボシルリハムシ ●

アケビタマノミハムシ ●

フキタマノミハムシ ●

ヒロアシタマノミハムシ ●

アオバノコヒゲハムシ ●

ルリウスバハムシ ●

ヒゲナガウスバハムシ ●

カバノキハムシ ●

アラハダトビハムシ ●

ガマズミトビハムシ ●
ヒゲナガゾウムシ アカアシヒゲナガゾウムシ ●

スネアカヒゲナガゾウムシ ●

マダラフトヒゲナガゾウムシ ●

ナガアシヒゲナガゾウムシ ●

ウスモンツツヒゲナガゾウムシ ●

クロホシメナガヒゲナガゾウムシ ●

キマダラヒゲナガゾウムシ ●

ウスグロチビヒゲナガゾウムシ ●
ホソクチゾウムシ サキブトホソクチゾウムシ ●

Apion  sp.1 ●

Apion  sp.2 ●

オトシブミ セアカヒメオトシブミ ●

オトシブミ ● ●

ウスアカオトシブミ ●

ドロハマキチョッキリ ●

コルリチョッキリ ●

エゴツルクビオトシブミ ●

コブルリオトシブミ ●

カシルリオトシブミ ●

チビケブカチョッキリ ●

ヒゲナガオトシブミ ●

ゴマダラオトシブミ ●

セアカチョッキリ ●

ゾウムシ チビデオゾウムシ ●

トゲアシゾウムシ ●

シラホシヒメゾウムシ ●

イチゴハナゾウムシ ●

シロオビチビシギゾウムシ ●

ヘリアカナガハナゾウムシ ●

出典
目名 科名 種名

重要種選定基準
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表 3-1-5-4(18) 文献調査昆虫類等確認種一覧 

 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4 5 6
コウチュウ ゾウムシ ツツゾウムシ ●

ハイイロヒョウタンゾウムシ ●

オオアオゾウムシ ●

Cossonus sp. ●

マダラクチカクシゾウムシ ●

アイノシギゾウムシ ●

セダカシギゾウムシ ●

コナラシギゾウムシ ●

Curculio sp. ○

アカイネゾウモドキ ●

コフキゾウムシ ●

ツメクサタコゾウムシ ●

オオゴボウゾウムシ ●

スゲノハラジロヒメゾウムシ ●

アイノカツオゾウムシ ●

コクロツツキクイゾウムシ ●

ノコギリクモゾウムシ ●

クロコブゾウムシ ●

カシワクチブトゾウムシ ●

キンケノミゾウムシ ●

マダラノミゾウムシ ●

ウスモンノミゾウムシ ●

ツヤケシヒメゾウムシ ●

トゲアシヒゲボソゾウムシ ●

ヒラズネヒゲボソゾウムシ ●

リンゴヒゲナガゾウムシ ●

タマゴゾウムシ ●

スグリゾウムシ ●

アカアシクチブトサルゾウムシ ●

サビチビコフキゾウムシ ●

クロツブゾウムシ ●

オオクチカクシゾウムシ ●

オサゾウムシ オオゾウムシ ● ●

コクゾウムシ ●

イネゾウムシ イネミズゾウムシ ●

チビゾウムシ ホソチビゾウムシ ●

Nanophyes sp. ○

キクイムシ タカスジキクイムシ ●

ハチ アリ クロオオアリ ●

クロヤマアリ ●

アカヤマアリ ●

エゾアカヤマアリ VU ● ●

スズメバチ コガタスズメバチ ●

キイロスズメバチ ●

クロスズメバチ ●

クモバチ アカゴシクモバチ ●

Anoplius sp. ○

ヤマトヌスミクモバチ ●

アリバチ ヒトホシアリバチ ●

クロヒトホシアリバチ ●

コツチバチ ツヤアリバチ ●

スジコツチバチ ●

ドロバチモドキ ヤマトスナハキバチ本土亜種 DD ●

ニッポンハナダカバチ VU C ●

アリマキバチ オオグシアリマキバチ ●

アナバチ ヤマジガバチ ●

ミツバチ セイヨウミツバチ ●

目名 科名 種名
重要種選定基準 出典
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表 3-1-5-4(19) 文献調査昆虫類等確認種一覧 

 

注 1： 分類、配列は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト－平成 28 年度生物リスト」 

(平成 28 年 国土交通省)に準拠 

注 2： 表中の「○」は、リスト中により下位の種等があるため、種数に計上しない。 

注 3： 重要種の選定基準は以下のとおり 

Ⅰ「文化財保護法」(昭和 25 年 法律第 214 号) 

Ⅱ「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成 4年 法律第 75 号) 

Ⅲ「環境省レッドリスト 2017」(平成 29 年 環境省) 

EN：絶滅危惧ⅠB 類 VU：絶滅危惧Ⅱ類 NT：準絶滅危惧 DD：情報不足 

Ⅳ「青森県の希少な野生生物－青森県レッドデータブック(2010 年改訂版)－」 

(平成 22 年 青森県)

A：最重要希少野生生物 B：重要希少野生生物 C：希少野生生物 D：要調査野生生物 

出典： 1「むつ市史 自然編」（平成元年 むつ市） 

2「東通村史 歴史編 II」（平成 11 年 東通村） 

3「六ヶ所村史」(平成 9年 六ヶ所村) 

4「下北丘陵の自然」（平成 13 年 青森県立郷土館） 

5「動植物分布調査報告書（第 2～6回）」（環境庁、環境省） 

6「青森県の希少な野生生物－青森県レッドデータブック(2010 年改訂版)－」 

(平成 22 年 青森県)

 

 

 

  

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4 5 6

ハチ ミツバチ コマルハナバチ本土亜種 ●

ヤマトツヤハナバチ ●

シロモンムカシハナバチヤドリ ●

ムカシハナバチ ババムカシハナバチ ●

ヤスマツムカシハナバチ ●

スミスメンハナバチ ●

コハナバチ アカガネコハナバチ ●

ホクダイコハナバチ ●

ニッポンカタコハナバチ ●

Sphecodes sp. ●

ハキリバチ Coelioxys sp. ●

アルファルファハキリバチ ●

スミスハキリバチ ●

13目 160科 1,015種 0種 0種 27種 42種 49種 4種 229種 814種 63種 11種

目名 科名 種名
重要種選定基準 出典
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5） 魚類 

文献調査における魚類確認種一覧を表 3-1-5-5 に示す。文献調査により生息の情報

が得られた魚類は 9目 12 科 38 種であった。 

これらの種のうち、同表の注釈に示す重要種の選定基準に該当する種は、カワヤツ

メ、タナゴ及びカンキョウカジカなど計 15 種である。 

 

表 3-1-5-5 文献調査魚類確認種一覧 

  

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3

ヤツメウナギ ヤツメウナギ スナヤツメ北方種 VU B ●

ヤツメウナギ ヤツメウナギ カワヤツメ VU C ●

コイ コイ コイ ●

コイ コイ ゲンゴロウブナ ●

コイ コイ キンブナ VU D ●

コイ コイ ギンブナ ●

コイ コイ フナ類 ○

コイ コイ タナゴ EN A ●

コイ コイ タイリクバラタナゴ ●

コイ コイ ハクレン ●

コイ コイ ソウギョ ●

コイ コイ アブラハヤ ●

コイ コイ マルタ D ●

コイ コイ ウグイ ● ●

コイ コイ モツゴ ●

コイ コイ ニゴイ ●

コイ ドジョウ ドジョウ DD ●

ナマズ ナマズ ナマズ ●

サケ キュウリウオ ワカサギ ● ●

サケ アユ アユ ● ● ●

サケ サケ アメマス（エゾイワナ） ● ●

サケ サケ アメマス類 ○ ●

サケ サケ サケ ●

サケ サケ サクラマス（ヤマメ） NT ● ● ●

ダツ メダカ キタノメダカ VU B＊1 ●

トゲウオ トゲウオ ニホンイトヨ LP B＊2 ●

トゲウオ トゲウオ トミヨ属淡水型 LP＊3 B ●

カサゴ カジカ カジカ（生態型不明） EN･NT＊4 B･C＊4 ● ●

カサゴ カジカ カンキョウカジカ LP C ●

スズキ ハゼ シロウオ VU C ●

スズキ ハゼ ミミズハゼ ● ●

スズキ ハゼ シマウキゴリ ●

スズキ ハゼ ウキゴリ ●

スズキ ハゼ ビリンゴ ● ●

スズキ ハゼ ジュズカケハゼ NT ●

スズキ ハゼ マハゼ ●

スズキ ハゼ アシシロハゼ ● ●

スズキ ハゼ ヨシノボリ類 ● ● ●

スズキ ハゼ チチブ D ●  ●＊5

カレイ カレイ ヌマガレイ ●

9目 12科 38種 0種 0種 13種 12種 35種 5種 13種

出典
目名 科名 種名

重要種選定基準
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注 1： 

 

分類、配列は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト－平成 28 年度生物リスト」 

(平成 28 年 国土交通省)に準拠 

注 2： 表中の「○」は、リスト中により下位の種等があるため、種数に計上しない。 

注 3： 重要種の選定基準は以下のとおり 

Ⅰ「文化財保護法」(昭和 25 年 法律第 214 号) 

 Ⅱ「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成 4年 法律第 75 号) 

 Ⅲ「環境省レッドリスト 2017」(平成 29 年 環境省) 

EN：絶滅危惧ⅠB類 VU：絶滅危惧Ⅱ類 NT：準絶滅危惧 

DD：情報不足 LP：絶滅のおそれのある地域個体群 

 Ⅳ「青森県の希少な野生生物－青森県レッドデータブック(2010 年 改訂版)－」 

(平成 22 年 青森県)

A：最重要希少野生生物 B：重要希少野生生物 C：希少野生生物 D：要調査野生生物 

注 4： 重要種選定基準、出典の注釈は以下のとおり 

＊1 メダカ北日本集団として B ランクに指定されている。 

＊2 イトヨ降海型として Bランクに指定されている。 

＊3  選定基準Ⅲでは本州のトミヨ属淡水型として LP ランクに、選定基準Ⅳではトミヨ

及びイバラトミヨとして B ランクにそれぞれ指定されている。 

＊4 カジカは現在、小卵型、中卵型、大卵型に分類されており、選定基準Ⅲでは小卵

型及び中卵型が EN ランクに、大卵型が NT ランクに、選定基準Ⅳでは小卵型及び

中卵型が Bランクに、大卵型が Cランクそれぞれ指定されている。 

＊5 チチブ及びヌマチチブを含む。 

出典： 1「六ヶ所村史」(平成 9年 六ヶ所村) 

2「動植物分布調査報告書（第 2～6回）」（環境庁、環境省） 

3「青森県の淡水魚類相について」(昭和 60 年 財団法人淡水魚保護協会) 
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6） 底生動物 

文献調査による底生動物確認種を表 3-1-5-6(1)、(2)に示す。生息の情報が得られ

た底生動物は 24 目 41 科 52 種である。 

これらの種のうち、同表の注釈に示す重要種の選定基準に該当する種は、オオタニ

シ、カラスガイ及びザリガニなど計 8種である。 

 

表 3-1-5-6(1) 文献調査底生動物確認種一覧 

 

出典

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1

新ヒザラガイ ケハダヒザラガイ ヒメケハダヒザラガイ ●

カサガイ コガモガイ コガモガイ ●

コウダカアオガイ ●

原始紐舌 タニシ オオタニシ NT ●

盤足 ウミニナ ホソウミニナ ●

タマキビ アラレタマキビガイ ●

タマキビガイ ●

ワカウラツボ カワグチツボ NT ●

カワザンショウガイ カワザンショウガイ ●

アメフラシ アメフラシ アメフラシ ●

基眼 モノアラガイ モノアラガイ科の一種 ●

イガイ イガイ ホトトギスガイ ●

ムラサキイガイ ●

カキ イタボガキ マガキ ●

イシガイ イシガイ カラスガイ NT ●

マルスダレガイ シオサザナミ イソシジミ ●

シジミ ヤマトシジミ NT ●

シジミ科 ○

マルスダレガイ ヌノメアサリ ●

アサリ ●

オオノガイ ヌマコダキガイ ヌマコダキガイ CR+EN ●

ウミタケガイモドキ オキナガイ ソトオリガイ ●

サシバゴカイ ゴカイ ゴカイ科 ●

スピオ スピオ ヤマトスピオ ●

イトゴカイ イトゴカイ イトゴカイ ●

オフェリアゴカイ オフェリアゴカイ ニッポンオフェリア ●

ケヤリムシ ケヤリムシ エラコ ●

イトミミズ ヒメミミズ イソヒメミミズ ●

ミズミミズ エラミミズ ●

ユリミミズ ●

イトミミズ ●

ミズミミズ科の一種 ○

フジツボ ミョウガガイ カメノテ ●

イワフジツボ イワフジツボ ●

フジツボ シロスジフジツボ ●

クーマ － クーマ目 ●

ヨコエビ ハマトビムシ ヒメハマトビムシ ●

ワラジムシ ミズムシ ミズムシ ●

スナホリムシ ヒメスナホリムシ ●

コツブムシ イソコツブムシ ●

アミ アミ シキシマフクロアミ ●

イサザアミ ●

エビ ヌマエビ ヌマエビ ●

目名 科名 種名
重要種選定基準
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表 3-1-5-6(2) 文献調査底生動物確認種一覧

 
 

 

注 1： 

 

分類、配列は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト－平成 28 年度生物リスト」 

(平成 28 年 国土交通省)に準拠 

注 2：  表中の「○」は、リスト中により下位の種等があるため、種数に計上しない。 

注 3： 重要種の選定基準は以下のとおり 

Ⅰ「文化財保護法」(昭和 25 年 法律第 214 号) 

Ⅱ「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成 4年 法律第 75 号) 

Ⅲ「環境省レッドリスト 2017」(平成 29 年 環境省) 

CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類 VU：絶滅危惧Ⅱ類 NT：準絶滅危惧 

Ⅳ「青森県の希少な野生生物－青森県レッドデータブック(2010 年改訂版)－」 

(平成 22 年 青森県）

B：重要希少野生生物 C：希少野生生物 D：要調査野生生物 

出典： 1「六ヶ所村史」(平成 9年 六ヶ所村) 

 

  

出典

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1

エビ テナガエビ スジエビ ●

エビジャコ エビジャコ ●

アメリカザリガニ ザリガニ VU B ●

アメリカザリガニ ●

サワガニ サワガニ C ●

ムツハアリアケガニ アリアケモドキ D ●

モクズガニ モクズガニ ●

ヒライソガニ ●

ケフサイソガニ ●

イソガニ ●

イワガニ イワガニ ●

24目 41科 52種 0種 0種 6種 3種 52種

種名
重要種選定基準

目名 科名
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7） 注目すべき生息地 

文献調査の結果、事業実施想定区域及びその周辺地域には、表 3-1-5-7 及び図 3-

1-5-3 に示すように、県の天然記念物に指定された「横浜町のゲンジボタルおよびそ

の生息地」がある。指定地は 3箇所に分かれており、そのうち上田ノ沢地区が事業実

施想定区域から西側約 0.6km に位置し最寄りとなる。この他に集団繁殖地や集団ねぐ

ら等に代表される注目すべき生息地は存在しない 

 

表 3-1-5-7 注目すべき生息地（青森県天然記念物） 

指定名称 選定理由 
図対応 

記号 
所在地 

横浜町のゲンジボタル 

およびその生息地 
ゲンジボタル生息の北限地 

① 横浜町上田ノ沢地区 

② 横浜町吹越地区 

（図外） 横浜町長下地区 

注：表中の記号は図 3-1-5-3 の記号に対応する。 

出典：青森県教育委員会文化財保護課「国・県指定文化財一覧」（閲覧日：2017 年 10 月） 

横浜町教育委員会「横浜町の文化財紹介」（閲覧日：2017 年 10 月） 
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図 3-1-5-3 注目すべき生息地  
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Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4

ヒカゲノカズラ ヒメスギラン ●

ヒカゲノカズラ ヒカゲノカズラ ● ● ●

ヒカゲノカズラ マンネンスギ ●

ヒカゲノカズラ トウゲシバ ●

ヒカゲノカズラ ホソバトウゲシバ ● ●

イワヒバ エゾヒメクラマゴケ ● ●

イワヒバ クラマゴケ ●

イワヒバ ヒモカズラ ●

ミズニラ ヒメミズニラ NT C ●

ミズニラ ミズニラ NT C ● ● ●

トクサ スギナ ● ● ●

トクサ ミズドクサ ● ●

トクサ トクサ ● ●

トクサ イヌスギナ ●

トクサ イヌドクサ ●

ハナヤスリ オオハナワラビ ●

ハナヤスリ エゾフユノハナワラビ ● ●

ハナヤスリ ナガホノナツノハナワラビ ●

ハナヤスリ フユノハナワラビ ● ●

ハナヤスリ ナツノハナワラビ ● ●

ハナヤスリ ハマハナヤスリ ●

ゼンマイ ヤマドリゼンマイ ● ●

ゼンマイ ゼンマイ ● ●

キジノオシダ ヤマソテツ ● ●

コケシノブ コケシノブ ●

コバノイシカグマ イヌシダ ●

コバノイシカグマ オウレンシダ ● ●

コバノイシカグマ イワヒメワラビ ●

コバノイシカグマ ワラビ ● ● ●

シノブ シノブ ●

ミズワラビ クジャクシダ ● ●

ミズワラビ イワガネゼンマイ ● ● ●

チャセンシダ トラノオシダ ● ●

チャセンシダ クモノスシダ ● ●

チャセンシダ イチョウシダ NT B ● ●

チャセンシダ コタニワタリ ● ●

チャセンシダ チャセンシダ A ● ●

シシガシラ シシガシラ ● ●

オシダ ホソバナライシダ ● ● ●

オシダ シノブカグマ ● ● ●

オシダ リョウメンシダ ● ●

オシダ オニヤブソテツ ● ●

オシダ ヤマヤブソテツ ●

オシダ オクヤマシダ ●

オシダ シラネワラビ ●

オシダ オシダ ● ●

シダ植物門

分類 科名 種名
重要種選定基準 出典

（2） 植物の生育の状況 

1） 植物相 

文献調査による植物確認種一覧を表 3-1-5-8(1)～(24)に示す。生育の情報が得ら

れた植物は 152 科 1,315 種（亜種、変種、品種を含む）である。 

これらの種のうち、同表の注釈に示す重要種の選定基準に該当する種は、オキナグ

サ、トチカガミ及びサルメンエビネなど計 102 種である。 

 

表 3-1-5-8(1) 文献調査植物確認種一覧 
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Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4

オシダ クマワラビ ●

オシダ ミヤマベニシダ ●

オシダ ミヤマイタチシダ ● ●

オシダ タニヘゴ ● ● ●

オシダ ツルデンダ ●

オシダ サカゲイノデ ● ●

オシダ ジュウモンジシダ ● ●

ヒメシダ ミゾシダ ● ● ●

ヒメシダ ハリガネワラビ ●

ヒメシダ ニッコウシダ ●

ヒメシダ ヒメシダ ● ●

ヒメシダ ミヤマワラビ ● ●

ヒメシダ オオバショリマ ●

メシダ エゾメシダ ● ●

メシダ カラクサイヌワラビ ●

メシダ サトメシダ ● ● ●

メシダ オクヤマワラビ ●

メシダ ミヤマメシダ ● ● ●

メシダ イヌワラビ ● ●

メシダ ミヤマヘビノネゴザ ●

メシダ ヤマイヌワラビ ● ●

メシダ ヘビノネゴザ ● ● ●

メシダ イッポンワラビ ● ●

メシダ ホソバシケシダ ●

メシダ シケシダ ● ●

メシダ ミヤマシケシダ（狭義） ● ●

メシダ キヨタキシダ ● ●

メシダ イワウサギシダ ● ●

メシダ イヌガンソク ● ●

メシダ クサソテツ ● ●

メシダ コウヤワラビ ● ●

メシダ イワデンダ ●

ウラボシ ホテイシダ ● ●

ウラボシ ヒメノキシノブ ●

ウラボシ ノキシノブ ● ●

ウラボシ ミヤマノキシノブ ● ● ●

ウラボシ オシャグジデンダ ●

ウラボシ オオエゾデンダ EN B ● ●

サンショウモ サンショウモ VU B ●

マツ オオシラビソ ●

マツ アカマツ ● ● ●

マツ クロマツ ● ● ●

スギ スギ ●

ヒノキ ミヤマビャクシン ● ● ● ●

ヒノキ ハイネズ ● ● ● ●

ヒノキ ヒノキアスナロ ● ● ●

イヌガヤ ハイイヌガヤ ● ●

イチイ イチイ ● ● ●

ヤマモモ ヤチヤナギ ● ●

クルミ オニグルミ ● ●

クルミ サワグルミ ● ●

ヤナギ ウラジロハコヤナギ ●

ヤナギ ドロノキ ● ●

ヤナギ セイヨウハコヤナギ ●

ヤナギ ヤマナラシ ● ●

ヤナギ シダレヤナギ ●

シダ植物門

種名
重要種選定基準 出典

分類 科名

種子植物門
 被子植物亜門
  双子葉植物綱
   離弁花亜綱

種子植物門
 裸子植物亜門
  マツ綱

表 3-1-5-8(2) 文献調査植物確認種一覧 
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Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4

ヤナギ バッコヤナギ ●

ヤナギ カワヤナギ ●

ヤナギ ネコヤナギ ●

ヤナギ イヌコリヤナギ ● ●

ヤナギ シロヤナギ ●

ヤナギ ウンリュウヤナギ ●

ヤナギ エゾノキヌヤナギ ● ●

ヤナギ ミヤマヤナギ ● ●

ヤナギ オノエヤナギ ●

ヤナギ タチヤナギ ●

ヤナギ イケノヤナギ ●

ヤナギ キツネヤナギ ● ● ●

カバノキ ケヤマハンノキ ●

カバノキ ヤマハンノキ ●

カバノキ ハンノキ ● ●

カバノキ ヤチハンノキ ●

カバノキ ミヤマハンノキ ●

カバノキ ウスゲヒロハハンノキ ●

カバノキ ヒメヤシャブシ ●

カバノキ オオバヤシャブシ ● ●

カバノキ ウダイカンバ ●

カバノキ サワシバ ● ● ●

カバノキ アカシデ ● ● ●

カバノキ ハシバミ ●

カバノキ ツノハシバミ ● ●

カバノキ アサダ ●

ブナ クリ ● ● ●

ブナ ブナ ● ● ●

ブナ イヌブナ ●

ブナ クヌギ ●

ブナ ミズナラ ● ● ●

ブナ カシワ ● ●

ブナ コナラ ● ● ●

ニレ エゾエノキ ● ●

ニレ ハルニレ ●

ニレ オヒョウ ● ●

ニレ アキニレ ●

ニレ ケヤキ ●

クワ アサ ●

クワ クワクサ ●

クワ カナムグラ ● ●

クワ カラハナソウ ● ●

クワ ヤマグワ ● ●

イラクサ ラセイタソウ ● ●

イラクサ カラムシ ●

イラクサ アカソ ● ●

イラクサ ヤマトキホコリ ● ●

イラクサ ウワバミソウ ● ●

イラクサ ムカゴイラクサ ● ●

イラクサ ミヤマイラクサ ●

イラクサ カテンソウ ●

イラクサ アオミズ ● ●

イラクサ コバノイラクサ ●

イラクサ イラクサ ●

ビャクダン カナビキソウ ●

ヤドリギ ヤドリギ ●

種子植物門
 被子植物亜門
  双子葉植物綱
   離弁花亜綱

分類 科名 種名
重要種選定基準 出典

表 3-1-5-8(3) 文献調査植物確認種一覧 
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Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4

タデ ミズヒキ ● ●

タデ ソバカズラ ●

タデ ツルタデ ●

タデ ウナギツカミ ●

タデ エゾノミズタデ ●

タデ ヤナギヌカボ VU A ●

タデ ナガバノウナギツカミ NT ●

タデ ヤナギタデ ●

タデ シロバナサクラタデ ● ●

タデ オオイヌタデ ● ●

タデ イヌタデ ● ●

タデ オオネバリタデ ●

タデ タニソバ ●

タデ オオケタデ ●

タデ イシミカワ ● ●

タデ ハナタデ ●

タデ サナエタデ ● ●

タデ ママコノシリヌグイ ● ●

タデ アキノウナギツカミ ●

タデ ミゾソバ ● ●

タデ ハルタデ ●

タデ ハイミチヤナギ ●

タデ ミチヤナギ ● ●

タデ アキノミチヤナギ ●

タデ イタドリ ●

タデ オオイタドリ ● ●

タデ スイバ ● ● ●

タデ ヒメスイバ ● ●

タデ ナガバギシギシ ●

タデ ギシギシ ● ●

タデ ノダイオウ VU C ●

タデ エゾノギシギシ ● ●

ヤマゴボウ ヨウシュヤマゴボウ ●

ヤマゴボウ ヤマゴボウ ●

ヤマゴボウ マルミノヤマゴボウ ●

オシロイバナ オシロイバナ ●

ハマミズナ マツバギク ●

ハマミズナ ツルナ ●

スベリヒユ スベリヒユ ● ●

ナデシコ ノミノツヅリ ●

ナデシコ オオバナノミミナグサ ● ● ●

ナデシコ オランダミミナグサ ●

ナデシコ オオミミナグサ ●

ナデシコ ミミナグサ ● ●

ナデシコ ナンバンハコベ ● ●

ナデシコ ノハラナデシコ ●

ナデシコ エゾカワラナデシコ ● ● ●

ナデシコ カワラナデシコ ● ● ●

ナデシコ ハマハコベ ● ●

ナデシコ スイセンノウ ●

ナデシコ オオヤマフスマ ● ●

ナデシコ タチハコベ VU C ●

ナデシコ ツメクサ ● ●

ナデシコ ハマツメクサ ●

ナデシコ ムシトリナデシコ ● ● ●

ナデシコ オオシラタマソウ ●

種子植物門
 被子植物亜門
  双子葉植物綱
   離弁花亜綱

分類 科名 種名
重要種選定基準 出典

表 3-1-5-8(4) 文献調査植物確認種一覧 
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Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4

ナデシコ アケボノセンノウ ●

ナデシコ フシグロ ●

ナデシコ オオツメクサ ●

ナデシコ ウシオツメクサ ●

ナデシコ ノミノフスマ ● ●

ナデシコ ウシハコベ ●

ナデシコ サワハコベ ● ●

ナデシコ カラフトホソバハコベ ●

ナデシコ コハコベ ●

ナデシコ ミドリハコベ ● ●

ナデシコ ミヤマハコベ ●

アカザ ホソバノハマアカザ ● ●

アカザ ハマアカザ ● ●

アカザ シロザ ● ●

アカザ アカザ ● ●

アカザ アリタソウ ●

アカザ ウラジロアカザ ●

アカザ ホウキギ ●

アカザ シラゲホオキギ ●

アカザ オカヒジキ ● ● ●

ヒユ ヒカゲイノコズチ ● ●

ヒユ ヒナタイノコズチ ●

ヒユ ホソアオゲイトウ ●

ヒユ イヌビユ ●

モクレン ホオノキ ● ●

モクレン コブシ ●

モクレン キタコブシ ● ●

マツブサ マツブサ ● ●

クスノキ オオバクロモジ ● ●

クスノキ アブラチャン ●

カツラ カツラ ● ● ●

キンポウゲ オオレイジンソウ B ●

キンポウゲ ヤマトリカブト ●

キンポウゲ レイジンソウ ●

キンポウゲ オクトリカブト ● ●

キンポウゲ ルイヨウショウマ ● ●

キンポウゲ フクジュソウ B ● ●

キンポウゲ ニリンソウ ● ● ●

キンポウゲ イチリンソウ ●

キンポウゲ キクザキイチゲ ● ● ●

キンポウゲ アズマイチゲ ●

キンポウゲ サンリンソウ ●

キンポウゲ ヤマオダマキ ● ●

キンポウゲ オダマキ ●

キンポウゲ ミヤマオダマキ ●

キンポウゲ エゾノリュウキンカ B ●

キンポウゲ エンコウソウ ● ●

キンポウゲ リュウキンカ ●

キンポウゲ オオバショウマ ●

キンポウゲ サラシナショウマ ● ●

キンポウゲ ミヤマハンショウヅル ●

キンポウゲ ボタンヅル ● ●

キンポウゲ ハンショウヅル B ●

キンポウゲ カザグルマ NT ●

キンポウゲ クサボタン ● ● ●

キンポウゲ センニンソウ ● ●

種子植物門
 被子植物亜門
  双子葉植物綱
   離弁花亜綱

種名
重要種選定基準 出典

分類 科名

表 3-1-5-8(5) 文献調査植物確認種一覧 
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Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4

キンポウゲ オウレン ●

キンポウゲ セリバオウレン ●

キンポウゲ ヒメキンポウゲ VU C ●

キンポウゲ オキナグサ VU A ● ●

キンポウゲ オオウマノアシガタ C ●

キンポウゲ ツルキツネノボタン ●

キンポウゲ ウマノアシガタ ● ●

キンポウゲ バイカモ ●

キンポウゲ ハイキンポウゲ ●

キンポウゲ タガラシ ●

キンポウゲ キツネノボタン ● ●

キンポウゲ チトセバイカモ EN A ●

キンポウゲ カラマツソウ ● ●

キンポウゲ ミヤマカラマツ ● ●

キンポウゲ アキカラマツ ● ● ●

キンポウゲ ノカラマツ VU B ●

キンポウゲ モミジカラマツ ●

シラネアオイ シラネアオイ ● ●

メギ ヒロハヘビノボラズ ● ●

メギ ルイヨウボタン ● ●

メギ サンカヨウ ●

メギ イカリソウ ●

メギ キバナイカリソウ ● ●

アケビ ミツバアケビ ● ●

ツヅラフジ アオツヅラフジ ● ●

ツヅラフジ コウモリカズラ ●

ツヅラフジ ツヅラフジ ●

スイレン ジュンサイ ● ● ●

スイレン フサジュンサイ ●

スイレン コウホネ ● ● ● ●

スイレン ヒツジグサ ● ● ● ●

マツモ マツモ ●

ドクダミ ドクダミ ● ●

センリョウ ヒトリシズカ ● ●

センリョウ フタリシズカ ● ●

ウマノスズクサ ウマノスズクサ ●

ウマノスズクサ オクエゾサイシン ●

ウマノスズクサ ウスバサイシン ● ●

ウマノスズクサ ミチノクサイシン VU C ●

ボタン ヤマシャクヤク NT B ● ●

ボタン シャクヤク ●

マタタビ サルナシ ● ●

マタタビ ミヤママタタビ ●

マタタビ マタタビ ● ● ●

オトギリソウ トモエソウ ●

オトギリソウ オトギリソウ ●

オトギリソウ コケオトギリ ●

オトギリソウ コゴメバオトギリ ●

オトギリソウ サワオトギリ ●

オトギリソウ オシマオトギリ ●

オトギリソウ エゾオトギリ VU C ● ●

オトギリソウ ミズオトギリ ●

モウセンゴケ モウセンゴケ ● ● ● ●

ケシ クサノオウ ● ●

ケシ エゾエンゴサク ● ●

ケシ ミチノクエンゴサク ●

種子植物門
 被子植物亜門
  双子葉植物綱
   離弁花亜綱

出典
分類 科名 種名

重要種選定基準

表 3-1-5-8(6) 文献調査植物確認種一覧 
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Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4

ケシ ムラサキケマン ●

ケシ ヤマエンゴサク ●

ケシ ミヤマキケマン ● ●

ケシ ケマンソウ ●

ケシ タケニグサ ●

ケシ オニゲシ ●

ケシ ヒナゲシ ●

アブラナ ヤマハタザオ ●

アブラナ ハマハタザオ ● ●

アブラナ ヤマガラシ ●

アブラナ ハルザキヤマガラシ ●

アブラナ セイヨウアブラナ ● ●

アブラナ ナズナ ● ●

アブラナ オオケタネツケバナ ●

アブラナ タネツケバナ ●

アブラナ ジャニンジン ●

アブラナ コンロンソウ ●

アブラナ オオバタネツケバナ ●

アブラナ イヌナズナ ●

アブラナ ユリワサビ ●

アブラナ マメグンバイナズナ ●

アブラナ オランダガラシ ●

アブラナ ハマダイコン ● ● ●

アブラナ イヌガラシ ● ●

アブラナ スカシタゴボウ ● ●

アブラナ キバナハタザオ ●

アブラナ グンバイナズナ ●

マンサク マルバマンサク ● ●

ベンケイソウ ベンケイソウ ●

ベンケイソウ アオノイワレンゲ ● ●

ベンケイソウ イワベンケイ ● ●

ベンケイソウ ホソバノキリンソウ ● ●

ベンケイソウ キリンソウ ● ●

ベンケイソウ ハコダテキリンソウ C ● ●

ベンケイソウ エゾノキリンソウ ● ● ●

ベンケイソウ ツルマンネングサ ●

ユキノシタ アカショウマ ●

ユキノシタ トリアシショウマ ● ● ●

ユキノシタ ツルネコノメソウ ●

ユキノシタ ネコノメソウ ●

ユキノシタ ヤマネコノメソウ ●

ユキノシタ チシマネコノメ ● ● ●

ユキノシタ マルバネコノメ ● ●

ユキノシタ ウツギ ● ●

ユキノシタ ノリウツギ ● ● ●

ユキノシタ ゴトウヅル ● ●

ユキノシタ ヤマアジサイ ●

ユキノシタ エゾアジサイ ● ●

ユキノシタ エゾノチャルメルソウ ● ●

ユキノシタ ウメバチソウ ● ● ●

ユキノシタ コマガタケスグリ ●

ユキノシタ ヤグルマソウ ●

ユキノシタ ダイモンジソウ ●

ユキノシタ エゾクロクモソウ ●

ユキノシタ ユキノシタ ●

ユキノシタ イワガラミ ● ● ●

種子植物門
 被子植物亜門
  双子葉植物綱
   離弁花亜綱

分類 科名 種名
重要種選定基準 出典

表 3-1-5-8(7) 文献調査植物確認種一覧 
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Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4

ユキノシタ ズダヤクシュ ● ●

バラ キンミズヒキ ● ●

バラ ヤマブキショウマ ● ●

バラ クサボケ ●

バラ ヘビイチゴ ● ●

バラ ヤブヘビイチゴ ● ●

バラ オニシモツケ ●

バラ オランダイチゴ ●

バラ ノウゴウイチゴ ●

バラ オオダイコンソウ ● ●

バラ ダイコンソウ ● ● ●

バラ カラフトダイコンソウ B ●

バラ ヤマブキ ● ●

バラ エゾノコリンゴ ●

バラ ズミ ● ●

バラ ヒメヘビイチゴ ● ● ●

バラ ミツモトソウ ●

バラ エゾツルキンバイ ● ●

バラ キジムシロ ●

バラ ミツバツチグリ ●

バラ ヒロハノカワラサイコ VU C ● ●

バラ クロバナロウゲ ● ●

バラ カマツカ ● ● ●

バラ ウワミズザクラ ● ● ●

バラ サトザクラ ●

バラ ミヤマザクラ ●

バラ ミネザクラ ●

バラ チシマザクラ ● ●

バラ スモモ ●

バラ エゾヤマザクラ ● ● ●

バラ シウリザクラ ● ● ●

バラ カスミザクラ ● ● ●

バラ ソメイヨシノ ●

バラ ミチノクナシ EN B ● ● ●

バラ コハマナス ●

バラ ノイバラ ● ● ●

バラ ハマナス ● ● ● ●

バラ クマイチゴ ● ●

バラ クロイチゴ ●

バラ シモキタイチゴ ●

バラ モミジイチゴ ● ● ●

バラ ナワシロイチゴ ● ● ●

バラ コバノフユイチゴ ● ●

バラ エビガライチゴ ●

バラ ナガボノワレモコウ ●

バラ ナガボノシロワレモコウ ● ● ●

バラ アズキナシ ● ● ●

バラ ナナカマド ● ● ●

バラ ウラジロノキ ●

バラ コキンバイ ●

マメ ウスバヤブマメ ●

マメ ホドイモ ●

マメ モメンヅル ●

マメ エニシダ ●

マメ ヌスビトハギ ● ●

マメ ヤブハギ ●

種子植物門
 被子植物亜門
  双子葉植物綱
   離弁花亜綱

重要種選定基準 出典
分類 科名 種名

表 3-1-5-8(8) 文献調査植物確認種一覧 
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Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4

マメ ヤハズソウ ● ●

マメ ハマエンドウ ● ● ●

マメ エゾノレンリソウ ● ● ●

マメ ヤマハギ ● ●

マメ メドハギ ● ●

マメ ハイメドハギ ●

マメ ネコハギ ● ● ●

マメ イヌハギ VU ● ●

マメ セイヨウミヤコグサ ●

マメ ミヤコグサ ● ● ●

マメ ネビキミヤコグサ ●

マメ イヌエンジュ ● ●

マメ インゲン ●

マメ クズ ●

マメ ハリエンジュ ● ●

マメ センダイハギ ● ●

マメ クスダマツメクサ ●

マメ タチオランダゲンゲ ●

マメ ムラサキツメクサ ● ●

マメ シロツメクサ ● ●

マメ ツルフジバカマ ● ● ●

マメ ヤハズエンドウ ●

マメ クサフジ ●

マメ スズメノエンドウ ●

マメ ヒロハクサフジ ● ●

マメ オオバクサフジ ●

マメ ナンテンハギ ● ●

マメ ビロードクサフジ ●

マメ アズキ ●

マメ ササゲ ●

マメ フジ ●

カタバミ コミヤマカタバミ ● ●

カタバミ カタバミ ● ●

カタバミ エゾタチカタバミ ●

フウロソウ チシマフウロ C ●

フウロソウ ゲンノショウコ ● ●

フウロソウ ミツバフウロ ●

フウロソウ エゾフウロ ● ●

トウダイグサ エノキグサ ● ●

トウダイグサ ノウルシ NT C ● ●

トウダイグサ マツバトウダイ ●

トウダイグサ トウダイグサ ●

トウダイグサ ナツトウダイ ●

トウダイグサ コニシキソウ ● ●

トウダイグサ ヒメミカンソウ ●

トウダイグサ コミカンソウ ●

ユズリハ エゾユズリハ ● ●

ミカン キハダ ●

ミカン ツルシキミ ● ●

ミカン サンショウ ● ●

ニガキ ニガキ ● ● ●

ヒメハギ ヒメハギ ● ●

ドクウツギ ドクウツギ ● ●

ウルシ ツタウルシ ● ●

ウルシ ヌルデ ● ● ●

ウルシ ヤマウルシ ● ●

種子植物門
 被子植物亜門
  双子葉植物綱
   離弁花亜綱

分類 科名 種名
重要種選定基準 出典

表 3-1-5-8(9) 文献調査植物確認種一覧 



3-75(88) 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4

カエデ カラコギカエデ ●

カエデ ハウチワカエデ ● ●

カエデ コミネカエデ ●

カエデ ヤマモミジ ● ●

カエデ イタヤカエデ（広義） ●

カエデ オニイタヤ ●

カエデ エゾイタヤ ● ● ●

カエデ アカイタヤ ●

カエデ ミネカエデ ●

トチノキ トチノキ ● ●

アワブキ アワブキ ●

ツリフネソウ キツリフネ ●

ツリフネソウ ツリフネソウ ●

モチノキ ハイイヌツゲ ● ●

モチノキ ヒメモチ ● ●

モチノキ アオハダ ● ● ●

モチノキ ツルツゲ ● ● ●

モチノキ ウメモドキ ●

モチノキ アカミノイヌツゲ ●

ニシキギ ツルウメモドキ ●

ニシキギ オニツルウメモドキ ●

ニシキギ ニシキギ ●

ニシキギ コマユミ ● ●

ニシキギ ツルマサキ ●

ニシキギ サワダツ ●

ニシキギ ツリバナ ● ● ●

ニシキギ オオツリバナ ●

ニシキギ マユミ ● ●

ミツバウツギ ミツバウツギ ●

ツゲ フッキソウ ● ●

クロウメモドキ クマヤナギ ● ●

クロウメモドキ イソノキ ●

クロウメモドキ クロウメモドキ ● ● ●

ブドウ ノブドウ ● ●

ブドウ ヤブガラシ ● ●

ブドウ ヤマブドウ ● ●

ブドウ エビヅル ● ●

ブドウ サンカクヅル ●

ブドウ ウスゲサンカクヅル ●

シナノキ シナノキ ● ● ●

シナノキ オオバボダイジュ ● ●

アオイ タチアオイ ●

アオイ ジャコウアオイ ●

アオイ ゼニアオイ ● ●

ジンチョウゲ エゾナニワズ ● ●

グミ トウグミ ●

グミ アキグミ ● ● ●

スミレ オオバキスミレ ●

スミレ テリハタチツボスミレ ●

スミレ タチツボスミレ ●

スミレ アオイスミレ ● ●

スミレ オオタチツボスミレ ●

スミレ スミレ ● ●

スミレ イブキスミレ ●

スミレ アカネスミレ ●

スミレ ナガハシスミレ ● ●

種子植物門
 被子植物亜門
  双子葉植物綱
   離弁花亜綱

出典
分類 科名 種名

重要種選定基準

表 3-1-5-8(10) 文献調査植物確認種一覧 

  



3-76(89) 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4

スミレ ミヤマスミレ ● ●

スミレ イソスミレ VU C ● ● ●

スミレ スミレサイシン ●

スミレ ツボスミレ ● ● ●

スミレ アギスミレ ● ●

キブシ キブシ ●

ウリ ゴキヅル ●

ウリ アマチャヅル ● ●

ウリ ミヤマニガウリ ● ●

ウリ アレチウリ ●

ウリ カラスウリ ●

ウリ キカラスウリ ●

ミソハギ ミソハギ ● ● ●

ミソハギ エゾミソハギ ● ● ● ●

ミソハギ ミズスギナ CR ● ●

ミソハギ キカシグサ ●

ヒシ ヒメビシ VU ●

ヒシ ヒシ ● ● ●

ヒシ オニビシ ●

アカバナ ミヤマタニタデ ●

アカバナ ウシタキソウ ●

アカバナ タニタデ ● ●

アカバナ ミズタマソウ ●

アカバナ ヤナギラン ●

アカバナ イワアカバナ ●

アカバナ アカバナ ● ●

アカバナ オオマツヨイグサ ● ●

アカバナ アレチマツヨイグサ ● ●

アリノトウグサ アリノトウグサ ● ● ●

アリノトウグサ ホザキノフサモ ● ●

アリノトウグサ タチモ NT C ●

アリノトウグサ フサモ ●

ウリノキ ウリノキ ● ●

ミズキ ヒメアオキ ● ●

ミズキ ヤマボウシ ● ● ●

ミズキ ゴゼンタチバナ ●

ミズキ ミズキ ● ●

ミズキ クマノミズキ ●

ミズキ ハナイカダ ● ●

ウコギ ケヤマウコギ ●

ウコギ コシアブラ ● ●

ウコギ ウコギ ●

ウコギ ヤマウコギ ●

ウコギ ウド ● ●

ウコギ タラノキ ● ●

ウコギ タカノツメ ●

ウコギ キヅタ ●

ウコギ ハリギリ ● ●

ウコギ ハリブキ ● ●

ウコギ トチバニンジン ● ●

セリ エゾボウフウ ●

セリ ミヤマトウキ ● ●

セリ エゾノヨロイグサ ● ●

セリ ノダケ ●

セリ アマニュウ ● ● ●

セリ オオバセンキュウ ●

分類 科名 種名
重要種選定基準 出典

種子植物門
 被子植物亜門
  双子葉植物綱
   離弁花亜綱

表 3-1-5-8(11) 文献調査植物確認種一覧 
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Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4

セリ シラネセンキュウ ●

セリ エゾニュウ ● ●

セリ シャク ●

セリ ホタルサイコ ● ●

セリ ドクゼリ ● ● ●

セリ ハマゼリ ●

セリ ミヤマセンキュウ ●

セリ ミツバ ● ●

セリ ノラニンジン ● ●

セリ ハマボウフウ ● ● ●

セリ オオハナウド ●

セリ ノチドメ ● ●

セリ オオチドメ ●

セリ チドメグサ ●

セリ マルバトウキ ● ● ●

セリ セリ ● ● ●

セリ ヤブニンジン ● ●

セリ ヤマゼリ ●

セリ オオカサモチ ● ●

セリ ウマノミツバ ● ●

セリ イブキボウフウ ● ● ●

セリ ムカゴニンジン ●

セリ カノツメソウ ●

セリ シラネニンジン ●

セリ イブキゼリ ●

セリ ヤブジラミ ● ● ●

セリ オヤブジラミ ●

リョウブ リョウブ ●

イチヤクソウ ウメガサソウ ● ● ●

イチヤクソウ オオウメガサソウ NT C ● ● ● ●

イチヤクソウ シャクジョウソウ ● ● ●

イチヤクソウ アキノギンリョウソウ ●

イチヤクソウ ギンリョウソウ ● ●

イチヤクソウ コイチヤクソウ ● ●

イチヤクソウ ベニバナイチヤクソウ ● ● ● ●

イチヤクソウ イチヤクソウ ● ● ● ●

イチヤクソウ ヒトツバイチヤクソウ ● ●

イチヤクソウ マルバイチヤクソウ ● ●

イチヤクソウ ジンヨウイチヤクソウ ● ● ●

ツツジ サラサドウダン ●

ツツジ イワナシ ●

ツツジ アカモノ ●

ツツジ エゾウラジロハナヒリノキ ●

ツツジ ウラジロヨウラク ●

ツツジ コヨウラクツツジ ●

ツツジ ムラサキヤシオ ● ● ●

ツツジ ハクサンシャクナゲ ●

ツツジ ヤマツツジ ● ● ●

ツツジ ミヤマホツツジ ●

ツツジ ホツツジ ● ● ●

ツツジ ウスノキ ●

ツツジ アクシバ ● ●

ツツジ ナツハゼ ●

ツツジ クロウスゴ ●

ツツジ ツルコケモモ ●

ツツジ オオバスノキ ●

分類 科名 種名
重要種選定基準 出典

種子植物門
 被子植物亜門
  双子葉植物綱
   離弁花亜綱

種子植物門
 被子植物亜門
  双子葉植物綱
   合弁花亜綱

表 3-1-5-8(12) 文献調査植物確認種一覧 

  



3-78(91) 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4

ガンコウラン ガンコウラン ● ● ●

ヤブコウジ ヤブコウジ ● ●

サクラソウ ウミミドリ ● ● ●

サクラソウ オカトラノオ ●

サクラソウ ヌマトラノオ ● ●

サクラソウ ナガエコナスビ ●

サクラソウ コナスビ ● ●

サクラソウ ハマボッス ● ● ●

サクラソウ ヤナギトラノオ ●

サクラソウ クサレダマ ● ● ●

サクラソウ ユキワリソウ B ●

サクラソウ クリンソウ ●

サクラソウ ツマトリソウ ●

エゴノキ エゴノキ ● ● ●

エゴノキ ハクウンボク ● ●

ハイノキ サワフタギ ●

モクセイ トネリコ ●

モクセイ アオダモ ● ●

モクセイ ヤチダモ ● ●

モクセイ イボタノキ ● ●

モクセイ ミヤマイボタ ● ● ●

リンドウ エゾリンドウ ● ●

リンドウ フデリンドウ ● ● ●

リンドウ アケボノソウ ● ●

リンドウ センブリ ● ●

リンドウ ツルリンドウ ● ●

ミツガシワ ミツガシワ ● ● ●

ミツガシワ ヒメシロアサザ VU ●

ミツガシワ ガガブタ NT ●

ミツガシワ アサザ NT B ●

キョウチクトウ チョウジソウ NT B ●

ガガイモ イケマ ●

ガガイモ ガガイモ ●

ガガイモ オオカモメヅル ● ●

ガガイモ スズサイコ NT B ●

ガガイモ シロバナカモメヅル ●

アカネ クルマバソウ ● ●

アカネ オオバノヤエムグラ ● ●

アカネ ヤエムグラ ● ●

アカネ ヨツバムグラ ● ●

アカネ ホソバノヨツバムグラ ● ●

アカネ オククルマムグラ ●

アカネ クルマムグラ ●

アカネ キバナカワラマツバ ● ● ● ●

アカネ カワラマツバ ●

アカネ エゾノカワラマツバ ● ●

アカネ ソナレムグラ ●

アカネ ツルアリドオシ ● ●

アカネ ヘクソカズラ ●

アカネ アカネ ●

アカネ アカネムグラ ● ●

ハナシノブ クサキョウチクトウ ●

ハナシノブ シバザクラ ●

ヒルガオ コヒルガオ ●

ヒルガオ ヒルガオ ● ●

ヒルガオ ハマヒルガオ ● ● ●

種子植物門
 被子植物亜門
  双子葉植物綱
   合弁花亜綱

分類 科名 種名
重要種選定基準 出典

表 3-1-5-8(13) 文献調査植物確認種一覧 
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Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4

ヒルガオ ネナシカズラ ●

ムラサキ ハナイバナ ●

ムラサキ オニルリソウ ● ●

ムラサキ ホタルカズラ ●

ムラサキ ハマベンケイソウ ● ●

ムラサキ スナビキソウ ●

ムラサキ ワスレナグサ ●

ムラサキ コンフリー ● ●

ムラサキ タチカメバソウ ●

ムラサキ キュウリグサ ● ●

クマツヅラ ムラサキシキブ ● ●

クマツヅラ クサギ ●

アワゴケ ミズハコベ ● ●

シソ カワミドリ ● ●

シソ キランソウ ●

シソ ジュウニヒトエ ●

シソ ニシキゴロモ ●

シソ ジャコウソウ ● ●

シソ クルマバナ ● ●

シソ トウバナ ● ●

シソ イヌトウバナ ●

シソ ミヤマトウバナ ●

シソ ムシャリンドウ VU A ●

シソ ナギナタコウジュ ● ●

シソ カキドオシ ● ●

シソ ホトケノザ ●

シソ オドリコソウ ● ●

シソ ヒメオドリコソウ ●

シソ メハジキ ● ●

シソ シロネ ● ●

シソ ヒメシロネ ● ●

シソ コシロネ ●

シソ エゾシロネ ●

シソ ハッカ ●

シソ ヒメジソ ● ●

シソ ヤマジソ NT B ●

シソ エゴマ ●

シソ シソ ● ●

シソ ウツボグサ ● ● ●

シソ ヤマハッカ ● ●

シソ ヒキオコシ ●

シソ クロバナヒキオコシ ●

シソ アキノタムラソウ ●

シソ ヒメナミキ ●

シソ ヤマタツナミソウ ●

シソ ナミキソウ ● ● ●

シソ エゾナミキソウ VU A ● ●

シソ イヌゴマ ● ●

シソ ニガクサ ●

シソ ツルニガクサ ● ●

シソ イブキジャコウソウ ● ●

ナス ヨウシュチョウセンアサガオ ●

ナス ホオズキ ●

ナス イヌホオズキ ●

ゴマノハグサ アブノメ ●

ゴマノハグサ タチコゴメグサ ●

種子植物門
 被子植物亜門
  双子葉植物綱
   合弁花亜綱

分類 科名 種名
重要種選定基準 出典

表 3-1-5-8(14) 文献調査植物確認種一覧 
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Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4

ゴマノハグサ ミチノクコゴメグサ ●

ゴマノハグサ ウンラン ● ●

ゴマノハグサ ウリクサ ●

ゴマノハグサ アゼナ ●

ゴマノハグサ ムラサキサギゴケ ●

ゴマノハグサ トキワハゼ ● ●

ゴマノハグサ ミヤマママコナ ●

ゴマノハグサ ミゾホオズキ ●

ゴマノハグサ オオバミゾホオズキ ●

ゴマノハグサ シオガマギク ●

ゴマノハグサ エゾシオガマ ●

ゴマノハグサ コシオガマ ●

ゴマノハグサ ゴマノハグサ VU ●

ゴマノハグサ エゾヒナノウスツボ ● ●

ゴマノハグサ ヒキヨモギ ●

ゴマノハグサ タチイヌノフグリ ● ●

ゴマノハグサ ヒヨクソウ ● ●

ゴマノハグサ オオイヌノフグリ ● ●

ゴマノハグサ イヌノフグリ VU ●

ハマウツボ ナンバンギセル ●

ハマウツボ オオナンバンギセル ●

ハマウツボ ハマウツボ VU ● ●

タヌキモ コタヌキモ ● ● ●

タヌキモ タヌキモ NT B ● ● ● ●

タヌキモ ヒメタヌキモ NT B ● ● ●

ハエドクソウ ハエドクソウ ●

オオバコ オオバコ ● ● ●

オオバコ エゾオオバコ ● ● ●

オオバコ トウオオバコ ● ●

オオバコ ヘラオオバコ ● ●

スイカズラ キンギンボク ●

スイカズラ アラゲヒョウタンボク ●

スイカズラ ソクズ ●

スイカズラ ニワトコ ●

スイカズラ ガマズミ ● ●

スイカズラ オオカメノキ ● ●

スイカズラ カンボク ● ●

スイカズラ ミヤマガマズミ ● ● ●

スイカズラ オオミヤマガマズミ ●

スイカズラ ハコネウツギ ●

スイカズラ タニウツギ ● ●

オミナエシ オミナエシ ● ● ●

オミナエシ オトコエシ ● ●

マツムシソウ ナベナ ●

キキョウ モイワシャジン A ● ●

キキョウ ソバナ ●

キキョウ ツリガネニンジン ● ● ● ●

キキョウ ハマシャジン ● ●

キキョウ ホタルブクロ ●

キキョウ ツルニンジン ●

キキョウ ミゾカクシ ●

キキョウ サワギキョウ ● ● ●

キキョウ タニギキョウ ●

キキョウ キキョウ VU B ● ●

キク ノコギリソウ ● ● ●

キク キバナノコギリソウ ●

重要種選定基準 出典
科名 種名分類

種子植物門
 被子植物亜門
  双子葉植物綱
   合弁花亜綱

表 3-1-5-8(15) 文献調査植物確認種一覧 
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Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4

キク セイヨウノコギリソウ ●

キク エゾノコギリソウ ● ● ●

キク ノブキ ●

キク キッコウハグマ ● ●

キク ブタクサ ●

キク ヤマハハコ ●

キク カワラハハコ ●

キク カワラヨモギ ●

キク ヨモギ ● ●

キク オトコヨモギ ● ● ●

キク ハマオトコヨモギ ● ●

キク イヌヨモギ ●

キク オオヨモギ ●

キク シロヨモギ ● ●

キク シロヨメナ ●

キク エゾノコンギク ● ●

キク ゴマナ ●

キク シラヤマギク ●

キク オケラ ●

キク ヒナギク ●

キク センダングサ ●

キク アメリカセンダングサ ● ●

キク タウコギ ●

キク エゾノキツネアザミ ●

キク ミミコウモリ ●

キク モミジガサ ● ● ●

キク タマブキ ●

キク ヨブスマソウ ● ●

キク イヌドウナ ● ●

キク オオカニコウモリ ●

キク ヤブタバコ ●

キク ノッポロガンクビソウ ●

キク サジガンクビソウ ●

キク ミヤマヤブタバコ ●

キク トキンソウ ● ●

キク コハマギク ● ● ●

キク シャスタデージー ●

キク アカバナムシヨケギク ●

キク フランスギク ● ●

キク ヒメアザミ ●

キク マルバヒレアザミ ●

キク タチアザミ ● ●

キク ノアザミ ●

キク ナンブアザミ ●

キク オオノアザミ ●

キク サワアザミ ●

キク アレチノギク ●

キク オオアレチノギク ● ●

キク コスモス ●

キク アレチニガナ ●

キク ダンドボロギク ●

キク ヒメムカシヨモギ ● ●

キク ハルジオン ● ●

キク アズマギク ● ● ●

キク ミヤマアズマギク ● ● ●

キク ヒヨドリバナ ● ●

種子植物門
 被子植物亜門
  双子葉植物綱
   合弁花亜綱

分類 科名 種名
重要種選定基準 出典

表 3-1-5-8(16) 文献調査植物確認種一覧 
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Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4

キク ヨツバヒヨドリ ●

キク サワヒヨドリ ● ●

キク ミツバヒヨドリバナ ●

キク ハハコグサ ●

キク アキノハハコグサ EN A ●

キク チチコグサ ●

キク イヌキクイモ ●

キク キクイモ ● ●

キク コウリンタンポポ ●

キク ヤナギタンポポ ● ●

キク ブタナ ● ●

キク ミズギク ● ● ● ●

キク オグルマ ● ●

キク カセンソウ ● ●

キク シロバナハナニガナ ●

キク ハナニガナ ● ●

キク クモマニガナ B ●

キク ハマニガナ ● ●

キク イワニガナ ● ●

キク ユウガギク ● ●

キク アキノノゲシ ●

キク ヤマニガナ ● ● ●

キク トゲチシャ ●

キク ミヤマアキノノゲシ ●

キク ヤブタビラコ ●

キク センボンヤリ ●

キク オタカラコウ ●

キク トウゲブキ ● ●

キク ミヤマヨメナ ●

キク フキ ●

キク アキタブキ ●

キク コウゾリナ ●

キク オオハンゴンソウ ● ●

キク ハナガサギク ●

キク ミヤマキタアザミ VU ●

キク トガヒゴタイ ●

キク ヒメヒゴタイ VU A ●

キク ハンゴンソウ ● ●

キク サワギク ●

キク サワオグルマ ● ●

キク エゾオグルマ ●

キク ノボロギク ● ●

キク コメナモミ ●

キク メナモミ ● ●

キク オオアワダチソウ ● ●

キク アキノキリンソウ ● ●

キク ミヤマアキノキリンソウ ●

キク オニノゲシ ● ●

キク ハチジョウナ ● ●

キク ノゲシ ● ●

キク ヒメジョオン ● ●

キク ヤブレガサ ● ●

キク オヤマボクチ ●

キク エゾタンポポ ●

キク アカミタンポポ ● ●

キク セイヨウタンポポ ● ●

種子植物門
 被子植物亜門
  双子葉植物綱
   合弁花亜綱

分類 科名 種名
重要種選定基準 出典

表 3-1-5-8(17) 文献調査植物確認種一覧 
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Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4

キク オナモミ VU ●

キク ヤクシソウ ●

キク オニタビラコ ●

オモダカ ヘラオモダカ ● ● ●

オモダカ アギナシ NT B ● ●

オモダカ オモダカ ● ● ●

トチカガミ スブタ VU ● ●

トチカガミ オオカナダモ ●

トチカガミ クロモ ● ●

トチカガミ トチカガミ NT A ●

トチカガミ ミズオオバコ VU ●

トチカガミ セキショウモ ● ●

ホロムイソウ シバナ NT ●

ホロムイソウ オオシバナ NT C ●

ホロムイソウ ホソバノシバナ VU A ●

ヒルムシロ ホソバヒルムシロ VU ●

ヒルムシロ イトモ NT B ● ● ●

ヒルムシロ エゾヤナギモ ●

ヒルムシロ エビモ ●

ヒルムシロ コバノヒルムシロ VU B ●

ヒルムシロ ヒルムシロ ● ● ● ●

ヒルムシロ フトヒルムシロ ● ●

ヒルムシロ エゾノヒルムシロ ● ●

ヒルムシロ センニンモ ● ●

ヒルムシロ ササバモ ●

ヒルムシロ オヒルムシロ ● ● ●

ヒルムシロ ササエビモ VU A ●

ヒルムシロ ホソバミズヒキモ ●

ヒルムシロ ヤナギモ ● ●

ヒルムシロ ツツイトモ VU A ●

ヒルムシロ リュウノヒゲモ NT B ●

ヒルムシロ ヒロハノエビモ ●

ヒルムシロ カワツルモ NT A ●

ヒルムシロ イトクズモ VU B ●

アマモ タチアマモ VU D ●

アマモ コアマモ B ●

アマモ アマモ ● ●

アマモ スガモ ●

イバラモ ホッスモ ●

イバラモ イバラモ ● ●

イバラモ トリゲモ VU ● ●

イバラモ オオトリゲモ D ●

イバラモ ヒメイバラモ CR ●

ユリ ネバリノギラン ●

ユリ ラッキョウ ●

ユリ ネギ ●

ユリ ノビル ● ●

ユリ ヒメニラ ●

ユリ エゾネギ ●

ユリ アサツキ ● ● ● ●

ユリ ミヤマラッキョウ ● ●

ユリ ニラ ●

ユリ ギョウジャニンニク ● ● ●

ユリ ヒロハノアマナ VU ●

ユリ キジカクシ ● ● ●

ユリ ツバメオモト ● ●

種子植物門
 被子植物亜門
  双子葉植物綱
   合弁花亜綱

種子植物門
 被子植物亜門
  単子葉植物綱

分類 科名 種名
重要種選定基準 出典

表 3-1-5-8(18) 文献調査植物確認種一覧 
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Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4

ユリ スズラン ● ●

ユリ ドイツスズラン ●

ユリ ホウチャクソウ ● ●

ユリ チゴユリ ● ●

ユリ カタクリ ● ● ●

ユリ キバナノアマナ ●

ユリ ショウジョウバカマ ● ●

ユリ ヤブカンゾウ ●

ユリ ニッコウキスゲ ● ● ● ●

ユリ オオバギボウシ ● ●

ユリ タチギボウシ ● ● ● ●

ユリ ヤマユリ ●

ユリ ウバユリ ●

ユリ オオウバユリ ● ●

ユリ オニユリ ● ●

ユリ スカシユリ ● ● ● ●

ユリ エゾスカシユリ ●

ユリ クルマユリ ● ●

ユリ ヒメヤブラン ● ● ● ●

ユリ ヤブラン ● ●

ユリ ホソバノアマナ B ●

ユリ マイヅルソウ ● ●

ユリ キンコウカ ●

ユリ ジャノヒゲ ● ●

ユリ ツクバネソウ ● ● ●

ユリ クルマバツクバネソウ ●

ユリ ナルコユリ ●

ユリ ヒメイズイ ● ● ● ●

ユリ ワニグチソウ ●

ユリ ミヤマナルコユリ ●

ユリ オオナルコユリ ●

ユリ アマドコロ ● ●

ユリ オモト ●

ユリ ツルボ ●

ユリ ユキザサ ● ●

ユリ サルトリイバラ ● ●

ユリ タチシオデ ● ●

ユリ シオデ ● ●

ユリ オオバタケシマラン ●

ユリ タケシマラン ● ●

ユリ チシマゼキショウ ● ●

ユリ ヤマジノホトトギス ●

ユリ ヤマホトトギス ●

ユリ オオバナノエンレイソウ ● ● ●

ユリ エンレイソウ ● ● ●

ユリ シロバナエンレイソウ ● ●

ユリ アマナ ●

ユリ バイケイソウ ● ●

ユリ ヒロハシュロソウ ●

ユリ オオシュロソウ ●

ヒガンバナ ナツズイセン ●

ヒガンバナ スイセン ●

ヤマノイモ ナガイモ ●

ヤマノイモ ヤマノイモ ● ●

ヤマノイモ オニドコロ ● ●

ミズアオイ ミズアオイ NT C ●

種子植物門
 被子植物亜門
  単子葉植物綱

分類 科名 種名
重要種選定基準 出典

表 3-1-5-8(19) 文献調査植物確認種一覧 
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Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4

ミズアオイ コナギ ●

アヤメ ハナショウブ ●

アヤメ ノハナショウブ ● ● ●

アヤメ ジャーマン・アイリス ●

アヤメ シャガ ●

アヤメ カキツバタ NT B ● ●

アヤメ キショウブ ● ●

アヤメ アヤメ ●

アヤメ ヒメヒオウギズイセン ●

イグサ ハナビゼキショウ ●

イグサ ヒメコウガイゼキショウ ●

イグサ ヒロハノコウガイゼキショウ ●

イグサ イ ● ● ●

イグサ ホソコウガイゼキショウ ●

イグサ ドロイ ●

イグサ コウガイゼキショウ ● ● ●

イグサ アオコウガイゼキショウ ●

イグサ セキショウイ VU C ●

イグサ ホソイ ●

イグサ クサイ ● ●

イグサ イヌイ ● ●

イグサ スズメノヤリ ●

イグサ ヤマスズメノヒエ ●

イグサ ヌカボシソウ ● ●

ツユクサ ツユクサ ● ●

ツユクサ イボクサ ●

ホシクサ クロイヌノヒゲ NT ●

ホシクサ イトイヌノヒゲ ● ●

ホシクサ ニッポンイヌノヒゲ ● ●

イネ アオカモジグサ ●

イネ タチカモジグサ ●

イネ カモジグサ ● ●

イネ コヌカグサ ● ● ●

イネ ヤマヌカボ ●

イネ ヌカボ ●

イネ エゾヌカボ ● ● ●

イネ ハイコヌカグサ ●

イネ スズメノテッポウ ●

イネ オオスズメノテッポウ ●

イネ ハルガヤ ● ● ●

イネ コブナグサ ●

イネ トダシバ ●

イネ ミノゴメ ●

イネ ヤマカモジグサ ● ● ●

イネ スズメノチャヒキ ●

イネ ハマチャヒキ ●

イネ キツネガヤ ●

イネ ホガエリガヤ ●

イネ ノガリヤス ●

イネ ヤマアワ ● ● ●

イネ ヒメノガリヤス ● ●

イネ イワノガリヤス ●

イネ ムツノガリヤス ●

イネ ギョウギシバ ● ●

イネ カモガヤ ● ●

イネ タツノヒゲ ●

種子植物門
 被子植物亜門
  単子葉植物綱

種名
重要種選定基準 出典

分類 科名

表 3-1-5-8(20) 文献調査植物確認種一覧 
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Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4

イネ メヒシバ ● ●

イネ アキメヒシバ ● ●

イネ イヌビエ ●

イネ ヒエ ●

イネ オヒシバ ●

イネ ハマムギ ●

イネ ハマニンニク ● ●

イネ シナダレスズメガヤ ●

イネ カゼクサ ● ●

イネ ニワホコリ ● ●

イネ オオニワホコリ ●

イネ ナルコビエ ●

イネ オオトボシガラ A ●

イネ ヒロハノウシノケグサ ● ● ●

イネ オオウシノケグサ ● ●

イネ ウキガヤ ●

イネ ドジョウツナギ ●

イネ カラフトドジョウツナギ ●

イネ ウシノシッペイ ● ●

イネ コウボウ ●

イネ シラゲガヤ ● ●

イネ チガヤ ● ●

イネ チゴザサ ● ●

イネ ケカモノハシ ● ● ●

イネ カモノハシ ● ●

イネ エゾノサヤヌカグサ ●

イネ ネズミムギ ●

イネ ホソムギ ●

イネ コメガヤ ●

イネ キタササガヤ ●

イネ アシボソ ●

イネ イブキヌカボ ●

イネ オギ ●

イネ ススキ ● ● ●

イネ ヌマガヤ ● ●

イネ コシノネズミガヤ ●

イネ ネズミガヤ ● ●

イネ オオネズミガヤ ●

イネ チヂミザサ（広義） ●

イネ コチヂミザサ ●

イネ ヌカキビ ●

イネ スズメノヒエ ● ●

イネ チカラシバ ● ●

イネ アイアシ ●

イネ クサヨシ ● ●

イネ オオアワガエリ ● ●

イネ ヨシ ● ● ●

イネ ツルヨシ ● ●

イネ トヨオカザサ ●

イネ ミゾイチゴツナギ ●

イネ スズメノカタビラ ● ●

イネ ツルスズメノカタビラ ●

イネ ヌマイチゴツナギ ●

イネ ナガハグサ ● ●

イネ イチゴツナギ ●

イネ オオスズメノカタビラ ●

種子植物門
 被子植物亜門
  単子葉植物綱

分類 科名 種名
重要種選定基準 出典

表 3-1-5-8(21) 文献調査植物確認種一覧 
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Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4

イネ タチドジョウツナギ ●

イネ チシマドジョウツナギ ●

イネ チシマザサ ● ●

イネ ミヤコザサ ●

イネ チマキザサ ● ●

イネ クマイザサ ● ● ● ●

イネ アキノエノコログサ ●

イネ キンエノコロ ● ●

イネ エノコログサ ● ●

イネ ハマエノコロ ●

イネ オオアブラススキ ●

イネ カニツリグサ ● ●

イネ マコモ ● ●

イネ シバ ● ●

イネ オニシバ ● ●

イネ コウライシバ ●

サトイモ ショウブ ●

サトイモ ヒロハテンナンショウ ●

サトイモ マムシグサ（広義） ● ●

サトイモ ウラシマソウ ● ● ● ●

サトイモ ヒメカイウ NT B ● ●

サトイモ ミズバショウ ● ● ●

サトイモ カラスビシャク ● ●

サトイモ ザゼンソウ ● ● ●

サトイモ ヒメザゼンソウ ● ●

ウキクサ アオウキクサ ● ●

ウキクサ ウキクサ ● ●

ミクリ ミクリ NT C ● ●

ミクリ タマミクリ NT B ● ●

ミクリ ナガエミクリ NT C ●

ミクリ ヒメミクリ VU B ●

ガマ ヒメガマ ● ● ●

ガマ ガマ ● ● ● ●

ガマ コガマ ●

カヤツリグサ ウキヤガラ ● ●

カヤツリグサ ミノボロスゲ ●

カヤツリグサ ヤマタヌキラン ●

カヤツリグサ クロカワズスゲ ●

カヤツリグサ ショウジョウスゲ ● ●

カヤツリグサ ハリガネスゲ ●

カヤツリグサ チャシバスゲ ●

カヤツリグサ ミヤマシラスゲ ●

カヤツリグサ ヒメカンスゲ ●

カヤツリグサ ナルコスゲ ●

カヤツリグサ カサスゲ ●

カヤツリグサ ヤマテキリスゲ ●

カヤツリグサ オクノカンスゲ ● ●

カヤツリグサ カワラスゲ ●

カヤツリグサ ヒロバスゲ ●

カヤツリグサ ジュズスゲ ●

カヤツリグサ ヒゴクサ ●

カヤツリグサ コウボウムギ ● ● ●

カヤツリグサ ヒカゲスゲ ●

カヤツリグサ ムジナスゲ ●

カヤツリグサ アオスゲ ●

カヤツリグサ ゴウソ ● ● ●

種子植物門
 被子植物亜門
  単子葉植物綱

出典
分類 科名 種名

重要種選定基準

表 3-1-5-8(22) 文献調査植物確認種一覧 
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Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4

カヤツリグサ ミタケスゲ ●

カヤツリグサ トマリスゲ ● ●

カヤツリグサ ヒメシラスゲ ● ●

カヤツリグサ カンスゲ ●

カヤツリグサ ミヤマカンスゲ ● ●

カヤツリグサ ヤチカワズスゲ ●

カヤツリグサ タヌキラン ●

カヤツリグサ コウボウシバ ● ● ●

カヤツリグサ コカンスゲ ●

カヤツリグサ サドスゲ ●

カヤツリグサ アズマナルコ ● ●

カヤツリグサ タガネソウ ●

カヤツリグサ ミチノクホンモンジスゲ ●

カヤツリグサ オオカワズスゲ ●

カヤツリグサ アゼスゲ ● ●

カヤツリグサ オニナルコスゲ ● ●

カヤツリグサ エゾサワスゲ NT C ●

カヤツリグサ チャガヤツリ ●

カヤツリグサ ヒメクグ ●

カヤツリグサ タマガヤツリ ●

カヤツリグサ アゼガヤツリ ●

カヤツリグサ カヤツリグサ ●

カヤツリグサ ウシクグ ● ●

カヤツリグサ カワラスガナ ●

カヤツリグサ マツバイ ● ●

カヤツリグサ ハリイ ● ● ●

カヤツリグサ スジヌマハリイ VU A ●

カヤツリグサ クロハリイ ● ●

カヤツリグサ ヌマハリイ ● ● ●

カヤツリグサ マルホハリイ ●

カヤツリグサ シカクイ ● ●

カヤツリグサ サギスゲ ● ● ● ●

カヤツリグサ ワタスゲ ●

カヤツリグサ ヒメヒラテンツキ ●

カヤツリグサ ノテンツキ ●

カヤツリグサ ヤマイ ●

カヤツリグサ ミカヅキグサ ● ●

カヤツリグサ オオイヌノハナヒゲ ●

カヤツリグサ ホタルイ ● ●

カヤツリグサ ヒメホタルイ ●

カヤツリグサ シズイ ●

カヤツリグサ フトイ ● ● ● ●

カヤツリグサ カンガレイ ● ● ●

カヤツリグサ サンカクイ ● ●

カヤツリグサ アブラガヤ ●

カヤツリグサ エゾアブラガヤ ●

カヤツリグサ コシンジュガヤ ●

ラン エビネ NT B ●

ラン サルメンエビネ VU A ● ●

ラン ホテイラン EN ●

ラン ギンラン ● ●

ラン ユウシュンラン VU B ●

ラン キンラン VU B ●

ラン ササバギンラン ● ●

ラン サイハイラン ● ●

ラン シュンラン ● ●

種子植物門
 被子植物亜門
  単子葉植物綱

分類 科名 種名
重要種選定基準 出典

表 3-1-5-8(23) 文献調査植物確認種一覧 
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Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 1 2 3 4

ラン クマガイソウ VU B ● ●

ラン イチヨウラン ● ●

ラン コイチヨウラン ●

ラン エゾスズラン ● ●

ラン ハマカキラン VU B ● ●

ラン カキラン ● ●

ラン ツチアケビ ● ● ●

ラン オニノヤガラ ●

ラン アケボノシュスラン ●

ラン ツリシュスラン ●

ラン ミヤマウズラ ● ●

ラン ノビネチドリ ●

ラン サギソウ NT ●

ラン ミズトンボ VU B ●

ラン クシロチドリ CR A ● ●

ラン セイタカスズムシソウ ●

ラン ジガバチソウ ● ● ●

ラン クモキリソウ ● ●

ラン スズムシソウ ●

ラン フタバラン ●

ラン アオフタバラン ●

ラン アリドオシラン ●

ラン サカネラン VU A ●

ラン ハクサンチドリ ●

ラン コケイラン ● ●

ラン ジンバイソウ ● ●

ラン ミズチドリ ●

ラン ツレサギソウ ●

ラン ヤマサギソウ ●

ラン ハシナガヤマサギソウ ●

ラン キソチドリ ● ●

ラン オオヤマサギソウ ● ●

ラン トンボソウ ●

ラン トキソウ NT B ●

ラン ヤマトキソウ ●

ラン ネジバナ ● ● ●

ラン ショウキラン ●

－ 152科 1,315種 0種 0種 86種 80種 1,096種 144種 630種 277種

種子植物門
 被子植物亜門
  単子葉植物綱

出典
科名 種名

重要種選定基準
分類

表 3-1-5-8(24) 文献調査植物確認種一覧 

注１：分類、配列は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト－平成 28 年度生物リスト」 

(平成 28 年 国土交通省)に準拠 

注 2：重要種の選定基準は以下のとおり 

Ⅰ「文化財保護法」(昭和 25 年 法律第 214 号) 

Ⅱ「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」(平成 4年 法律第 75 号) 

Ⅲ「環境省レッドリスト 2017」(平成 29 年 環境省) 

CR：絶滅危惧ⅠA類 EN：絶滅危惧ⅠB類 VU：絶滅危惧Ⅱ類 NT：準絶滅危惧 

Ⅳ「青森県の希少な野生生物－青森県レッドデータブック(2010 年改訂版)－」 

(平成 22 年 青森県) 

A：最重要希少野生生物 B：重要希少野生生物 C：希少野生生物 D：要調査野生生物 

出典：1「むつ市史 自然編」（平成元年 むつ市） 

2「東通村史 歴史編 II」（平成 11 年 東通村） 

3「六ヶ所村史」(平成 9年 六ヶ所村) 

4「下北丘陵の自然」（平成 13 年 青森県立郷土館） 
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2） 植生 

事業実施想定区域及びその周辺の現存植生を図 3-1-5-4 に示す。 

自然植生のヒノキアスナロ群落、植林地のスギ・ヒノキ・サワラ植林及びクロマツ

植林、代償植生のブナ－ミズナラ群落、耕作地の畑地雑草群落及び牧草地等が分布す

る。 

山地にヒノキアスナロ群落が広い面積を占め、丘陵地ではカシワ群落、クロマツ植

林及びアカマツ植林の比率が高くなる。また、台地部では畑地雑草群落や牧草地等の

耕作地が分布し、多くを畑地雑草群落が占める。 
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図 3-1-5-4 現存植生 

陸奥湾 
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3） 重要な植物群落 

事業実施想定区域及びその周辺に生育する重要な植物群落の分布状況を表 3-1-5-9

に、群落の位置を図 3-1-5-5 に示す。 

事業実施想定区域及びその周辺には、特定植物群落の「横浜町向平のヨシ湿原」が

あり、事業実施想定区域の南西側約 1.2km に分布している。 

 

表 3-1-5-9 事業実施想定区域及びその周辺に生育する重要な植物群落 

図対応 

番号 
群落名 概  要 

① 
横浜町向平

のヨシ湿原

上北郡横浜町向平部落の南側を流れる牛の沢川の両端はヨシを主と

した低湿地となっている。 

群落高は 2～2.5m で植被率は 70％で林床にはカサスゲが優占し、群

落内の侵入は困難である。この他ドクセリ、ミゾソバ、ヌマガヤがみ

られる。 

このヨシ湿原の一部に水田が作られ、次第に面積が減少しつつある。

面積：13 ha 
相観植生：雪田植生 

選定基準：D 

注 1：表中の番号は図 3-1-5-5 の番号に対応する。 

注 2：選定基準に示す記号は以下のとおりである。 

D：砂丘・断崖地・塩沼池・湖沼・河川・高山・石灰岩地等の特殊な立地に特有な植物群落または個

体群で、その群落の特徴が典型的なもの 

出典：「日本の重要な植物群落 東北版」（昭和 55 年 環境庁） 

「日本の重要な植物群落Ⅱ 東北版 1」（昭和 63 年 環境庁） 

「第 5回自然環境保全基礎調査 特定植物群落調査報告書」（平成 12 年 環境庁） 

 

 

4） 巨樹・巨木林 

事業実施想定区域及びその周辺の巨樹・巨木林の分布状況を表 3-1-5-10 に、位置

を図 3-1-5-5 に示す。 

事業実施想定区域及びその周辺には、2箇所 3本の巨樹・巨木林に指定された樹木

があり、いずれも事業実施想定区域の西側約 1.6～1.7km に位置している。 

 

表 3-1-5-10 事業実施想定区域及びその周辺に生育する巨樹・巨木林 

図対応 

記号 
所在地 樹種 区分 推定樹齢 幹周 樹高 

イ 横浜町字茅平 
ケヤキ 単木 300 年以上 422 ㎝ 25 m 

カシワ 単木 300 年以上 330 ㎝ 23 m 

ロ 横浜町字寺下 ケヤキ 単木 300 年以上 300 ㎝ 15 m 

注：表中の記号は図 3-1-5-5 の記号に対応する。 

出典：「第 4回自然環境保全基礎調査 日本の巨樹・巨木林（北海道・東北版）」（平成 3年 環境庁） 
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図 3-1-5-5 特定植物群落、巨樹・巨木林等位置 

陸奥湾 
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（3） 生態系 

1） 自然環境の類型化 

事業実施想定区域及びその周辺の自然環境について、自然環境のアセスメント技術

(Ⅰ)(環境庁)、青森県環境影響評価技術指針マニュアル(青森県)等に記載される手法

に基づき、地形分類(図 3-1-4-1)、現存植生(図 3-1-5-4)の状況をオーバーレイして

類型化を行い、6つの自然環境類型区分に分類した。自然環境類型区分を表 3-1-5-11

及び図 3-1-5-6 に示す。 

事業実施想定区域及びその周辺の地形は、山地、丘陵地、台地及び低地の 4つに分

類される。 

山地、丘陵地、台地には、落葉広葉樹林やスギ植林等の樹林が広く分布している他、

標高の低い台地では牧草地や伐採跡地群落等の乾性草地が分布している。 

低地には、クロマツ植林を主とする樹林、畑地雑草群落の乾性草地、水田雑草群落

等の湿性草地の他、陸奥湾沿岸部を南北に縦断する道路沿いに市街地が点在している。

また、陸奥湾海岸沿いには、クロマツ植林や畑地雑草群落が広く分布し、一部にハマ

ナス群落等の砂丘植生もみられる。 

事業実施想定区域は、北側にクロマツやスギ等の植林を主とする樹林及び乾性草地

等が分布し、南側にスギ等の植林やブナ－ミズナラ群落等の樹林の他、畑地雑草群落、

ササ群落及びススキ群団等の乾性草地が分布している。 

 

表 3-1-5-11 自然環境類型区分 

類型区分 主な地形 植生区分 

樹林 山地、丘陵地、 

台地、低地 

ササ－ダケカンバ群落、チシマザサ－ブナ群団、 

エゾイタヤ－シナノキ群落、ヒノキアスナロ群落、 

クロベ－キタゴヨウ群落、 

ジュウモンジシダ－サワグルミ群集、 

ハンノキ－ヤチダモ群集、ヤマハンノキ群落、 

カシワ群落、ブナ－ミズナラ群落、カシワ－ミズナラ群落、

カスミザクラ－コナラ群落、アカマツ群落、クロマツ群落、

アカマツ植林、クロマツ植林、スギ・ヒノキ・サワラ植林、

カラマツ植林、落葉広葉樹植林、外国産広葉樹植林 

乾性草地 丘陵地、台地 ササ自然草原、チマキザサ群落、ススキ群団、 

タラノキ－クマイチゴ群落、苗圃、畑地雑草群落、牧草地、

ゴルフ場、飛行場 

湿性草地 台地、低地 ツルコケモモ－ミズゴケクラス、ヨシクラス、 

水田雑草群落、休耕田雑草群落 

河辺・海岸・ 

砂丘等 

台地、低地 ヤナギ低木群落、ハマニンニク－コウボウムギ群落、 

ハマナス群落、コハマギク群落、自然裸地(その他） 

市街地等 台地 市街地、緑の多い住宅地、公園、墓地、造成地、採石場、 

人為裸地、焼跡 

開放水域 低地 開放水域（その他） 
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図 3-1-5-6 自然環境類型区分 

陸奥湾 
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2） 重要な自然環境のまとまりの場 

事業実施想定区域及びその周辺の「重要な自然環境のまとまりの場」について、

「計画段階配慮手続に係る技術ガイド(平成 25 年 環境省)」に基づき抽出した結果を、

表 3-1-5-12 及び図 3-1-5-7 に示す。 

事業実施想定区域及びその周辺には重要な自然環境のまとまりの場として、自然林、

河辺・湿原・沼沢地、特定植物群落、保安林、鳥獣保護区等が分布している。 

事業実施想定区域には、自然林のヒノキアスナロ群落、カシワ群落、ヤナギ低木群

落、ジュウモンジシダ－サワグルミ群集及び河辺・湿原・沼沢地のヨシクラスが含ま

れる。 
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表 3-1-5-12 重要な自然環境のまとまりの場 

抽出の区分 重要な自然環境のまとまりの場の抽出結果 

環境影響

を受けや

すい場 

・ 自然林、湿原、湧水、藻場、干潟、サン

ゴ群集、自然海岸等の人為的な改変を

ほとんど受けていない自然環境又は野

生生物の重要な生息・生育の場 

・ 運河、内湾等の閉鎖性水域 等 

・ 自然林：10 群落 

（ササ－ダケカンバ群落、チシマザサ－ブナ

群団、エゾイタヤ－シナノキ群落、ヒノキアス

ナロ群落、クロベ－キタゴヨウ群落、ジュウモ

ンジシダ－サワグルミ群集、ヤナギ低木群

落、ハンノキ－ヤチダモ群集、ヤマハンノキ群

落、カシワ群落） 

・ 河辺・湿原・沼沢地：2 群落 

（ツルコケモモ－ミズゴケクラス、ヨシクラス） 

・ 砂丘植生：3 群落 

（ハマニンニク－コウボウムギ群落、ハマナス

群落、コハマギク群落） 

・ 生物多様性の観点から重要度の高い湿地 

（陸奥湾） 

・生物多様性の観点から重要度の高い海域 

（陸奥湾沿岸） 

・ 特定植物群落 

① 横浜町向平のヨシ湿原 

環境保全

の観点か

ら法令等

により指

定された

場 

・ 文化財保護法に基づき指定された天

然保護区域 

・ 自然公園（国立公園、国定公園及び都

道府県立自然公園）の区域 

・ 原生自然環境保全地域、自然環境保

全地域 

・ 緑地保全地区（都市緑地法） 

・ 鳥獣保護区、ラムサール条約に基づく

登録簿に掲載された湿地 

・ 保安林等の地域において重要な機能

を有する自然環境 等 

・ 県、町の天然記念物 

イ：桧木在八幡神社海浜植生自然林 

ロ：横浜町のゲンジボタルおよびその生息地

ハ：神明宮跡地大ケヤキ 

・ 保安林 

・ 鳥獣保護区 

A：有畑 

法令等に

より指定

されてい

ないが地

域により

注目され

ている場 

・ 里地里山（二次林、人工林、農地、た

め池、草原等）並びに河川沿いの氾濫

原の湿地帯及び河畔林等のうち、減少

又は劣化しつつある自然環境 

･ 都市に残存する樹林地及び緑地（斜面

林、社寺林、屋敷林等）並びに水辺地

等のうち、地域を特徴づける重要な自

然環境 

･ 地域で認められている魚類の産卵場等

である浅海域等 

・ 巨樹・巨木林 

Ⅰ：横浜町字茅平のケヤキ、カシワ 

Ⅱ：横浜町字寺下のケヤキ 

注：表中の記号及び番号は図 3-1-5-7 の記号及び番号に対応する。 
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図 3-1-5-7 重要な自然環境のまとまりの場 
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3-1-6 景観及び人と自然との触れ合いの活動の状況 

（1） 景観の状況 

「地域別景観特性ガイドプラン」(平成 9年 青森県)によれば、事業実施想定区域

及びその周辺は、「下北半島東部景域」及び「上北北部景域」に含まれている。その

概要は、「下北半島東部景域」が「景域西側には恐山山地を背景に、水田や市街地の

景観の展開するむつ低地が広がる。また、景域東側には、緩やかに連なる丘陵上に大

陸的な牧野が点在する。」と記述されている。また、「上北北部景域」が「景域の南部

を中心に、低い山稜を背景にゆるやかに起伏する大陸的な田園景観の展開する台地が

広がる。また、東西に広がる太平洋、陸奥湾岸には、長大な砂丘海岸や点在する潟湖

景観が連なる。」と記述されている。 

また、「下北半島東部景域」は景域を表 3-1-6-1 に示す 4つの景観特性に区分し、

「上北北部景域」は表 3-1-6-2 に示す 5つの景観特性に区分し、景観形成上の配慮事

項が図 3-1-6-1 に示すように記述されている。 

事業実施想定区域は、北部が「下北半島東部景域」の「Ⅱ」と「Ⅳ」の区域に位置

しており、中央部から南部にかけて「上北北部景域」の「Ⅱ」の区域に位置している。 

「下北半島東部景域」の「Ⅱ」の区域は、主に台地開拓農村景観の範囲であり、そ

の景観特性は、むつ低地南部の陸奥湾に面した平坦な台地上には、低く水平基調で連

なる砂子又丘陵（下北丘陵）を背景とした広大な田園（畑地、牧野）が展開する。ま

た、「Ⅳ」の区域は、山地景観、低山景観の範囲であり、その景観特性は、下北丘陵

一帯には、緩やかに起伏し、近景でのスカイラインともなる樹林の中に牧野や畑地が

点在する大陸的な田園景観が展開する。 

「上北北部景域」の「Ⅱ」の区域は、台地開拓農村景観、低山景観、山地景観の範

囲であり、その景観特性は、沿岸部の台地はほとんど平坦であり、起伏に富んだ吹越

山地や丘陵が背景あるいはスカイラインとして遠望される水平を基調とする田園景観

が展開する。特にスカイラインに突出する吹越烏帽子岳は、一帯のランドマークとな

る。 
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表 3-1-6-1 下北半島東部景域の景観特性と景観形成上の配慮事項 

図対応 

番号 
景観特性 景観形成上の配慮事項 

Ⅰ 

・景域の西部に広がる、小規模なむつ低地に

は、貫流する田名部川沿いを中心に小規模

な水田が形成されている。 

・むつ低地の西側には雄大な裾の広がる恐山

火山が位置し、低地の背景をなしている。ま

た、その中でも突出した釜臥山は、一帯から

のランドマークとなる。 

・特に釜臥山への眺望は、陸奥湾に臨む釜臥

山の麓に展開する、下北地域の中心都市で

あるむつ市街地からのシンボルとして重要で

ある。 

 

・むつ低地の水田の広がる一帯においては、その

土地利用のスケールと景観的に調和するよう、

建築物・工作物及び面的開発の規模（高さ、面

積）等に配慮する。 

・釜臥山及びその山麓一帯においては、ランドマ

ークとしての景観を阻害しないよう、大規模な開

発行為に際しては十分配慮する。また、国道

338 号線沿いにおいては、眺望上の目標として

の良好な眺望を確保するために建築物・工作物

の位置（沿道からのセットバック）、規模（高さ）等

に配慮する。 

・とくにむつ市街地においては、主要街路等から

の同山への眺望の確保に配慮する。 

Ⅱ 

・むつ低地南側の陸奥湾に面した平坦な台地

上には、低く水平基調で連なる砂子又丘陵

（下北丘陵）を背景とした広大な田園（畑地、

牧野）が展開する。 

・むつ低地南部台地上においては、水平基調の

広がりのある田園と低く連なりスカイラインをなす

丘陵への眺望を阻止しないよう、建築物・工作物

の規模（高さ）、形態（横長のプロポーション）、色

彩等に配慮する。 

Ⅲ 

・津軽海峡に臨むむつ低地北側のわずかに起

伏する台地上には、海岸と内陸との境界をな

す広大な樹林に囲まれた大規模な田園（畑

地、牧野）が点在する。 

・景域北端の尻矢崎一帯は、太平洋に突出し

たテーブル状の台地に牧野や樹林、円弧状

の雄大な海岸線の連なる特徴的な景観が展

開する。 

・むつ低地北部台地上においては、田園を囲み

基調をなす樹林の連続性を阻止しないよう、建

築物・工作物や面的開発の位置、規模（高さ）等

に配慮する。 

・下北半島国定公園を中心とする尻屋崎一帯の

特徴的な自然景観や牧野景観との調和に配慮

する。 

Ⅳ 

・下北丘陵一帯には、緩やかに起伏し、近景で

のスカイラインともなる樹林の中に牧野や畑地

が点在する大陸的な田園景観が展開する。 

・下北丘陵一帯においては、緩やかに起伏し、連

続するスカイラインとなる樹林の景観を阻害しな

いよう、面的開発の位置に配慮する。 

注：表中の番号は図 3-1-6-1 の番号に対応する。 

出典：「地域別景観特性ガイドプラン」（平成 9年 青森県） 
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表 3-1-6-2 上北北部景域の景観特性と景観形成上の配慮事項 

図対応 

番号 
景観特性 景観形成上の配慮事項 

Ⅰ 

・景域の中央部に広がる、非常に緩やかな起

伏で連なる六ヶ所台地上には、樹林や防風林

で囲まれた大規模な牧野や畑地が展開し、大

陸的な田園景観が形成されている。 

・台地上の田園地帯においては、緩やかに広がる

基調をなす田園景観を阻害しないよう、建築物・

工作物の規模（高さ）、色彩等に配慮する。 

Ⅱ 

・沿岸部の台地はほとんど平坦であり、起伏に

富んだ吹越山地や丘陵が背景あるいはスカイ

ラインとして遠望される水平を基調とする田園

景観が展開する。特にスカイラインに突出する

吹越烏帽子岳は、一帯のランドマークとなる。

・海岸部の田園地帯においては、水平を基調とす

る景観と背景をなす山並みへの眺望を阻害しな

いよう、建築物・工作物の位置（主要道路からの

セットバック）、規模（高さ）、色彩等に配慮する。 

Ⅲ 

・景域東側の太平洋岸には、直線的かつ長大

な自然性高い砂丘海岸景観が広がる。砂丘

の背景には、発達した防風林が形成されてお

り、内陸との視覚的境界をなしている。 

・太平洋岸の砂丘海岸においては、その自然性と

の調和に十分配慮するとともに、直線的な海岸

線や背景となる防風林の眺望を阻害しないよう、

建築物・工作物の規模、色彩、素材等に十分配

慮する。また、防風林内を通過する沿道におい

ては特に高さに配慮する。 

Ⅳ 

・景域西側の野辺地海岸にも砂丘海岸が広が

る。また砂丘の背景には連続する海岸段丘

が、海岸や段丘上を併走する国道 279 号や

JR 大湊線からの眺望の視軸となるほか、視軸

の延長上の野辺地湾越しに遠望される烏帽

子岳がランドマークとなる特徴的な景観が展

開する。 

・野辺地湾岸においては視軸の通った良好な眺

望を阻害しないよう、建築物・工作物の位置（視

軸からのセットバック）、規模（高さ）等に配慮す

る。 

Ⅴ 

・景域南東の海岸部には、尾駮、鷹架沼をはじ

めとする平野湖沼群が点在し、周囲を囲む六

ヶ所台地の斜面林が湖水面と一体となった緑

の背景をなすおだやかな景観が展開する。 

・また潟沼群一帯の台地上では、むつ小川原

開発工業基地整備事業が進行しており、近代

的なプラントや都市基盤等、巨大な施設整備

が行われている。 

・太平洋岸に点在する潟湖及びその周辺一帯に

おいては、湖水面と後背台地斜面とがおりなす

良好な自然景観との調和に十分配慮する。 

・むつ小川原開発関連施設の整備に際しては、

周辺景観との調和に配慮する。 

注：表中の番号は図 3-1-6-1 の番号に対応する。 

出典：「地域別景観特性ガイドプラン」（平成 9年 青森県） 
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図 3-1-6-1 景観特性図  

陸奥湾 

太平洋 
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1） 主要な眺望点の分布及び概要 

事業実施想定区域及びその周辺の主要な眺望点を表 3-1-6-3(1)、(2)及び図 3-1-

6-2 に示す。 

事業実施想定区域及びその周辺の主要な眺望点は、「ふるさと眺望点（平成 11 年選

定」（平成 11 年 青森県）に選定された場所の他、地元の観光情報等から不特定かつ

多数の者が利用する場所を選定した。 

なお、事業実施想定区域内には主要な眺望点はない。 

 

表 3-1-6-3(1) 事業実施想定区域周辺の主要な眺望点 

図対応 

番号 
眺望点 概  要 

① 
釜臥山展望台 

【「ふるさと眺望点」選定】 

標高 879ｍ、下北半島で一番高い釜臥山からの眺望は、視界

360 度の大パノラマが広がる。山頂付近にあるおしゃれな二階建

ての展望台からは、エメラルド色に静まる恐山の宇會利山湖をは

じめ、陸奥湾のかなたに八甲田連峰が連なり、晴れた日には尻屋

の灯台や青い海峡を隔てて、北海道の山並みも望むことができ

る。 

なお、釜臥山は、霊山「恐山」の八峰の一つとなっている。 

② 釜臥山スキー場 
下北半島の釜臥山に位置し、陸奥湾を望む本州最北端のスキー

場。晴天時には八甲田連峰や尻屋崎、北海道までが見渡せる。 

③ 北の防人大湊 海望館 
海抜 55ｍの高さから、歴史ある大湊の街並み、芦崎湾、海上自

衛隊艦艇を一望できる展望台。 

④ 浜奥内海水浴場 
むつ市内にある海水浴場の 1 つ。釜臥山等の下北半島及び陸

奥湾を望むことができる。 

⑤ 
東通村原子力発電所

PR 施設 トントゥビレッジ 

東通原子力発電所 PR 施設となっており、360°の眺望が得られ

る展望室があり、美しい海や緑の山に囲まれた大自然、発電所の

外観もここから眺めることができる。 

⑥ ホタテ観音展望台 
国道 279 号線沿い「トラベルプラザサンシャイン」にある「ホタテ観

音」。陸奥湾を一望できる展望台がある。 

⑦ 
菜の花畑 

【「ふるさと眺望点」選定】 

春になると日本有数の作付け面積の菜の花畑が一面まばゆいばか

りの黄色に染まる。この菜の花畑の広がりと、青い空、緑の草地が織

り成すコントラストは牧歌的風景の一語に尽きる。ここは 5 月に行わ

れる「菜の花フェスティバル」のイベント会場になっており、多くの観

光客が訪れ賑わう。 

⑧ 
道の駅よこはま 

菜の花プラザ 

国道 279 号沿いにある道の駅。陸奥湾に面し、国定公園下北半

島の玄関口に位置する。横浜町は菜の花の作付け日本一を誇っ

ており、毎年 5 月になると大勢の観光客で賑わう。 

⑨ 砂浜海岸海水浴場 

毎年 7 月上旬から 8 月中旬にかけて海水浴場を開設しており、

多くの家族連れで賑わう。沖合にある人工島のナタネ島からは陸

奥湾やむつ市の釜臥山を眺めることができる。 

⑩ 吹越烏帽子 

東北 100 名山にも選定されている、横浜町の登山スポットであり、頂

上からは西に陸奥湾、東に太平洋を望むことができ、5 月の中旬ご

ろには黄色に染まる多くの菜の花畑を望むことができる。 
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表 3-1-6-3(2) 事業実施想定区域周辺の主要な眺望点 

図対応 

番号 
眺望点 概  要 

⑪ よこはまホタル村 

ホタルを横浜町の豊かな自然環境のシンボルとしており、ホタル

の保護増殖や情報発信、啓蒙活動を目的としている。村内は緑豊

かな敷地があり、ホタル観賞以外にも草木の鑑賞や「田植え体験」

などのイベントが開催される。 

⑫ 烏帽子平自然の家 

平成 11 年 3 月に廃校となった旧南部小学校烏帽子平分校校舎

が登山者の休息場所、地域コミュニティの場として活用されてい

る。 

なお、本施設は 4 月から 11 月までの開設となっている。 

⑬ 六ヶ所原燃 PR センター 

館内の展望ホールでは、地上 20m から 360°の大パノラマが広

がり、原子燃料サイクル施設と太平洋が一望できるほか、周辺の

風車や石油備蓄基地も見ることができる。 

⑭ 
むつ小川原 

国家石油備蓄基地 

施設内に高さ 24m の展望室が設けられており、原油タンク、風力

発電施設、原子燃料サイクル施設のおりなす壮大な景色を見るこ

とができる。国内でも珍しい風景が一望できるポイントとなってい

る。 

⑮ 
鷹架野鳥の里森林公園 

【「ふるさと眺望点」選定】 

鷹架沼はミサゴ、サギ等の野鳥が多く生息し、沼に面した鷹架野

鳥の里森林公園はバードウォッチングの穴場として知られている。

ここからは、野鳥観察とともに鷹架沼から太平洋を望む景観を楽し

むことができる。 

注：表中の番号は図 3-1-6-2 の番号に対応する。 

眺望点の名称は、出典に準拠した。 

出典：青森県県土整備部都市計画課 「ふるさと眺望点（むつ・下北地区）、(上十三地区) 平成 11 年選定」 

青森県観光情報サイト アプティネットホームページ（閲覧日：2017 年 10 月） 

むつ市ホームページ（閲覧日：2017 年 10 月） 

横浜町ホームページ（閲覧日：2017 年 10 月） 

一般社団法人 しもきた TABI あしすと「ぐるりんしもきた」（閲覧日：2017 年 10 月） 

六ヶ所村ホームページ（閲覧日：2017 年 10 月） 

六ヶ所村次世代エネルギーパークホームページ（閲覧日：2017 年 10 月） 
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図 3-1-6-2 主要な眺望点  

陸奥湾 太平洋 
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2） 景観資源 

事業実施想定区域及びその周辺の景観資源を表 3-1-6-4、図 3-1-6-3 に示す。 

事業実施想定区域及びその周辺には、岩塊斜面・岩海、海成段丘、自然海岸（砂

浜・礫浜）及び砂丘が分布している。 

なお、事業実施想定区域内には、西部に海成段丘の近川・横浜海岸段丘が南北に分

布している。 

 

表 3-1-6-4 事業実施想定区域及びその周辺の自然景観資源 

自然景観 

資源名 
名 称 自然景観資源の概要 

岩塊斜面・岩海 
吹越烏帽子岳 

南斜面 

標高：400～440m、面積：0.5ha 

地質：安山岩質集塊岩～安山岩塊 

海成段丘 

近川・横浜 

海岸段丘 
標高：10～100m、延長：39.0km、段数 4 段、比高：100m 

下北段丘 
標高：10～80m、延長：24.0km、段数 3 面、比高：60m 

最大 120m とすると段数 6 面となる。 

六ヶ所海岸 

段丘 
標高：5～100m、延長：30.0km、段数 4 段、比高：60m 

自然海岸 

(砂浜･礫浜) 
陸奥横浜海岸 

標高：0～10m、延長：31.8km、幅：50～300m 

特記：陸奥湾に面し、浸食が激しい縦列砂丘を含む。 

砂丘 吹越砂丘 
標高：0～24m、8 列縦列砂丘、延長：11.7km 

比高：20m、風紋はなし 

出典：「第 3 回自然環境保全基礎調査 青森県自然環境情報図」（1989 年 環境庁） 

「第 3回自然環境保全基礎調査 日本の自然景観 東北版Ⅰ」（1989 年 環境庁） 
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図 3-1-6-3 景観資源位置  

陸奥湾 
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（2） 人と自然との触れ合いの活動の場の状況 

事業実施想定区域及びその周辺の「人と自然との触れ合いの活動の場」を表 3-1-

6-5(1)、(2)及び 図 3-1-6-4 に示す。 

事業実施想定区域及びその周辺の「人と自然との触れ合いの活動の場」は、イベン

トや登山が開催される菜の花畑、公園、海水浴場や登山道等の施設が分布している。 

なお、事業実施想定区域内には、「⑤ 菜の花畑」が存在し、「⑧ 三保川沿いの遊

歩道」や「⑪ 吹越烏帽子登山道」の一部が含まれている。 

 

表 3-1-6-5(1) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場一覧 

図対応

番号 
名 称 概  要 

① 釜臥山スキー場 
下北半島の釜臥山に位置し、陸奥湾を望む本州最北端のスキー場。

晴天時には八甲田連峰や尻屋崎、北海道までが見渡せる。 

② 浜奥内海水浴場 
むつ市内にある海水浴場の 1 つ。釜臥山等の下北半島及び陸奥湾を

望むことができる。 

③ 月山登山道 
古くから信仰を集めた山で、道々に多くの石祠が祀られている。山頂直

下からは、泊集落や太平洋を見渡すことができる。 

④ 菜の花畑 

春になると日本有数の作付け面積の菜の花畑が一面まばゆいばかり

の黄色に染まる。この菜の花畑の広がりと、青い空、緑の草地が織り成

すコントラストは牧歌的風景の一語に尽きる。ここは 5 月に行われる「菜

の花フェスティバル」のイベント会場になっており、多くの観光客が訪れ

賑わう。 

⑤ 自然苑 
広大な敷地内には、体験農場、山菜園などがあり、自然に触れながら

農業を体験することができる。 

⑥ 三保野公園 

横浜町市街地を東西に流れる三保川を中心に整備した公園。遊水施

設があり、三保川で水遊びやスポーツも楽しめる。よこはま夏祭りではメ

イン会場となり、大勢の人が訪れる。 

⑦ 
三保川沿いの 

遊歩道 

三保川沿いにある遊歩道。三保野公園にもつながり、川沿いに散策で

きる。 

⑧ 砂浜海岸海水浴場 

毎年 7 月上旬から 8 月中旬にかけて海水浴場のほか、コテージ、キャ

ンプ場も併設され、多くの家族連れで賑わう。沖合にある人工島のナタ

ネ島からは陸奥湾やむつ市の釜臥山を眺めることができる。 

⑨ 吹越烏帽子岳 

東北 100 名山にも選定されている、横浜町の登山スポットであり、頂上

からは西に陸奥湾、東に太平洋を望むことができ、5 月の中旬ごろに

は黄色に染まる多くの菜の花畑を望むことができる。 

⑩ 吹越烏帽子登山道 
登山道が緩やかなため、気軽にハイキング気分で登山を楽しむことが

できる。陸奥湾、八甲田連峰、釜臥山などを望むことができる。 

⑪ よこはまホタル村 

ホタルを横浜町の豊かな自然環境のシンボルとしており、ホタルの保護

増殖や情報発信、啓蒙活動を目的としている。村内は緑豊かな敷地が

あり、ホタル観賞以外にも草木の鑑賞や「田植え体験」などのイベント

が開催される。 
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表 3-1-6-5(2) 主要な人と自然との触れ合いの活動の場一覧 

図対応

番号 
名 称 概  要 

⑫ 
六ヶ所村 

大石総合運動公園 

広い敷地内には、体育館、野球場、フィールドアスレチック等の設備が

ある。また、公園内はジョギングや散歩にも心地よい緑に囲まれた空間

になっており、高台からはウインドパークの風車を望むことができる。 

⑬ 
鷹架野鳥の里 

森林公園 

鷹架沼はミサゴ、サギ等の野鳥が多く生息し、沼に面した鷹架野鳥の里

森林公園はバードウォッチングの穴場として知られている。 

ここからは、野鳥観察とともに鷹架沼から太平洋を望む景観を楽しむこと

ができる。 

注：表中の番号は 図 3-1-6-4 に対応する。 

出典：青森県「ふるさと眺望点（むつ・下北地区）、(上十三地区) 平成 11 年選定」 

   一般社団法人 しもきた TABI あしすと「ぐるりんしもきた」（閲覧日：2017 年 10 月） 

   Web 東奥「とうおう写真館・あおもり 110 山」（閲覧日：2017 年 10 月） 
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 図 3-1-6-4 主要な人と自然との触れ合いの活動の場  

陸奥湾 太平洋 
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3-1-7 一般環境中の放射性物質の状況 

（1） 空間放射線量率の状況 

事業実施想定区域及びその周辺では、表 3-1-7-1 及び図 3-1-7-1 に示す 3箇所の測

定局で、青森県による空間放射線量率の測定が定期的に行われている。 

本測定結果によると、平成 28 年度の年平均値は、事業実施想定区域の北西側に位

置する近川測定局が 0.017μSv/h、西側の横浜町役場測定局及び南西側の吹越測定局

がともに 0.018μSv/h であり、ほぼ同程度の結果であった。 

 

表 3-1-7-1 事業実施想定区域周辺の空間放射線量率（平成 28 年度） 

図対応 

番号 
測定局名 

測定結果（μSv/h） 

平 均 最 大 最 小 

① 近川 0.017 0.042 0.011 

② 横浜町役場 0.018 0.041 0.015 

③ 吹越 0.018 0.042 0.015 

注：表中の番号は図 3-1-7-1 に対応する。 

測定値は 1時間値。 

各測定局では nGy/h（ナノグレイ毎時）で測定されており、表中の数値は nGy/h をμSv/h に

換算した値を示した。（「環境放射線モニタリング指針（2008 年 原子力安全委員会）」に基

づき、nGy/h の値に 0.0008 を乗じて求めた。） 

出典：青森県ホームページ 「環境放射線等モニタリング」（閲覧日：2017 年 10 月） 
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図 3-1-7-1 環境放射線モニタリング地点 

陸奥湾 
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